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カミヤ遺跡 漆器(容器)における漆の状況…

掲載血 大分類 中分類 小分類 内(下地) 肉(仕上 ) 外 (下地) 外 (仕上 )

Wl 容器 挽物 漆器椀 黒 黒

W2 容器 挽物 漆器椀 黒 黒

W3 容器 挽物 漆器椀 黒 黒

W4 容器 挽物 漆器椀 黒 黒

W5 容器 挽物 漆器椀 黒 黒

W6 容器 挽物 漆器皿 黒 黒

W7 容器 挽物 漆器椀 黒 黒 i(絵付 )

W8 容器 挽物 漆器椀 黒 黒 t(絵付)

VV9 容器 純物 漆器椀 黒 黒

W10 容器 挽物 器椀 黒 黒 赤 (絵付)

Wll 容器 挽物 器椀 黒 黒 赤(絵付)

W12 容器 挽物 漆器椀 黒 赤 黒 赤(絵付)

W13 容器 挽物 漆器椀 黒 赤 黒 赤

W14 容器 挽物 漆器椀 黒 赤 黒 赤

W15 容器 純物 漆器椀 黒 黒

W16 容器 危物 漆器椀 黒 黒

W17 容器 挽物 漆器皿 黒 黒

W18 容器 挽物 漆器椀 黒

W19 容器 挽物 漆器椀 黒 赤(絵付) 黒

W20 容器 挽物 漆器椀 黒 赤 (絵付) 黒

W21 容器 挽物 漆器椀 黒 赤(絵付) 黒

W22 容器 挽物 漆器椀 黒 赤 黒 i(絵付 )

W23 容器 鬼物 漆器視 黒 黒

カミヤ 19計測表

規模
梁行き 桁行き

2FFl(4.14m) 2Fpl(3.15m)

主軸 N-98.9°  一E

歓
くｃｍ，

番号 1 2 3 4 6 7

上面径 (cm) 26X25 32X30 35X33 37X29 33X25 28× 24 30X22 29X22

底径座標 (m) 137.25 137.09 137.12 136.97 137.11 137.06

柱問題離 (m)
1-2 2-3 4-5 S-6 7-8 8-9 1-4 2-5

2.12 2.02 2.10 1.91 2.11

歓
ぐｃｍ，

番号 9

上面径 (cm) 32X27

底径座標 (m)

柱間距離 (m)
3-6 4-7 5-8 6-9

1.67 1.36 1.40 1.48
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江津市教育委員会は、島根県浜田農林振興センター (現在機構改革により島根県浜

田県土整備事務所となっている)の委託を受けて、平成 16年度から文化庁の国庫補助

事業を併用 し、中山間地域総合整備事業予定地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を

実施 してまい りましたが、このたび報告書を刊行する運びとなりました。本報告書は

平成 16年度から平成 17年度まで調査された江津市跡市町『カミヤ遺跡』と、平成 17

年度から平成 18年度にかけて調査された江津市二宮町羽代『羽代前田遺跡』の調査成

果を取りまとめたものです。

江津の中央を流れ奔る江の川は、中国太郎の異名を持つ中国地方最大の河川として

知られていますが、古来より中国路陰陽を結ぶ大動脈として、文化、経済、人の交流

を促してきました。15世紀の半ばには既に江の川河口は対外貿易基地の一基地となり、

環日本海交流の要衝の地として重要視されていたことが中国や朝鮮などの文献などに

より明らかになっています。

カミヤ遺跡では、奈良時代から近世に掛けての集落跡が調査され、集落の移動が確

認されるとともに、中世には本格的なタタラ製鉄を行つていたことが確認されました。

また、羽代前田遺跡の調査では、古墳時代後期に展開した集落遺跡の片鱗を伺 うこと

が出来ました。

両地区での本格的な発掘調査は今回が初めてのことで、江津市にとつて大変貴重な

歴史資料を得ることとなりました。本書が地域の歴史と文化に理解と関心を高めるた

めの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査ならびに本書を刊行するにあたり、ご協力いただきまし

た地元の皆様や島根県浜田県土整備事務所、文化庁、島根県教育委員会、島根県埋蔵

文化財調査センターをはじめ、調査に携わつていただいた多くの関係者の皆様に厚く

お礼を申し上げます。

平成 20年 3月

江津市教育委員会

教育長 野 上 公  司



例

本書は島根県浜田県土整備事務所 (旧島根県浜田農林振興センター)が実施した中山間総合整

備事業に伴い、江津市荻育委員会により平成 16年度から平成 18年度に本調査を行つたカミヤ

遺跡及び羽代前田遺跡発掘調査における本報告書である。

発掘調査は島根県浜田県土整備事務所 (旧島根県浜田農林振興センター)の委託金と文化庁の

国庫補助金、島根県補助金を得て江津市が実施した。

発掘対象地は下記のとおりである。

カミヤ遺跡   江津市跡市町字舞立

羽代前田遺跡  江津市二宮町字羽代

4.本報告書掲載遺跡の調査履歴は下記のとおりである。

口

1.

2.

平成 14年度 事業範囲分布調査

平成 15年度 カミヤ遺跡試掘調査

平成 16年度 カミヤ遺跡本調査

事業範囲追加分布調査

羽代前田遺跡試掘調査

5.調査体制は次のとおりである。

平成 17年度

平成 18年度

平成 19年度

事務局 江津市教育委員会

荻育長     平成 17年度

生涯学習課長

同 課長補佐

同 主事

同 主任主事

同 嘱託員

同 嘱託員

同 嘱託員

カミヤ遺跡本調査

羽代前田遺跡本調査

羽代前田遺跡本調査

報告書作成

平成 16年度 野上公司

的場淳勝

小林茂雄

山崎真理子

梅木茂雄

福本和世子

無川美和子

澤津 孝

野上公司

林 浩司

木村恒夫

中西一郎

藤岡美津子

山崎香織

梅木茂雄

福本和世子

無川美和子

澤津 孝

教育長

生涯学習課長

生涯学習課長

同 課長補佐

同 総括主任

同 主任

同 主任

同 嘱託員

同 嘱託員

同 嘱託員

調査担当

事務補助員

調査補助員

調査補助員

調査担当

事務補助員

調査補助員

調査補助員



平成 18年度  野上公司  教育長     平成 19年度  野上公司  教育長

木村恒夫  生涯学習課長          石田道明  生涯学習課長

中西一郎  同 課長補佐          中西一郎  同 課長補佐

山崎香織  同 主任            山崎香織  同 主任

調査担当  梅木茂雄  同 主任     調査担当  梅木茂雄  同 主任

事務補助員  福本和世子 同 嘱託員    事務補助員  福本和世子 同 嘱託員

調査補助員  無川美和子 同 嘱託員    調査補助員  原田朋和  同 嘱託員

調査補助員  原田朋和  同 嘱託員

6.調査及び報告書の作成に際し、次の組織、個人に指導 。助言をいただいた。記して感謝する。

島根県文化財課、島根県埋蔵文化財調査センター :内 田律雄、角田徳幸、東山信二

7.報告書の作成は以下のものが携わった。 (50音順)

梅木茂雄、榎本 (藤本)淳子、上手文子、鹿森三鈴、主原洋子、原田朋和、山田ゆう子

8.挿図で使用した方位は測量法による第 3座標系 X軸方向を指し、平面直角座標系�座標は世

界測地系による。標高は海抜高を示す。

9.科学分析は文化財調査コンサルタント酬に委託した。

10,図版中の柱穴は Pitの省略記号 Pで表す。

11.図版の構成上、遺構 。遺物の図版掲載順序と本文の掲載順序は必ずしも対応しない。

12.観察表中の径の記載は蓋の場合、以下の通りとする。

口径→底径枠ヘ

つまみ径及び天丼部径→口径枠ヘ

それぞれ示す。

13.報告書の文責及び調査内容に関する責は全て梅木に帰する。

14.報告書掲載の遺物・図面・写真等は江津市教育委員会で保管している。
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カミヤ遺跡 表目次
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グラフ1 調査区別遺物集計グラフ

グラフ2 調査区別遺物構成比 (百分率)

第 1図 江津市南部の遺跡

第 2図 カミヤ遺跡周辺の状況

第 3図 カミヤ遺跡調査区配置図

I区 (A～ C)Ⅱ 区 (D～ G)

第 4図 本調査及び確認調査範囲指定図

第 5図 調査区全体図

第 6図  I区調査区土層図

第 7図  I区調査区上層図

第 8図  I― C区調査区土層図

第 9図  I― A区 谷 1 遺構配置図 1

第 10図  I一 A区 谷 1 遺構配置図 2

第 11図  I一 A区 谷 1 遺構配置図 3

第 12図  I一 A区 谷 1 遺物出土状況 a
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第 24表 谷計測表
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第 27表 流路跡計測表

第 28表 集石遺構計測表

第 29表 加工段計測表

第 30表  I― C区 ピット計測表

第 31表 カミヤ遺跡出土遺物分類表

第 32表 各時代における器種一覧表

第 33表 遺物観察表

第 34表 土鍾観察表

第 35表 輔羽口観察表

第 36表 炉構造材・鉄滓観察表

第 37表 石器観察表

第 38表 骨製品観察表

第 39表 鉄器観察表

第 40表 木製品観察表

第 41表 江津市南部の遺跡一覧表

第 13図  I一 A区 谷 1 遺物出上状況 b

(●木製品■製鉄関連 )

第 14図  I― A区 谷 1 遺物出土状況 C

(●木製品■製鉄関連 )

網かけは集石遺構 01

S=1/60

S=1/60
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第 15図  I― A区 集石違構 01 実測図     S=1/20

杭列 01・ 02 実測図     S=1/40

第 16図  I一 A区 加工段 01 実測図       S=1/80

第 17図  I一 B区・ I― D区西側 遺構配置図   S=1/200

第 18図  I― B区 土層図            S=1/80

第 19図  I― B区 加工段 02・ 03 実測図    S=1/60

第 20図  I― B区 性格不明遺構 01・ 02 実測図  S=1/30

第 21図  I― B区 遺構配置図         S=1/100



第 22図  I一 B区 建物 01 実測図

第 23図  I― D区西側 建物 02・ 03 実測図

第 24図  I一 B区 建物 04・ 05 実測図

第 25図  I一 B区 建物 06・ 07 実測図

第 26図  I一 B区 建物 08・ 09 実測図

第 27図  I一 B区 建物 10・ 11 実測図

第 28図  I― E区西側・F区西側・G区

遺構配置図

第 29図  Ⅱ― F区西側 土坑 01～ 03 実測図

第 30図  Ⅱ一 E区西側 柱列 01・ 建物 12・ 建物 13

実測図

第 31図  Ⅱ一 F区西側・G区 建物 14・ 建物 15

実測図
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カミヤ遺跡 写真目次
カミヤ遺跡調査区遠景 W→ E

カミヤ遺跡調査区遠景 S→ N

カミヤ遺跡調査区遠景 SE→ NW

カミヤ遺跡調査区遠景 W→ E

カミヤ遺跡 I一 B区 調査区遠景 S→ N

カミヤ遺跡調査区遠景 N→ S

カミヤ遺跡Ⅱ区 調査区遠景 S→ N
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I― A区 集石遺構 01検出状況 SW→ NE
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I一 B区 遺構完堀状況 SE→ NW

I― B区 建物 01復元状況 EN→ WS

I― B区 遺構完堀状況 S→ N

I― B区 加工段 02・ 03完堀状況 SE→ NW

I― B区 加工段 02・ 03 P2半 裁状況

I― B区 加工段 02・ 03 P2完 堀状況

I― B tt P188完堀状況

I― B tt P175検出状況

I― B tt P187半裁状況

I一 B tt P190半裁状況

I一 B tt SK16完堀状況

I― B tt P288完堀状況

I― B tt P280検出状況

I― B tt P280完堀状況

I― B tt P290検出状況

I一 B tt P290完堀状況

I一 B tt P291検出状況

I― B tt P291完堀状況

I― B tt P295検出状況

I一 B tt P295完堀状況

I― B tt P309検出状況

I― B tt P309完堀状況

I― B区 調査区完堀遠景 E→ W

写真図版表紙

写真図版 1  上

下

写真図版 2  上

下

写真図版 3

写真図版 4  上

下

写真図版 5  上

下

写真図版 6  左上

右上

左中

右中上

右中下

左下

右下

写真図版 7  上

下

写真図版 8  上

下

写真図版 9  上

下

写真図版 10 上

下

写真図版 11  左上

右上

左中上

右中上

左中下

右中下

左下

右下

写真図版 12 左上

左中上

右上

右中上

左中下

左下

右中下

右下

写真図版 13 左上

右上

中

左下  正一 B tt P281検出状況

右下  I一 B tt P281完堀状況

写真図版 14 上   I区  調査区完堀状況遠景 EN→ WS

下   I区  調査区完堀状況遠景 NE→ SW

写真図版 15 上   I一 D区 完堀状況遠景 NW→ SE

下   Ⅱ― D・ E・ F区 完堀状況遠景 NW→ SE

写真図版 16 上   ]― D区 遠景 WS→ EN

下   I― D区 完堀状況遠景 NE→ SW

写真図版 17 左上  I一 D区 溝 10完堀状況 WS→ EN

右上  I一 D区 集石遺構 02上坑完堀状況

右中上 I一 D区 集石遺構 02上坑半裁状況

左中下 I― D区 集石遺構 02内遺物出土状況

右中下 Ⅱ― D区 集石遺構 02検出状況

左下  I― D区 集石遺構 02検出状況

右下  I― D tt P145完堀状況

写真図版 18 左上  I一 F tt SK13検出状況

右上  Ⅱ―Ftt P54検出状況

左中上 Ⅱ一Ftt P32検出状況

右中上 Ⅱ一Ftt P34検出状況

左中下 Ⅱ― Ftt P61検出状況

右中下 I一 F tt SK16検出状況

左下  I一 F区 土坑 06板木の蓋検出状況

右下  Ⅱ― F区 上坑 06半裁状況

写真図版 19 上   エー E区 遺構検出状況 SE→ NW

下   Ⅱ― E区 土坑 05完堀状況 SW→ NE

写真図版 20 上   Ⅱ― E区 性格不明遺構 03検出状況 SW→ NE

下   Ⅱ― E区 性格不明遺構 03調査状況

写真図版 21  上   Ⅱ― E区 性格不明遺構 03調査状況 SW→ NE

下   I― F区 撹乱全景 SE→ NW

写真図版 22 上   I― F区 撹乱全景 NW→ SE

下   I― F区 遺構検出状況 ES→ WN

写真図版 23 左上  I一 F区 溝 11検出状況 W→ E

右上  Ⅱ一 F区 溝 11完堀状況 W→ E

左下  I一 F区 溝 04検出状況 E→ W

右中下 Ⅱ一 Ftt P9検出状況

右下  I― Ftt P9完堀状況

写真図版 24 上   I― F区 上坑 01半裁状況

左中  Ⅱ― F区 土坑 01検出状況

右中  Ⅱ― F区 土坑 01遺物出土状況

左下  E― F区 土坑 02検出状況

右下  I一 F区 土坑 02半裁状況

写真図版 25 上   I― F区 上坑 03調査状況

左中  I― F区 上坑 03検出状況

右中  Ⅱ― F区 土坑 03調査状況



左下  I一 Ftt P5検出状況

右下  エーFtt P5半裁状況

写真図版 26 上   I― F区 集水遺構及び遺物出土状況 SE→ NW

下   I― F区 集水遺構完堀状況 SE→ NW

写真図版 27 上   I一 F区 集水遺構遠景 SE→ NW

下   I一 G区 遺構検出状況 E→ ‖

写真図版 28      カミヤ遺跡出土遺物 1
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写真図版 34      カミヤ遺跡出生遺物 7

写真図版 35      カミヤ遺跡出上遺物 8

写真図版 36      カミヤ遺跡出上遺物 9

写真図版 37      カミヤ遺跡出上遺物 10

写真図版 38      カミヤ遺跡出土遺物 11

写真図版 39      カミヤ遺跡出止遺物 12

写真図版 40      カミヤ遺跡出土遺物 13

第 8表 木製品観察表
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第 13図  I― A区 上器溜02 実測図       S=1/20
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下

写真図版 2  上
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写真図版 3  左上

左中上
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左中下

左下

右中下

右下

写真図版 4  上

下

写真図版 5  左上

右上

左中

右中

左下

右下

写真図版 6  左上

右上

中

左下

右下

写真図版 7  上

下

写真図版 8  上

下

写真図版 9  上

左中
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左下
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羽代前田遺跡 写真目次
羽代前田遺跡調査区遠景 EN→ WS

羽代前田遺跡調査区遠景 E→ W

羽代前田遺跡調査区遠景 ES→ WN

羽代前田遺跡調査区遠景 N→ S

トレンチ3 上層堆積状況

トレンチ 5 ■層堆積状況

トレンチ 24 土層堆積状況

トレンチ 21 土層堆積状況

トレンチ 23 土層堆積状況

Ⅱ区トレンチ 土層堆積状況
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I一 A区 完堀状況遠景 NE→ SW

I― A区 完堀状況全景 NE→ SW

I一 A区 完堀状況全景 ES→ WN

I一 A区 完堀状況遠景 EN→ WS

I― B区 遠景 ES→ WN

I一 B区北側 土層堆積状況 SE→ NW

I一 B区北側 土層堆積状況 SE→ NW

I― B区 溝 01 検出状況 EN→ WS

I一 B区 溝 01 完堀状況 SW→ NE

写真図版 10 上

下

写真図版 11  左上

右上

右中

左中

左下

右下

写真図版 12 上

左中

左下

右中

右下

写真図版 13

写真図版 14

写真図版 15

写真図版 16

写真図版 17

写真図版 18

写真図版 19

写真図版 20

写真図版 21

写真図版 22

写真図版 23

写真図版 24

写真図版 25

I― B区 完堀状況遠景 E→ W

I― B区・C区 完堀状況遠景 N→ S

I― Ctt G― G' 上層堆積状況 EN→ WS

I― Ctt G― G' 土層堆積状況 SE→ NW

I― C区 遺物出土状況 EN→ WS

I― C区 遺物出土状況 NW→ SE

I一 C区 土器沼検出状況 N→ S

I一 C区 遺物出土状況 NE→ SW

I一 C区 完堀状況遠景 EN→ WS

I一 Ctt P tl検 出状況

I― C tt Pitl半裁状況

I― Ctt Pit2検 出状況

I― Ctt Pit2半 裁状況

羽代前田遺跡出土遺物 1

羽代前田遺跡出土遺物 2

羽代前田遺跡出土遺物 3

羽代前田遺跡出土遺物 4

羽代前田遺跡出土遺物 5

羽代前田遺跡出土遺物 6

羽代前田遺跡出土遺物 7

羽代前田遺跡出土遺物 8

羽代前田遺跡出土遺物 9

羽代前田遺跡出土遺物 10

羽代前田遺跡出上遺物 11

羽代前田遺跡出上遺物 12

羽代前田遺跡出上遺物 13



第 1章 調査の経緯

中山間総合整備事業に先立ち、島根県浜田農林振興センター (以下浜田農振)は平成 14年、江

津市教育委員会 (以下市教委)へ市内の事業対象地区 16箇所に射し埋蔵文化財の有無及び取り扱

いについて照会を行つた。これを受けて市教委は平成 14年 3月 から平成 15年 12月 27日 まで随時

分布調査及び試掘調査を行いながら該当する遺跡について浜田農振と文化財保護の調整に入つた。

平成 16年 4月 2日 浜田農振と江津市は協定を締結し、平成 16年 4月 22日 付契約を交わしカミヤ

遺跡の調査に入つた。翌平成 17年度も引き続きカミヤ遺跡の調査を行い、平成 17年 12月 29日 ま

で現場調査を行つた。調査の途中で事業箇所の追加が発生したため、分布調査及び試掘調査を行つ

た結果、羽代前田遺跡が取り扱い協議の対象となり、平成 18年度に羽代前田遺跡の調査を行 うこ

ととなった。当初 1月 から3月 をカミヤ遺跡の整理期間に充てていたが、浜田農振より計画変更の

依頼があり、協議の結果平成 18年 1月 6日 付け契約を結び、羽代前田遺跡の調査を開始した。平

成 18年度は引き続き前田遺跡の調査を行っていたが、平成 18年 9月 4日 島根県浜田県土整備事務

所 (以下浜田県土 :旧浜田農振)から、事業計画変更による遺跡の全面盛土を希望する協議を受け

た。盛土保存となる調査区に対する調査費用については、国庫補助事業 (受益者負担分)の対称か

ら除外されるため、江津市が受益者貪担分を負担することで平成 18年 9月 4日 付け変更契約を行い、

調査中の遺跡は盛土保存を前提とする調査に切り替え、水路以外の調査区は盛土保存となつた。こ

れを受けて平成 19年 1月 10日 付で国庫補助事業の計画変更申請を行い、続いて平成 19年 2月 16

日に島根県補助事業の計画変更申請を行い、平成 19年 3月 26日 まで調査を行つた。

平成 19年度はカミヤ遺跡及び羽代前田遺跡の整理作業及び報告書作成を行った。

調査中にカミヤ遺跡で 2回、羽代前田遺跡で 1回の現地説明会を開催し、その他カミヤ遺跡では

国家公務員新任研修受け容れや、美土里ネット協賛で地元小学校の発掘体験などを行い、文化財保

護思想の普及啓発に努めた。また、広く市民へ文化財保護思想の普及啓発を行うため、調査結果は

随時 (年間 20件程度)江津市出前講座により活用している。

第 2章 カミヤ遺跡・羽代前田遺跡の位置と歴史的環境
江津市は、日本海側の沿岸部に位置し、中国山地より流れ下る江の川により中央で分断されてい

る。市域は準平原の前地斜面で形成されているため、高い山はあまり存在せず、比較的高さの整っ

た低い山並みが連なっている。日本海の沿岸部では、海浜部から丘陵までクロスナ層を挟んだ新・

旧砂丘に覆われているが、山間部は河川により形成された細く入り組んだ谷と急峻な山並みが連続

し、狭い盆地を繁いでいる。

【カミヤ遺跡】 (カ ミヤ遺跡 :第 1図・第 2図 )

カミヤ遺跡は加志岐川により形成された狭除な山谷の奥部で確認された遺跡で、周辺には他の遺

跡がほとんど存在せず孤立した集落を形成しているのが特徴である。近世には遺跡に隣接して近世

浜田二次往還が通つており、浜田―有福―跡市―川戸の流通経路となつていた。
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【羽代前田遺跡】 (羽代前田遺跡 :第 1図 。第 2図 )

羽代前田遺跡は都野津平野の周辺地域に当たる遺跡で、錯綜する谷の奥部に展開する橋鉢状のや

や急斜面に立地し、周囲に古墳時代の遺跡が散在する。谷の下方では棚橋押込遺跡ほか、古墳時代

の須恵器窯跡が確認されており、谷伝いに久本奥窯跡まで行けるため、この辺りの谷が窯業生産の

場所として活用されていたことが考えられる。

第 3章 カミヤ遺跡の調査

第 1節 カミヤ遺跡の立地 悌 2図・第3図 )

カミヤ遺跡は、丘陵中腹の清せ尾根と両側の谷を埋めた緩やかな斜面に展開しており、眼下に広

がる小規模な盆地との比高差はおよそ 10mを測るが、境界が崖地となつている。その為、カミヤ遺

跡は盆地と隔離された高所に立地しているような印象を受ける。

第 2節 調査区について

1 調査区の設定 (第 3図～第 5図 )

調査区を大きく I区 (平成 16年度調査)。 Ⅱ区 (平成 17年度調査)と 2分割し、それぞれ調査

前の地形に合わせて I― A～ C区、Ⅱ一D～ G区とした。調査前の土地は全て近世以降に水田とし

て活用されており、調査中はそれぞれの小区分をさらに水田一枚分の区画に沿つて細分割していた

が、ここでの報告は割愛する。

Ⅱ一 G区は盛土計画部分であつたが、北側に隣俵するⅡ一 F区の浅い層で遺構が確認されたため、

確認調査を行つた。また、Ⅱ一 D・ E・ F区は凡そ半分が盛土計画となっているが、耕作上を一度除

去するため、盛土計画箇所は耕作土以下について確認調査を行い、検出した遺構のプランを記録し

た。

2.調査区の概要

I一 A区 (第 6図 。第 9図 )

カミヤ遺跡の西端にある谷地形に当たり、尾根に沿つて北東から南西に軸を取り南西へ下つてい

る。谷は調査区の外まで延びており、加志岐川に連結しているようだ。この谷の下層には奈良時代

から中世までの遺物が堆積しており、杭列や木製品を廃棄した様子が確認出来た。また、中世の製

鉄関連遺物が多量に含まれていることから、付近で製鉄を行つていた事が想定される。谷は中世ま

でにある程度土砂の堆積を繰り返していたが、近世までに谷は完全に埋まり、調査前は水田として

活用されていた。調査区の南半分は盛土計画の為、遺構の状況を確認する為に試掘調査を行つた。
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I一 B区 (第 6図・第 17図 )

谷から東へ上る丘陵尾根部分を指す。尾根筋の上方は赤土と礫、岩盤からなる土質で傾斜度が強

く、近世の棚田によりかなりの部分で削平を受けていた。削平を免れた場所では簡単な加工段や径

20～ 40cmほ どの柱穴などがまばらに存在する。尾根は下へ向かうにつれ緩斜面となっており、中

腹では建物跡が 1棟確認出来た。尾根筋下方の土質は、岩盤をベースとした粘土質の上層が堆積し

ているため水拐1けが悪いが、建物跡はこの辺りに集中している。下方の柱穴には径 50～ 80cmのや

や大型のものも含まれてくる。

I― C区 (第 7図・第 8図 )

I― B区から東へ回り込んだ谷地形の頂部にあたる。試掘調査の後で事業対象から外れたが、調

査時に柱穴が確認出来た。現在は盛上が施されて平坦な水田になっているが、 I一 C区の旧地形は

緩やかな緩斜面として完全に残つていたことが確認出来た。

Ⅱ一 D区 (第 32図・第 33図 )

I― B区の尾根を東に回り込んだ谷地形からなり、 I― C区からの緩斜面が続いていたようだ。

I一 D区の北側半分は近世の削平を受けており、近世以前の遺構は確認出来なかつたが、南側半分

と北東側は盛土が施されており、旧地形が残っていた。削平による平坦面のうち、岩盤質の西側半

分では少数の柱穴が確認されたに過ぎないが、粘土質の地盤を持つ東側半分では多数の柱穴が柱根

と共に確認出き、削平当初は住居跡ととして活用されていた様子が窺える。Ⅱ―D区西側は一段落

ち込んでおり、 I― B区下方と隣接している。粘土質の地盤に多数の柱穴が穿たれている。

Ⅱ― E区 (第 28図・第 32図・第 33図 )

Ⅱ―D区南側半分からの緩斜面が続いており、遺構は少なく、明確な建物は確認出来なかったが

遺物は奈良時代から平安時代のものが一定量確認出来た。西側は一段下がつており、I一 B区下方、

Ⅱ― D区西側と隣接している。盛土保存の対象地である。遺構面精査の結果、粘土質の地盤に柱穴

が確認出来た。

Ⅱ― F区 (第 28図・第 32図・第 33図 )

Ⅱ― E区の南側に隣按し、西側、中央部、東側で異なる特長を持つ。西側は、Ⅱ一E区西側から

更に一段下がつた平坦地で、盛土保存の為の確認調査を行つている。大まかに 2条の溝により区画

された範囲に沿つて、牛の蹄跡による撹乱が無数に確認できる。その他土坑墓と、数棟の建物跡が

確認出来た。中央部は播鉢状に窪み、集水遺構には木製品が大量に投棄されていた。東側は近世の

作田により削平を受けた平坦地が広がる岩盤質の地盤で、西側からの溝の続きがかろうじて確認出

来る程度であつた。

Ⅱ一 G区 (第 28図 )

Ⅱ―F区西側の南に隣接する平坦面で、盛土保存の為確認調査を行つた。大型の柱穴を伴う建物

跡や溝が確認出来た。
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第 3節 調査の結果 1愴構)

縄文時代の石器が多く確認されたが、明確な遺構は確認出来なかった。また、弥生時代から古墳

時代を通して遺物はほとんど確認されておらず、当該時期の遺構も確認されなかった。カミヤ遺跡

では、奈良時代から近世までの遺物が多く出上しており、遺構もこの時期のものが大半を占めてい

る。 I― A区の谷は厳密に言うと自然地形だが、一部人為的な設備を伴っているので遺構として報

告する。

1,I― A区

谷 (第 5図 。第 9図～第 14図 )

谷は調査区北西端では浅くなつており、若干南東寄りにカーブした後で深度を増しながら南西ヘ

下つていく。土砂の堆積状況は、谷の底辺では岩盤上に灰色系の粘質土と青灰色系砂礫層が互層状

に堆積し、その上方では茶色系の上砂が短期間で大量に堆積しており、間欠的な流水を繰り返した

後に土石流や人工的な造成が行われた可能性が考えられる。

谷の埋土から縄文時代の石器が 50′点程度確認されたが、土器は 1ッ点しか確認出来なかつた。石

器の石材は黒曜石が多く、次にサヌカイ トが多い。石鏃や小型刃物類、小型石器の未製品が多く、

核が確認されたので、谷周辺で石器を製作し、主に狩猟を中心とした季節的な活動の場として活用

されていたと推定できる。その他各種石斧や石錘などが出土していることから、ある程度の採取・

漁携活動も行われていたようだ。その後、遺物は奈良時代後期から出現増加し、近世までほぼ連続

して遺物が確認できる。奈良時代から中世までの遺物は、主に互層状堆積中からの出土だが、流水

の為、層序が乱れており、層位ごとの遺物取上げは不可能だった。その他、互層状堆積での出土遺

物には製鉄関連遺物と木製品がある。製鉄関連遺物の時期決定を行った結果、鎌倉時代から室町時

代前半を示す結果が出た (第 5章参照)。 これは、互層状堆積中の陶磁器と比べても整合が取れて

おり、層の時期決定根拠とする。互層状堆積中の木製品溜りの時期についても、同様としたい。

互層状堆積は中世を以つて一時期固定される。その後は、上部で茶色系土砂の堆積が始まる。茶

色系土砂中の遺物には、中世から近世までの時期幅が認められる。互層状堆積の上で谷底を堰き上

めるような配置の集石遺構 01が確認出来た。

集石中に鉄滓を含んでいたので時期は中世以降と思われる。集石遺構 01よ り谷下方で杭列が検

出出来た (杭列 01・ 02ほか)。 杭は谷の両肩部で谷筋に並行して互層状堆積の上から打ち込まれて

おり、両肩部の杭列間の幅は約 4mを測る。集石遺構 01と 杭列は同じ層位に対して働きかけており、

関連した遺構の可能性が考えられる。

木製品溜り (第 10図～第 14図 )

木製品は谷の互層状堆積中で万遍無く出上していたが、大きく3箇所で比較的まとまつて検出出

来た。まず調査区西端上方で南北軸を取つて下つていた谷が南西に転換する屈曲点で、右肩に開い

た窪みに木製品が漂着したような円形に纏まった堆積状況を示している (第 12図 )。 主な組成は用

途不明の棒状 。板状製品及び未製品、杭などで、廃棄されたような状況を示す。

次に谷が下り、谷幅が極端に狭くなる辺りで、纏まつた堆積が見られる (第 13図 )。 ここの主な
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組成も、棒状・板状木製品や杭であるが、組箱や曲げ物、漆器椀などが目に付く。杭材などの堆積

状況を見ると、谷筋に対し直交しているものが多く、滞水中での堆積と考えられる。ここからは鹿

の角も出上しているが、自然のものと思われる。漆器杭や匙状木製品はここより少し上流で纏まっ

て出土している。

谷が開放される辺りで杭材がまばらに出土している (第 14図 )。 杭材は谷の傾斜に対し並行して

堆積しているため、流水の中で堆積したようだ。

流路跡 (第 11図 )

互層状堆積層が安定した後に、自然流路が出来ていた。流路の埋土は黄色系の真砂上で、地山土

と思われるが、焼土と炭を若千含んでいた。互層状堆積層の上部に堆積している茶色系の上砂が堆

積する前に埋没しているので、遺構の時期は中世以降近世以前となるが、出土遺物には龍泉窯系碗

D類と思われる器種があるため、中世後半から近世までの遺構としておく。

集石遺構 01(第 14図 。第 15図 )

集石の配置方法は、谷を横断する軸に対し、まず浅い土坑を掘り込み、次に大型の石を上坑中に

一列に配置し、大型の石で裏込めを施している。谷上方に対し中型の石を充填し、谷下方に対し小

型の石を充填している。集石の高さは低く、上部に茶色系粘質土の盛土を行っていた可能性も考え

られるが、調査では確認できなかった。集石に隣接し、丸木杭 1本 と添え杭 1本が打ち込まれてい

たが、用途は不明である。集石の組み方に、谷上方からの力を受け止める意思が認められ、土砂の

固定を行つた可能性が考えられるが推察の域を出ない。

杭列 01'02(第 14図・第 15図 )

谷の両肩部に打ち込まれている杭列の内、左岸は杭の流出や倒壊が多く比較的残りの良い右岸の

杭列を図化した。使用されている杭は板状の大型品と中型の九木杭で構成されており、50～ 60cm

間隔で整然と打ち込まれている。土砂の固定がその目的と考えられるが、横板など土留めの為の施

設が確認出来なかったので、土嚢を使用したか、若しくは土砂の固定以外の用途として使用した可

能′l■がある。

焼土範囲 (第 10図 )

谷の北西端の耕作土直下で、焼上の範囲を検出した。出土遺物は、工徳 1、陶器 18、染付含め磁器 9、

石州瓦 2があり、時期は幕末から明治時代と思われる。一緒に吹き硝子小容器 1点が出上している。

硝子は無色透明なため、明治以降の製品と思われ、他の遺物と時期にずれが生じている。おそらく

無用となつた古い陶磁器を後世に一括廃棄したものと思われる。

加工段 01(第 16図 )

丘陵から谷へ下る斜面の中腹を削平した加工段が検出された。堀方は等高線に並行して構を掘り

込み、側面は緩やかに外へ開いている。検出された床面は微傾斜を取っており、そこから不規則で

小規模なピットが検出された。段の性格は不明だが、全体的に簡素な造りをしており、一時的な施
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設を伺わせる。時期は不明である。

2 1-B区 (第 17図・第 18図 。第 21図 )

建物 02・ 03は共にⅡ―D区西側にあたるが、 I一 B区の建物と同一面上の遺構の為、ここで報

告する。

加工段 02・ 03(第 17図・第 19図 )

後述する建物 01付近で検出された加工段であるが、加工段 03の肩部で連続する浅いピットが検

出された。加工段 03は緩やかに西から東へかけて上がっており、坂道の可能性が考えられる。

性格不明遺構 01・ 02(第 17図 。第 20図 )

浅い土坑に換を充填している遺構だが、性格は不明である。性格不明遺構 02は同じ埋上が充填

されているピットの付属施設と考えられる。柱を埋ける為の地盤補強であろうか。

性格不明遺構 01か ら陶磁器が 2点出上している。産地不明だが見込みに点状のハリ跡が確認さ

れた為、時期は近世と思われる。

建物について

個別の建物について述べる前に建物の時期について考察しておく。

カミヤ遺跡で検出された柱穴から数棟の掘立柱建物を復元したが、大まかに東西軸を取る一群と、

東西軸から南へ軸を振る一群に分かれる。

粘土質の地盤に建てられた建物は柱根の残存するものが多く、加工方法や外皮の有無などが確認

出来た。外皮を残す柱は多くは無いが確実に存在している。今回の調査では柱根底部の加工方法に

一定の法則が認められたので、 I型・Ⅱ型・Ⅲ型の 3種類に分類を試みた。それぞれの特長は以下

のとおりである。

I型・・・ノミでハツつて接地面を平坦に造り出している。接地面積が広く、柱を設置する場合

は一番安定すると思われる。W232・ 233な ど。

Ⅱ型・・・向き合つた 2方向から内側へ楔状に削り込み整形している。先端の接地面積は狭く、

固い地盤では不安定だが、粘土質の柱穴底へ杭の様に打ち込んでしまえば加工面全体

が接地することになり、 I型より接地面積を広く取れるうえ、横からの力にもある程

度対応できるので安定すると思われる。しかし、当時そこまで考えて加工したものか

は疑念が残る。W277な ど。

Ⅲ型・・・ I型よリー手間多い加工方法で、先に外周をある程度内側に削り込み、その後平坦面

を造り出している。俵地面積はやや狭いが、その分平坦面を造りだす手間は少なくて

済む。W287・ 288な ど。
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1棟の建物で同型の加工法が採られている事から、ある程度形式的に連続すると思われるが、1

棟の建物で 3タイプが併存している物も見受けられる。建物の復元に誤りが無ければ設置環境、若

しくは同時に使用される材の中で何らかの理由により加工方法が選択されている可能性が有るが、

今回の調査では明らかに出来なかった。

建物 01(第 22図 )

東西に軸を取る 2間 ×3間の側柱建物で、柱穴規模は 50cm程、床面積は約 30m2ほ どでぁる。建

物の南側は近世の水田による削平を受けており、柱穴の下場がかろうじて確認された。時期は中世

と思われる。

建物 02・ 03(第 23図 )

東西軸を持ち 1問以上×2間以上の柱穴配置を取る建物 2棟を復元した。柱穴規模は50～ 70cm程、

建て軸は建物 01と 同じで、 正一 B区の他の建物も概ね東西軸で建てられている。この 2棟は平面

上では重複しており、建替えの可能性を持つが、時期的な前後関係は押さえられなかつた。時期は

おそらく中世と思われる。建物 03の Plで Ⅱ型の柱根が確認された。

建物 04(第 24図 )

東西に軸を取る 1間以上×2間以上の側中建物で、P4か ら染付けの小片が 1点出上しているが、

詳細は不明だつた。時期は中世後半から近世と思われる。Plで Ⅱ型の柱根が残つていた。

建物 05(第 24図 )

東西から南へ軸を振る 1間 ×2間の建物で、P3に I型の柱根を持つ。P3か ら、日縁が外反する

磁器皿の小片 1点が出上したが詳細は不明である。時期は中世以降としたい。

建物 06(第 25図 )

南北軸から若干西へ軸を振る建物 1棟を復元した。南北軸を基準にした建物はこれだけで、柱穴

配置も他の建物とは若千異なる。遺構の時期等不明である。

建物 07(第 25図 )

東西軸に乗る 1間 ×2間の建物を復元した。P3か ら古墳時代後期から奈良時代と思われる土師

器片 1点が出上している。

建物 08(第 26図 )

東西へ軸を取る 1間 ×2間の側柱建物だが、南へ 1間延びる 2間 ×2間の総柱建物になる可能性

が有る。P2・ 3・ 4・ 7で I型の柱根を持つ。

建物 09(第 26図 )

東西へ軸を取る 1間 ×2間以上の側柱建物で、Pl・ 2はⅢ型の、P3は I型の柱根を持つ。P2の
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柱根には樹皮が残つていた。

建物 10(第 27図 )

東西軸を取る 2間 × 3間の側柱建物で、図化されていないが、P2にⅢ型の柱根を持つ。

建物 11(第 27図 )

東西軸を取る 1間 ×2間の側柱建物で、P2にⅢ型の柱根を持つ。P3か ら乳白色の釉が掛かつた

磁器小片 1点が出上した。器種及び時期の詳細は不明であるが、中世から近世のものと思われる。

3 Ⅱ一 E区西側 (第 28図 。第 30図 )

Ⅱ―E区西側は確認調査の為、遺構精査が不充分だった。本来は別の柱穴配置や遺構形態を取つ

ている可能性を否定できないが現状を報告する。

柱列 01(第 30図 )

東西に軸を取り、等高線に沿つて並ぶ柱列 01を復元した。柱穴の規模は 60～ 80cmほ どで、柱

間距離は約 2mある。大型の建物の可能性が強いが建物として復元できなかった為、柱列として報

告する。

建物 12(第 30図 )

東西に軸を取る 1間 ×2問以上の柱穴配置を持つ建物を復元した。柱穴規模は約 20cmほ どで小

型の建物と思われる。

建物 13(第 30図 )

東西に軸を取る 1間 ×2間の建物で、柱大規模は約 40cmを 測る中型の建物と思われる。建物

12・ 13は今回の報告では建物としたが、共に高所にあたる北側の柱列を検出出来なかった。

溝 01(第 28図 )

直線状を呈す溝 01を検出した。溝 01の性格は不明であるが、暗渠の可能性がある。その他の溝

状遺構は現水田の暗渠である。

4.Π 一 F区西側 (第 28図 。第 29図 )

土坑 01(第 28図 。第 29図 )

南北に軸を取る土坑 1基が確認されたので、遺構の性格を確認する為に調査を行つた。土坑の平

面形は長方形を呈し、長軸での底部長さは 120cmほ どである。底部北端で土師器イ 1個体が検出さ

れた。おそらく墓坑と思われる。土師器郭を伴 う墓坑は埋築遺跡で確認されており、北頭屈曲木棺

直葬であった。この上坑も同様の埋葬形体を取つていると思われる。土坑の時期は土師器邦の形式
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から中世であるが、胎上の色調が暗茶色を呈している為、中世後期の可能性が強い。確認調査のた

め遺物は現地で埋め戻され保存されている。

土坑 02・ 03(第 28図 。第 29図 )

東西に軸を取る浅い土坑で、今回の調査で 5基確認され、そのうち 2基について確認調査を行つ

た。長軸での底部長さは両者とも 90cmほ どである。土坑 03は土坑中に95× 40cmの箱型に板材を

組んでおり、同様の板で蓋をされている。土坑 02の上層観察で木板の立ち上がりが確認されたため、

この上坑中に残る木質も土坑 03と 同様の箱だつたと考えられる。おそらく小型の木棺墓と思われ

る。土坑 02か ら、瓦質土器が出土している。時期は中世後半から近世までと思われる。土坑 03の

時期は、溝 04と の切り合い関係から溝より古い事は確実だが、詳細は不明である。おそらく土坑

02と 同様、中世頃ではないかと考える。

溝 03・ 04(第 28図 )

東西に軸を取りながら併走する 1組の溝を確認した。幅は 6mを沢Jる。溝 03は途中から屈曲して

南東に軸をとり、溝 04を切つて延びているため、時期的には溝 03の方が新しい。また、溝 04は

土坑 03を切つているので、溝 04の時期は土坑 03よ り新しく、近世頃と思われる。調査当初は近

世浜田二次往還が付近を通つていた為、付け替え前の道路状遺構の可能性を考慮していたが、根拠

が弱く、現時点では性格不明とする。現在確認されている浜田二次往還は現県道とほぼ同じ場所を

通つていたようだが、途中で一旦カミヤ遺跡の南端崖地中腹に上がり、300mほ ど進んだ後でまた

現県道位置まで降りている。調査区外南東に細長い畑があるが、これが往還道の痕跡である。

撹乱 01・ 02(第 28図網掛け部分)

粘土質の上層上に偶蹄目の足跡が密集して検出されたので撹乱として調査した。おそらく牛の足

跡と思われる。撹乱の埋土は淡灰色粘質上で、水田の耕作土と思われる。撹乱は 2種類あり、撹乱

02は土坑 01及び清 04の上でも検出されたので、中世以降のものである。標高 134m付近の土質は

同じで、調査前の水田もこの辺りに区切りは無かつたので、この水田が出来る前の行動範囲が撹乱

02の範囲で規制されていたことが分る。撹乱 01の行動範囲はほぼ標高 134,7mよ り低い所で規制

されているのが分る。行動が規制されている理由は不明だが、旧水田の形状が反映されている可能

性がある。

溝 02(第 28図 )

溝 02は東西に軸を取つており、裾が広がっている。排水施設の可能性があるが詳細は不明である。

出土遺物に奈良時代後半の須恵器邦などがあるが、これを以つて直ちに遺構の時期とするには若干

根拠が弱い。
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5.Ⅱ 一 G区 (第 28図 。第 31図 )

建物 14(第 31図 )

東西軸から若千南へ軸を振る中抜け側柱建物で、柱穴規模は 40～ 80cmほ どである。建物 01と

ほぼ同等の規模を有し、近い時期の可能性がある。上坑 02を始めとする東西軸に乗る土坑と隣接

しながらもⅡ一 G区の柱穴群は全て土坑群より南に展開しており、建物が建っていた時期には土坑

を認識していた可能性が高い。確認調査のため明確な時期は不明だが、土坑と同時期の中世後半以

降の建物と思われる。

建物 15(第 31図 )

南北軸を取り、建物 14と 重複して建つ側柱建物で、柱穴規模は 40～ 80cmを測る。

P2は、建物 14の P4にあたり、建物 15の Plが P2を切り込んでいるので、建物 15の方が新しい。

溝 05ほか溝状遺構 (第 28図 )

溝 04と 並行して通る溝で、溝間の幅は 2mを測る。現存している近世浜田二次往還の道幅が 2m

前後なので、こちらのセットの方が溝 03,04よ り旧往還道としての可能性は高いが、遺構の残存

状態が悪いことと、確認調査のため情報に乏しく、何れにしろ確証は無い。この他にもⅡ一 G区か

ら数条の清が認められたが、いずれも性格は不明である。

4.Ⅱ ― D区・E区 日F区 (第 32図・第 33図 )

集水遺構 (第 34図 )

Ⅱ一 F区中央で検出された遺構で、遺構埋上の上面から近世の造成を受けており、水田になつて

いた。旧地形は悟鉢状に窪む谷地形で、集水遺構は谷の集点にあたるため、雨水などはほとんどこ

こに集まっていたと考えられる。ここからは、木製品 。未製品等 120′点程度が集中して出上してい

るが製品は少なく、ほとんどが木材加工に伴う残材であつた。遺構の時期は近世以前と思われるが、

土器の出上が無いため、詳細な時期の判断は難しい。

集石遺構 02(第 35図 )

Ⅱ一 D区の谷地形底部で谷筋に直交して東西に軸を取る集石遺構を検出した。長径 1.4mほ どの

土坑中に石や礫が積み上げられており、 I― A区の谷で検出された集石遺構 01と 良く似ているが、

性格は不明であるを出土遺物の染付は高台外面に絵付けを施し、端部の釉を欠き取つている。遺構

の設置時期は近世と思われる。

土坑 04(第 35図 )

東西に軸を持ち、倒卵形の平面を持つ長径 2mほ どの上坑を 1基検出した。土坑中には径 80cmほ

どの石が操数点と共に落ち込んでいる。棒状の本製品 1点を伴う。性格時期共に不明である。
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土坑 05(第 37図 )

Ⅱ一 E区で検出された不整形の大型土坑で、長径が 8m以上ある。2基の土坑を連結したような

造りになつている。遺物は出上しておらず性格及び時期は不明である。

上坑 06(第 37図 )

Ⅱ一E区で確認された直径 1.3mほ どの円形土坑で、径 80cmほ どの板木の蓋が土坑中に落ち込ん

でいるのが確認できる。蓋の上には礫が置いてあり、蓋と一緒に落ち込んでいたようだ。貯蔵穴若

しくは土坑墓と思われるが時期は不明である。

性格不明遺構 03(第 37図 )

プラン検出当初はきれいな隅丸三角形を呈していたため、弥生時代末期の竪穴住居を想定して調

査に入つたが、床面施設は何も検出されず不整形で浅い落ち込みとなった。性格時期共に不明である。

溝 06(第 36図 )

東西軸を取る浅い溝を確認したが、性格時期共に不明である。この辺りは近世の水田により削平

を受けている為、近世以降の可能性が有る。

溝 07・ 08(第 36図 )

等高線に沿つて東西に軸を取る浅い溝で、 I一 B区の加工段 02,03か ら延びている浅い段に繋

がると思われる。おそらく集落内の道と思われる。溝 06で南北軸を取る折れ曲がり部分は、道の

分岐と思われる。時期は不明である。

溝 09,10(第 36図 )

東西軸から若千北に軸を振る溝で、共に一連の遺構と思われる。調査中は溝と認識していたが、

加工段の可能性がある。埋土から奈良時代後期の遺物が纏まって出土している為、遺構廃棄時期は

奈良時代後期頃と思われる。

溝 H(第 37図 )

Ⅱ一 F区溝 04の延長線上に位置する浅い溝で、当初旧往還道の一部の可能性を持つて調査を行つ

ていたが、根拠が弱く性格時期共に不明とする。

Ⅱ一 F区柱列 02(第 39図 )

集水遺構に沿つて柱穴列が確認された。柱穴間距離は 2m程、柱穴径は 50cm程度で柱根が残つて

いる。P2・ 3で外皮の残る I型の柱根を確認した。それぞれの柱穴内からは、土師器、須恵器や鉄

洋が確認出来た。時期は奈良時代後期前後と思われる。

建物 16(第 39図 )

東西に軸を取る 1間 ×2間の中抜け側中建物で、中央の柱穴にはレキが充填されている。Plで
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Ⅲ型、P2・ 8で I型、P5で Ⅱ型の柱根型式を持っている。

建物 17(第 40図 )

東西に軸を取る 1間 ×2間の建物で、柱穴規模は 60～ 80cmほ どあり、P3からⅢ型の柱根が確

認された。P4か ら須恵器が確認されている。

建物 18(第 40図 )

東西に軸を取る 2間以上×2間 と思われる建物で、P4か ら中世土師器郭が確認されている。建

物の南側が延びて南北軸を取る建物になる可能性を残す。

建物 19(第 32図 )

N-98.9° 一Eに軸を取る2間 ×2間の総柱建物で、梁行き 4.14m、 桁行き 3.15mを測る。柱穴

規模は 30～ 40cmほ どと小形である。柱間距離は梁行きで 2m程、桁行きは北側 1.7m。 南側 1.5m

ほどの 2種類を測る。床面積は 130m2ほ どになる。柱穴からは古式の上師器細片が出上しているが、

詳細な時期は不明である。おそらく奈良時代頃の建物と思われる。

第 4節 調査の結果 2鮭物)

縄文時代から古墳時代 (第 41図 )

1～ 3は縄文時代から弥生時代の遺物で、古墳時代の遺物は確認出来なかった。1は縄文土器鉢

と思われ、浅い沈線が廻つている。2は弥生土器口縁で、端部を摘み出しているが器種は不明であ

る。胎土から末期頃の遺物と思われる。3は弥生土器を転用した円盤型土製品と思われる。薄手の

壷若 しくは密胴部の周囲を打ち欠いて円形に整形している。時期は末期と思われる。4・ 5は時期

不明の土器容器口縁である。胎土は縄文土器の様で細かい砂粒を含む黒色を呈している。器形は土

師器甕口縁の様になっているが、器壁がかなり厚く土師器の範疇には無い。

奈良時代から平安時代

土師器 (第 41図 )

6～ 18は奈良時代から平安時代の養と思われる。口縁は外反し、頸部との境界が曖味で、胴都

の張りは弱く、ほぼ真っ直ぐ底部へ向かつていく。 14・ 15。 17・ 18は 口縁端部を摘み出したり、

面を持たせたりしている。

土錘 (第 41図 )

19～ 35は管状土錘である。大きさで 3種類程度、形状で 3種類程度に分かれている。

大きさは 19～ 30を小型品と考えているが、将来的に 2分割出来そうである。中型品として 31・

32を考えている。34・ 35は大型品としている。形状では、19な どの細形、22な どの棗形、34な

どの俵形を確認している。時期は奈良から平安頃としているが、中世の可能性も残している。
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須恵器 (第 42図～第 45図 )

36～ 54は須恵器蓋で、須恵器郷に伴うものである。摘みの確認できる物は全て輪状摘みで、ボ

タン状摘みや、摘み無しの蓋は見られなかった。ただし、天丼部が欠けているものについてはその

可能性を残している。44は回転糸切 り痕を留める。47・ 48・ 54は体部の屈曲が弱いもの、若しく

は体部が直線的に開くものである。47・ 48は端部に丸みを持たせ内側に折り返している。54の端

部は外側へ開いている。49は高い器高と狭い天丼部をもつ。55は高台付き皿で底部に回転糸切 り

痕を残している。

56～ 74は高台付き邦だが、用途として碗や鉢になりうる物も含まれている。底部調整が判るも

のに関しては、68以外は回転ヘラ切 り調整であるが、中にはナデ調整を施しているものが含まれ

ている可能性がある。同形式で容量の違うものが有りそうだが、今回は資料数が少ない為考察は控

える。焼成は若千甘い物も含まれているが、まったくの焼成不良は無い。56～ 58は 口径と底径の

差が小さく、体部の開きが直立傾向にある。59は高台が外側に付き、体部は真っ直ぐ外傾している。

58は高台が完全に外側に付いている。58・ 59の器形は碗としても良いかと思う。60は低い器高を

持ち、口縁端部は先細り外反している。華奢な高台がやや内側に付く。今回出上した高台付きイの

中では古い都類に入ると思われる。59・ 61の高台タタミ付きはナデにより若干窪んでいる。63は

高台の外側が体部と一体化している。高台が外側に付く直前のものと思われる。68は底部に回転

糸切 り調整を施し、高い高台が付く。74は体部が湾曲しており、口縁端部は摘み出されて内側に

面を持つ。高台端部は先細り内側に段を有する。

75～ 94は無高台の杯である。焼成不良が 7割以上を占め、焼成の甘いものを含めると9割ほど

に達する。底部調整が確認できるものは回転ヘラ切りだが、切り離し後ナデているものが含まれて

いる可能性がある。また調整が不明なものも数点ある。75は器高が高く体部は湾曲傾向を示しな

がらやや外側に開く。76は底部付近にヘラケズリ調整を施している。80は直線的に体部が開き、

口縁付近で若千外反気味に摘み出している。32は低い器高を持ち、体部中ほどがナデにより窪ん

でいる。86は低い器高と大きな口径を持ち扁平な印象を受ける。

95～ 101は邦口縁である。97・ 99は体都上方にナデによる窪みを持つ。100は端部を鋭く摘み

出している。101の 口縁は直立傾向が強く、邦若しくは壷の口縁と思われる。

102～ 108は無高台の不だが、底部の切 り離しに回転糸切 りを用いている。ロクロは右 (R)回

転である。102は若千湾曲傾向を示す体部を持ち、底都切 り離しに回転糸切 りを用いている。焼成

は良好である。103～ 105は碗を模倣したと思われる不で、125の ような土師器杯の祖形になると

思われる。

109～ 116・ 118・ 119は壷である。109の 口縁端部は上方に摘み出されている。111。 114・ 115・

116は肩が丸い壷胴部で 112の ような肩部が屈曲するものも見られる。113は高台の付く小型の壷

である。118・ 119は大型の壷底部で、底部付近に横方向のヘラケズリを残す。117・ 120・ 121は甕

である。117は直立気味に外反する単純口縁で、端部に面を持ち浅い沈線を廻らせている。122・

123は甕口縁と思われるが、123は伏せた状態で焼成されていることが自然釉の状態で確認された

ため、古人幡付近遺跡で報告されているような器台になる可能性を残す。日縁端部は内側に面を持

ち、外面に 3条の沈線で区画された波状文が施されている。
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中世から近世 (第 45図～第 46図 )

124～ 132は土師器で、124は高台の付く不である。125・ 129～ 132は無高台の邦で、底部切

り離しに回転糸切 りを用いている。128は柱状高台の不と思われる。126・ 127は邦口縁部である。

127は内面に赤彩が施されている。

135は備前系陶器壷で、太く短い口縁が外反し、底部付近は急激に収束し底部へ至る。肩部には

クシ描き波状文を施す。時期は 15世紀後半前後と思われる。136・ 137は備前系の陶器播鉢で、日

縁を上方へ拡張しており、放射状の粗いクシロが通る。15世紀前半のものと思われる。

138～ 140は磁器である。138は 自磁Ⅳ類、139は青磁で見込みに草花文を陰刻し、釉を欠き取つ

ている。140は龍泉窯系青磁碗で外面に細い蓮弁と思われる直線文が通り、内面には輪花文を施し

ている。

141は土師質の上器である。内面黒色を呈す器種不明品である。

142は磁器碗で、おそらく肥前系と思われる。二次的に被熱している。143・ 144は薄造りの瓦質

土器で、精緻なスタンプ文が施されている。145は土師器だが緑色の釉薬が掛けられている。146

は瓦質土器の口縁で端部に面を持ち、内面にハケメを施す。147・ 148は五徳と思われる。147は

口縁に切り込みが入る。148は窓が開いている。149は鉢の口縁と思われるが詳細は不明である。

150。 151は鉢の口縁で、おそらく火鉢と思われる。151は頸部に 3点以上の S宇文を施文している。

152は土師器のホウロク若しくは土鍋と思われる。内面にハケメが施される。153は火鉢若しくは

火壷の底部と思われる。

製鉄関連遺物 (第 46図～第 48図 )

154～ 161は羽口で、製鉄関連のものと思われる。

162～ 169は炉壁で、胎土にスサを混入している。162・ 165・ 166・ 167・ 169はそれぞれ粘土単

位の剥離痕を残す。162,163・ 164・ 167は通風孔が認められる。孔径は約 3cmほ どである。170は

炉底滓で底部前面に床面が溶着している。流出孔付近と思われる。171は炉底滓で碗状滓である。

172～ 173は流出滓で、大量の炭化物を包含 している。174～ 190は鉄滓で、177・ 178。 183は流

動滓である。

製鉄関連遺物のほとんどが、 I― A区谷の互層状堆積中から出上しており、時期は中世以前と考

えている。科学分析の結果では鎌倉時代から室町時代前半と出ており、矛盾はない。

石器 (第 49図～第 52図 )

Sl～ S7は石鏃及び石鏃未製品と思われる。S8は石錐で、使用により端部が磨滅している。S15

は断面が台形状の石器で長辺の一方に細かい調整を施している。S23は石匙の破損品と思われる。

S24は 自然石の一端に両面から刃付けを行つている。チョンパ~の用な使用法を考えるが、石錘未

製品の可能性もある。S22の石刃は長辺の一方に刃付けを行つている。S25は石錘である。S26～

28は磨石と思われる。S29は打製石斧で、S30も 同じく打製石斧と思われる。S31は磨製石斧の欠

損品と思われる。S32は扁平磨製石斧で、刃部はハマグリ刃になつている。S34～ S38は砥石である。

S35は玉作用の溝持ち砥石で、欠損品である。2条の溝を持つ。S39は木の葉状の加工が施されている。

用途不明品である。S40は要石と思われる。砥石の転用品である。S41は一部砥石として使用され
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ている。S42は碁石と思われる。

鉄器その他 (第 52図 )

Flは中世の二又鏃である。Blは角のようなやや軟質の素材を面取りし、先端を細く仕上げている。

時期用途共に不明である。

本製品 (第 53図～第 76図 )

柱を除く木製品のほとんどは I一 A区谷とⅡ―F区集水遺構から出土している。

Wl～ 23は漆器で、外面にスタンプ文が施される。W7や絵付けが施されるW12な どが混在してい

る。形体としては、高い高台が付くWlや低い高台が付くW16と 今」込み高台の W17な どが認められる。

低い高台を持つものの中には W4な どの様に厚い底部を持つものがある。体部の立ち上りは内湾気

味に上方へ立ち上がるW5と 、内湾気味に外傾する W8、 真つ直ぐ外反するW7な どがある。

W24～ 29は杓子形木器で、大きさが 3種類程度に分かれる。W28は身の側辺が失われているが杓

子形木器である。W30は大型の今1物匙と思われる。端部上面は若千の盛り上がりをみせる。W31～

33は組み物で木釘が残っているものもある。W34は李J物容器で低部に穿孔痕がある。W35～ 46は

曲物で、W35～ 38は円形曲物底部、W39～ 46は曲物側板で、W43・ 46はケビキが確認できる。W44

は樺皮 1列綴じと思われ、段数は 2段確認出来た。W47の形状は木針と同じため木針としておくが、

厚みがあるため、針として機能しない可能性がある。W48～ 50は箸と思われるが、他の用途も考

慮し、箸状細棒としておく。W51～ 52は断面方形の小さな細棒だが、端部を斜めに切 り落として

いる。用途不明である。W54はやや厚みのある細板で、端部を加工している。W55は留針と思われ

る。端部に加工を加えず身を扁平に作っている。若千の反りがある。W56～ 62は棒状木製品で、様々

な物があるが、加工は雑で単純な造りをしている。端部を先細りさせるものや斜めに切 り落とすも

のなどが見られる。W63は方形の今1込みを持つ脚材と思われる。W64～ 66は柄と柄穴を持つ棒状品

である。W67は把手若しくは工具の柄と思われる。W68は中央の孔周辺に小孔が廻つており、小孔

には軸木が挿入されていた。形状はロクロの弾み車に似るが、用途は不明である。W69～ 71は中

央に穿孔された板状品である。いずれも片面に細かい切れ目が入つている。W69は木釘跡が残って

いる。W72は薄板で、端部を山形に切り落としている。W74は両端部を切 り落とした板材で丁寧な

面取りがされている。W75・ 76は片面に細かい切り込みが入る。W77～ 90は用途不明の板状力日工品

である。この他様々な板状力日工を施された材が出上している。W77・ 78は端部を丸く仕上げている。

W88・ 89は円形の到込みを持つ。W96は木栓状と思われる板材である。W97～ 101は加工品の残材

と思われる。W97・ 99は三角形に切 り落とされている。W102は挿入型の留具と思われる。W103～

110は角材である。W103。 104は短材だが用途不明である。加工品残材の可能性もある。Wlll・ 112

は円形の穴が大きく開いている。Wl1 3～ 142は乱雑な加工が施されている用途不粥品で、大まか

に板状のものと棒状のものに分かれる。W143～ 171は不定形な材の両端部を切 り落とした短材で、

切り落とし方は様々なものがある。W173～ 175の板材は木製品溜 りで杭と一緒に纏まって出上し

ている。W176の 角材は端部を斜めに切 り落としている。建物の柱穴から出土しているが、用途は

不明である。柱の補助材であろうか。W177は 大型材の両面に今」込みを入れている。W178は縦方向

に穿孔を施している。W179は細長い角材である。用途は不明である。W185～ 192は角材や板材の
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両端部を切り落とした短材で、ある程度加工された物を短く加工している。用途は不明であるが加

工品残材の可能性がある。W193は大型の板材で丁寧に面取りが施され、端部を斜めに切 り落とし

ている。W194は薄い板材で、端部を両側から切り落としている。W195は小さな穿孔が施されている。

W196・ 197は方形のな」込みを入れている。いずれも用途は不明である。W198は角材の両側面を方形

に切 り落とし、本栓状に仕上げている。W199～ 201は厚い材に乱雑な加工を施し、台形状に切 り

落としを行つている。用途は不明である。W202は長い角材で端部を細く削り出している。W203は

大型の板材で長方形を呈している。壁板であろうか。

W204～ 213は板材若しくは角材を加工した杭材で、矢板のような使われ方をしたものもあつた

のではないかと考える。大型の材を使用しているものが多く、中には転用材も含まれていると思わ

れる。先端の加工方法は、両側から切 り込んで先端を山形にするものと、斜めに切り落とすものが

見られる。

W214～ 230は丸木を半裁、若しくは 3から4分割している杭材で、大型の九木を割って用いて

いるものが多い。先端に対する加工は、割れていない部分に対し行われているものが多く、割れ口

をそのまま利用している。

W232～ 268は丸木杭で、ほとんど細丸木を使用しているが、大型のものもある。

先端部の加工以外は未加工のものが多い。先端の加工は鉛筆を削るように全周囲を細かく切り落

としていくものと、大きく4方向を切 り落とし仕上げ調整をするもの、2方向から切り落として楔

状に仕上げるもの、斜めに切り落とすものに分かれる。単純な加工は細丸木に多く、加工方法が材

の大きさによつて使い分けられている事がわかる。

W270は楔状の杭で端部を鋭角に切り出している。W271・ 272は棒状品の端部を細く削り出してい

る。杭と思われるが大きく反つており、別の製品の可能性が考えられる。

W273は鹿の角である。自然物だが、他の木製品と共に廃棄されており、角製品素材の可能性も

残す。

W274～ 289は柱材である。外皮を剥ぎ取つているものと、残すものがある。底部加工について

は建物の説明で触れているので省く。W281の ように外周の加工を施すものがあるが、設置のため

のハツリ加工と思われ、装飾的な加工は認められない。W276は断面が台形になる今!込みを施して

いる。W287は長方形の穴が開いている。

第 5節 カミヤ遺跡総括

調査の結果、古代から近世までほぼ連続して遺構が検出され、集落の変遷が近世まで追えること

が解った。最新の建物跡は調査区外の北側に有り、古代に丘陵下方から発生した集落が徐々に水田

を拡大しながら丘陵上方へ移動していく様子が伺える。また、中世の一時期に製鉄を行つていたこ

とが調査結果及び科学分析結果から明らかとなつた。

I区の谷から出上した木製品には主に建築部材、食事具、生活道具、杭があり、中世にはある程

度土地を区画改良して活用していたことが解った。木製品に関してはその他にも特徴的な傾向が見

受けられるので何点か挙げておく。まず 1点 目は、多くの木製品が一部炭化していることである。

遺物包含層にも炭化物や焼土などが確認されるため、この集落が火災にあつている可能性がある。
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次に目に付いた特徴は、短い木材の両端を切り落とした短材が大量に出上している点である。目的

は不明だが、木製品製作に伴う廃材と捉えると、木材の加工は現地で行われていた可能性が考えら

れる。3点 目の特徴は、多くの木製品を谷に廃棄している点である。通常不要な木材などは薪とし

て燃料に再利用すると思われるが、何故かカミヤ遺跡では短材などの補助燃料向きの小さな木片ま

で無造作に廃棄している。おそらく何らかの理由があると思われるが今回の調査では判明しなかっ

たので、今後の課題としたい。

また、カミヤ遺跡ではまとまった石器製品と未成品が出土しており、縄文時代にこの地を活動の

場として利用していたことが解った。石材は黒曜石とサヌカイ トが多いが、その中でも黒曜石は剥

離しきれていないものが多く、製作技術の未熟さか、若しくは原石が剥離しにくい特徴を持ってい

る可能性が考えられる。どちらにしても短期間 (個人単位、若しくは同一原料単位)での製作と見

ることが出来る。

第 4章 羽代前田遺跡の調査

第 1節 羽代前田遺跡の立地 悌 2図 )

遺跡の立地する橋鉢状の斜面は、南北に延びる谷の分岐′点付近の緩斜面に形成されており、遺跡

の主要な時期である古墳時代後期から中世には東西にも谷が伸びていたようだ。遺跡は中世以降に

土砂の堆積を受けて谷が埋まっている。

遺跡本体は調査区より上方に当たる西側にあると思われ、今回の調査区は、遺跡本体の外周部と

考えられる。

第 2節 調査区について

1 調査区の設定 (第 3図 )

試掘調査の結果、網掛け部分が本調査対象地になった為南北に 2分割し、南側を I区、北側をⅡ

区とし、調査に入つた。 I区は調査の都合で変則的に南から I一 D区・ I― A区・ I一 B区・ I―

C区としている。北側は調査区設定前に計画変更があつたため、Ⅱ区とする。

2 概要

試掘調査 (第 3図 。第 6図・第 7図 )

試掘調査は緩斜面全体で行った。調査の結果、緩斜面全体で遺跡が確認され、斜面上方の方がよ

り遺跡密度が濃い事がわかった。Ⅱ区にあたる地点では、建物跡と思われる遺構や古墳時代後期の

上器溜りを検出している。谷底は深い低湿地となっており、土器と共に自然木などが確認された。

おそらく低湿地も何らかの活用が図られていたのではないかと思われる。
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I一 A区 (第 5図 。第 8図・第 9図 )

ほ場整備の切 り盛 りの関係により調査区を東西に 2分割して、調査を行つた。西側は標高 78m付

近まで調査を行い、尾根を検出した。

東側では東西に延びる谷と尾根の一部を検出した。谷底では中世の焼土面を検出し、下層からは

土器溜りや集石遺構と共にレキの堆積が検出された。集石遺構とレキの堆積層下の調査を行 う前に

事業計画の変更があつたため調査を中止し、盛土保存となった。

I一 B区 (第 5図 。第 9図 )

東西に延びる尾根と、そこから北側へ展開する緩斜面を検出した。緩斜面には遺物包含層や東西

へ流れる流路などを検出した。

I一 C区 (第 5図 。第 10図 )

西から東へ下る緩やかな緩斜面と、土器溜り、及び柱穴と思われるピットを検出した。斜面下方

にあたる東端は低湿地になっている。

I一 D区 (第 5図 )

遺物包含層を検出したが、調査途中で事業計画の変更があり、調査を中断した。

Ⅱ区 (第 3図・第 4図 。第 5図 )

耕作土除去後 トレンチを設定し、調査を行った。調査後事業計画の変更があり、全面盛土保存と

なつた。

第 3節 調査の結果 1鮭構)

I一 A区

谷 (第 5図・第 8図 。第 9図 )

東西軸を取りながら南へ下る細い谷で、谷の下場は完全に調査区内に入つているが、南側の上場

は調査区の外にある。谷はレキの堆積後に一度安定しており、集石遺構や土器溜りが検出されてい

る。その後、浅く土砂の堆積があった後、焼上が堆積している。その後はある程度まで土砂の堆積

を受けた後で水田として整地されている。

集石遺構 (第 11図 )

土器溜りと共に検出された遺構で、散漫なレキの堆積中に数箇所石が集中して堆積している状況

が確認出来た。尾根から転落した石が帯状に堆積していると考えられるものもあるが、中には独立

して不整円形の平面プランを持つ集石が確認出来た。性格時期など不明だが、中世以前と思われる。
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土器溜り (第 11図 。第 12図 。第 13図 )

集石遺構と共に上器溜りが 2箇所で検出された。土器溜 01の器種構成は須恵器奏で、その他土

師器甕や郷、高杯、壷などを含んでいる。時期は古墳時代後期と奈良時代が混在している。土器

溜 02の主な器種構成は須恵器甕や土師器養で、その他に須恵器の壷や邦、高杯などを含んでいる。

主な時期は古墳時代後期だが、一部奈良時代の遺物も含まれている。

焼土面 (第 12図 )

谷筋に沿つて東西に軸を取る不整形帯状の浅い溝で、木炭と共に焼土や炭化面が纏まつて堆積し

ていた。検出面で中世遺物が出土しており、時期は中世頃と考えられる。

I一 B区

溝 01(第 5図 。第 14図 )

緩斜面に対して直交する不整形帯状の溝を検出した。遺物を伴つておらず時期は不明だが、直上

の遺物包含層が古墳時代後期以降のため、それ以前の遺構と思われる。

I― C区

土器溜り (第 14図 )

土製支脚や移動式カマ ドを中心とした土器溜りで、須恵器密や土師器養などを含んでいる。時期

は古墳時代後期から奈良時代頃と思われる。

柱穴 (第 14図 )

等高線に並行して 2基の柱穴を確認した。時期性格共に不明である。

第 4節 調査の結果 2に物)

試掘調査の遺物

試掘調査で出上した遺物をまとめて報告する。主に土器溜りの遺物で、大量の上師器奏と少量の

須恵器が出土している。

1～ 23は土師器甕で、古墳時代中期からの流れを引き継いで胴部は球形の丸底を呈すものと、

胴部最大径が下方に下がり、なで肩になる新しい傾向を示すものがある。外面にハケメが施される。

ハケメの種類には、粗いものと密なものが見られる。口縁から頸部にかけて数種類の特長が見られ

る。日縁を外反させ、九く収める 5な どの他に、端部を薄く引き上げている 1や、端部を玉縁状に

丸める 2・ 3な どが認められる。頸部は肩部から屈曲して立ち上がる 1や、肩部から口縁まで連続

した緩やかな曲線を持つ 6な どが見られる。また、頸部の長さが短い 18な どや、頸都と口縁を意

識して分けている 4・ 20。 23な どがある。
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24～ 26は小型の甕で口縁は直線的に外反する。28は不の口縁でヘラミガキを施している。30

は厚底の底部を持つ土師質の上器で、胎土などは古墳時代後期遺構の上師器と同じだが、類例が無

い。器種は密のようなものになると思われるが、時期は不明である。31は手捏の不で、対蝸若し

くはミニチュア土器と思われる。32は須恵器模倣の上師器邦で体都中ほどに稜線を持つ。時期は

古墳後期と思われる。34・ 35は甑の把手で、大型のものと小型のものが見られる。

36・ 37は須恵器蓋で肩部に稜線が入つており、端部が若千窪んでいる。38は須恵器杯で口縁端

部が若千窪んでいる。39は須恵器杯と思われる。径が小さく体部から受部が直線的に延びている。

蓋の可能性がある。ここまでは古墳時代後期の須恵器である。40,41は奈良時代前期の蓋郷で 40

の蓋にはボタン状の摘みが付く。41の不はしつかりとした高台が付く。42～ 43は須恵器郷で回転

糸切り痕が残る。44は須恵器杯で低い高台が付いている。45～ 48は土師器邦で中世のものである。

49はハツウ胴部で、肩部には沈線により区画されたクシ状の連続刺突文が廻る。50～ 55は龍泉窯

系青磁で、50・ 51は Ⅱ類、52・ 53は B4類、54・ 55は C類辺 りだと思われる。56は薄造りの陶器

で数条の沈線が交差している。器種及び時期不明である。

本調査の遺物

57～ 103は土師器甕で、特長については試掘調査の遺物とほぼ同様だが、57・ 58のように頸部

の長いものがある。57は複合口縁の退化したもので、古墳時代中期である。59は 口縁端部を摘み

出し、外側へ折り返している。89は小型の甕で外面にヘラミガキが施されている。91は小型の密

と思われる。96～ 100は胴部最大径が下がる器種で、大部分が奈良時代の甕と思われるが、99な

どは甑の口縁になる可能性がある。また 100は 日縁に指頭圧痕が残る調整の雑なもので、移動式カ

マ ドの可能性が有る。103は厚く短い口縁が強く外反している大型の器種である。104は厚い底部

と内湾する短い口縁を持つ。

105～ 115は土師器杯の口縁で高杯のものと思われるが、108は須恵器を模倣した土師器の可能

性がある。高杯の郭部は全体的に小型で、見込みが深い。ヘラミガキ調整が残っているものが確認

できる。116～ 119は高杯の脚部で、脚裾があまり広がらない。118は脚充填部の粘土量が多く、

重たい。120は短い脚が付く脚付きの甕のような器種になると思われる。121～ 123は土製支脚で

ある。

124～ 133・ 135。 136は甑である。124は讀と思われるが、把手の付き方が通常の甑と違い、上

下に把手接合部がある。上下 2つの把手が付いていたか、環状の把手が付いていた可能性がある。

接合都形状を見ると、円管状の把手を貼り付けた痕があり、把手の接合部付近は中空だつた可能性

がある。121・ 129～ 133・ 135。 136は甑の把手部分である。121は甑の把手で端部が先細り、くび

れを持つ。129は細長い把手で、緩やかに上方へ反つている。130は短く扁平な把手である。133

は太い棒状の把手で、あまり反りが無い。

134・ 137～ 141は移動式カマ ドである。134は肩部が張り出している。137はなで肩で、風防が

無い。廂の有無は不明である。粘土紐積み上げ法で作られており、内部の調整は雑である。139は

廂部分だが、風防は付かない。142は九球状の上錘である。

143～ 147は須恵器蓋で、146は高いボタン状の摘みを持つ。147の輪状摘みは小さいものが付

いている。148～ 153は須恵器不である。150は 口縁の立ち上がりが短く、受部も小さい。152は
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高台の付かない邦である。153は高台付き不で、低部調整は回転ヘラ切りと思われる。

154～ 165は須恵器高杯で、脚部に透かしの入るものは見られないが、沈線で脚部を上下に区画

する 159な どが見られる。イ部は、有蓋の 154・ 155と 無蓋の 156。 157が見られる。165は脚裾と

思われるが、貯蔵具の口縁になる可能性がある。166～ 195は須恵器貯蔵具である。器種は甕が多

いが、166は玉縁口縁を持つ瓶類のものである。167は広日の壺若しくは姿口縁と思われる。168

は壷肩部で、奈良時代以降のものと思われる。173～ 176は壷と思われる。176は細口の壷で肩部

に 2条の沈線が廻る。191は養で口縁は無文である。192は焼き歪みが激しい。193が 192の 口縁

になると思われる。

198～ 202は須恵質の瓦である。198は 中世以降の燻し瓦と思われる。199は焼成不良で、並行

に縄目が通る。平安時代から中世のものと思われる。202は顎部を失つている。

203は土師質の養と思われる。204～ 208は土師器不である。209。 210は青磁碗である。211は

龍泉窯系青磁碗Ⅱ類口縁である。

213は備前系の変底部である。212は土師器橋鉢で在地系と思われる。

Slは石槍である。S2は黒曜石の核で周辺を打ち欠いてある。H～ 3は鉄滓で、 Hは 焼成が弱

いため、色彩が浅く磨滅している。Wl～ 4は木製品で、Wlは低い高台の付く漆器椀である。W3は

穿孔が施されている。W4は周辺を削り矢板状になる。Blは骨片である。

第 5節 羽代前田遺跡統括

調査の結果、古墳時代後期・奈良時代 。中世の遺物が纏まって確認された。一番多いのは古墳時

代後期で、付近に集落があると思われる。古人幡付近遺跡・高津遺跡の調査で集落の移動に一定の

決まりが認められ、古墳時代後期と奈良時代の集落立地が共に丘陵斜面のやや高所を利用している

ことがわかっている。今回の調査でも丘陵斜面高所で古墳時代後期と奈良時代の遺物が纏まつて出

上していることから、追認資料として有効なのではないかと思われる。

土器溜りは、丘陵裾から谷底にかけての変化点に堆積しており、各時期の遺物が混在しているこ

とから、各時期で廃棄した遺物が谷底へ転落堆積しているのではないか≧考える。ただし、谷中の

堆積は層位の逆転、撹乱が頻繁に起こるため、各時期の遺物の混在がどの段階で行われていたのか

は不明である。中世に関しては、焼土面の検出面より上層で遺物が確認できるが、若干の層位撹乱

を受けており、土器溜 01では中世の遺物も 1点見られる。
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第 5章 カミヤ遺跡の科学分析

文化財調査コンサルタント株式会社

AMS年代測定結果

AMS年代測定結果を別表 1に示す。また、巻末資料に暦年較正結果を示す。別表 1には、3種類

の年代と、 δnc値を示してある。

補正 δ
HC年
代は、“C濃度が環境により変動することから、 δ

BCを
測定し、 δ“C=25%0に規

格化した
菫C濃度を求め、年代値を算出したもの (暦年較正年代)を 5年単位で丸めた値である。

上記の年代は、いずれも西暦 1950年からさかのばった年代値で示してある。

一方暦年代は、時代 (時間)と ともにランダムに変化している大気中二酸化炭素の望C濃度を、

樹木の年輪や海底堆積物のしま状粘土、サンゴの年輪から明らかにして得られた暦年代較正データ

(INTCAL04)を 用いて、較正したものである。較正には OxCal ver。 3,1を用いている。

別表 l AMS年代測定結果

AD 1200 1300 1400

No.152(9躍;)

No.154(9擢ユ)

No,387(8擢 ]〕

No.385(3尾])

No.477(7擢ユ〕

No.345(7躍;)

図 1 暦年代較正年代 (2σ領域)の分布

試 料 δ
13c

転ヽ

補正
1'C
年較正用寄 暦年較三年代 測定番号

イpi n_ゝ血 遺構名 状 態 lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

No 385

(GKA-1)

区

層

炭

由 狭 静 協

-27.10± 0.12 660」L20 662JE 21
AD1 280-1305(34.5銘 )

AD1 365-1385(33,7路 )

AD1 280-

AD1350-

320(48.器 )

390(47.2略 )
8926

血 154

(GKA-2)

I区

9層

炭 -25,90と 0,18 650■ 20 652 JL 21
AD1 285-1305(27.7%)

AD1360-1385(40.5%)

船1280-

AD1350-

320(43齢 )

390(52 4略 )
8927

No 345

(GKA-3)

1区

7層

炭

自拡 予 ほ
-2745■ 0.13 665± 20 666 JL 21

AD1 285-1300(37.3%)

AD1 365-1385(30.9銘 )

AD1 270-1320(51.弔 )

AD1350-1390(44,0監 )
8928

‖∝152

(GAK―め

区

層

炭

白 択 幹 趣

-27 77」 10,13 715」L20 717± 21 AD1 270-1290(682%) AD1 260-1300(954略 ) 8929

出∝477

(GKA-5)

区

層

炭 -2570■ 0.20 680425 681ヨL24
AD1 270-1300(50,7%)

AD1360-1380(17.5略 )

AD12,0-1310(64 0%)

AD1350-1390(31.4%)
8930

Ne 387

rnκ A― AⅢ

区

隠

炭 -24.26± 0,16 750JL 20 750■ 20 AD1 255-1280(68.2%) AD1225-1285(95,4略 )
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暦年校正結果

900BP

800BP

700BP

600V

500BP

4011BP

900BP

800BP

7klllW

601113P

500BP

400BP

PD 8927:6SWlBP
５
ｒ
昌
【目

０
ヤ培

質
≦
苗
８
壱
毘

Ｓ

〓
日
“目

望
電

虞
茎
鷺
８
一一
湿

８

蝙
Ｅ
Ｅ

Ｏ
も
Ｅ
重

指
８
遭
已

５
〓
ミ
】岳

ど
こ

員
〆
鷺
８
電
盛

８

電

偏
【Ｅ

棠

セ

質

髯

８
遷
ど

ｓ

鞭
工

亘
ｅ
せ

彊

鷺
８
ヽ
避

6812%Probuttty
1280AD134働ゅ1305AD

tS0001AD

洋

682%郎通朋げ
1285ADc27イ の1305AD
1360ADettC/oj 1385AD
9S40/OpЮ tabllty

1280ADt43 0/O11320AD

］］］］
12CDGIAD   BOl101AD   14000ttD

⑪ itrateddte

暦年較正結果 :GKA-1(Ne 386)

GKA―…1

120001AD  131XIGIAD  14001AD  1500GIAD

① tuated機。

暦年較臣結果 ;GKA-2(h4154)

GKA-2

1llplAD  1200GIAD  13∞ GIAD  1400GIAD  1500GIAD

⑪ 晰れdぬe

暦年較正結果 :GК A-4(N1152)

GKA―‐4

900BP

S00BP

70tlBP

6011BP

5001EIP

400BP

90tBP

800BP

70麟

600BP

500BP

400BP

1211001AD  130091AD  14111101AD

臼 itrnedve

暦年較正縮累 :OKA-3(No 34S)

GKA―-3

PID 8930:63盤郷瞬
682%proMbhy
1270AD(50駒 B00AD
1860AD(175均 1380AD
9540/cμ蒟鵡脱y

10り 1310AD
14り 1390AD

110001AD  1200GIAD  131X81AD  1400GIAD  151111GIAD

outtedate

暦年較正結果 :GKA 5(No 4,7)

GKA一-5

Hll1 01AD 120001AD 130mlAD 141MIAD

●艦れdae

暦年較正結果 :GKA-6(Nは 387)

GKA―‐6

150001AD

600BP

5011BP

400BP i

:＼

＞
一
一
鷺
‥ｒ‥
・
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第1表 建物01計測表
規模

梁行き 桁行き
3間 33m) 2FH3 (3 76m)

ヨE軍由 S-84 0° ―E

献
鰤

番 号 1 3 6
上面径 (cm) b4X44 b3× 44 39X30 70× 49 33X32 b6× 60 31X30 53X47
底径圧標 (m) 138 43 138 43 138 44 138 56 13b 3J 138 33 138 38 138 25

柱間距離 (m)
1-2 2-3 4-6 3-5 5-7
∠ UV Z Zb

歓
くｃｍ，

番 号

上 山 径 (cm) 45× 36

底径座標 (m) 138 25

柱間距離 (m)

第2表 建物02計測表
規模

梁行 き 桁行 き
2FHR (5 24m) 1間  (2 52m)

主 軸 N-88 ―W

檄
鰤

s与手 4

上 面 そ (cm) 76× 38 70× 50 48X42 3tj× Z′

底径座標 (m) 136 45 136 44 136 58 136 58

柱間距離 (m)
1-2 2-3 1-4

第3表 建物03計測表
規模

梁行き 桁行き
2FFH3 (4 67m) 1間  (3 56m)

主 軸 N-88 ―E

檄
蝋

番 号

上面径 (cm) 73× 51 46X46 67× 53 82× 62
底径歴標 (m) 136 40 136 33 136_23 135 67

柱間距離 (m)
2-3
2 35

第4表 建物04計測表
規模

梁行き 桁行き
2F罰  (6 21m) 1問 (2 99m)

■車由 ―W

檄
ぐｃｍナ

番 号 1 2 5
上 面径 (cm) 35× 24 b4X39 36× 34 52X32 46× 40
底径座標 (m) i30 も/ 135 76 136 08 135 63

柱間距離 (m)
1-2 2-3 1-4 4-5

Z υZ 3 45

第5表 建物05計測表
規模

梁行き 桁行き
2FHl (6 24m) 1間  (2 96m)

主 軸 N-78 8° ―E

撤
ｍ

番 号 2 3 6
上面径 (cm) 3U X Z4 28× 24 56x45 34x32 ∠Z× ZZ 41× 36
底径座標 (m) 135 70 135 96 i30 6も 135 36 135 62 135 71

柱間距離 (m) 4-5
3 Zも

第6表 建物06計測表
規模

梁 き 桁行き
2FHq (4 72m) 2FHl (3 24m)

主 軸 N-20 5ロ  ーW

檄
師

番号 3 6

上面径 (cm) 23× 21 38× 28 112× 51 30× 30 3と X3U 60～ X60～ 23X22 25× 21
底径座標 (m) 135 74 135 49 135 32 135 48 135 44 135 82 Iも3 34

柱間距離 (m)
2-3 2-5 5-7

献
鰤

番 号

上面径 (cm)
底径歴標 (m)

柱間距離 (m)
Z 3Z
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第7表 建物07計測表
規模

梁行 き 桁行き
2FR3 (4 77m) 1間  (2 86m)

主

傲
ｍ

口守 1 2

上 面 (cm) 108X49 4U X 4′ ′UX/3 68～ X68～ 64× b6

虞径座標 (m)

柱間距離 (m)
-3 3-4 4-5 2-5

第8表 建物08計測表
規模

梁 き 桁 き

2FHR (5 47m) 1間  (2 15m)

主 軸 N-81 5ヤ ーW

柱六

(cm)

番 号 1 2 7

上 面 径 (cm) 52X37 78× 54 117× 70 44× 42 48X32 72X31 52X27～
底径歴標 (m) 135 57

柱間距離 (m)
2-3 3-7 4-5 6-7

第9表 建物09計測表
規模

梁 行 桁 行

2F鋼  (5 12m) 1間  (2 54m)

■ 薄 ―W

傲
ぐｃｍ，

上 回 後 くCm) 43× 3υ 16× IUυ 30X31 3tj X 31 ZV X Z3

底径座標 (m) 135 57

柱間距離 (m)
―ク 2-3 4-5 3-5

2 23

第10表 建物10計測表
規模

梁行 き 桁行 き

3間  (6 91m) 1間  (2 56m)

主 軸 ―W

献
帥

番 号 1

上 面 (cm) と8× Z8 4/× 44 32× Zb～ 64× 6υ ア6X4Z
底径座標 (m)

柱間距離 (m)
I― Z

第11表 建物11計測表
規模

梁行 き 桁行 き

2FHR (3 33m) 2FHR (2 57m)

主 5°
 ―W

畝
鰤

事f] 5 6

上 面 と (cm) 66× 52 56× 47～ 42X39 44X26 30× 27～ 38× 36

ホ黒 (m) 13b 87 135 47 135 72

柱間距離 (m)
2-3 1-5 3-4 4-6

1 43

第12表 建物12計測表
規模

梁行 き 桁行 き

2FHR (3 68m) l FHR (1 40m)

主 軸

柱穴

(cm)

番 号 1 5 6

上面径 (cm) 26× 20 40× 28 23x22 39× 36 21 xll 30X25
底径歴標 (m)

柱間距離 (m)
1-6 5-6

第13表 建物13計測表
規模

梁行 き 桁行 き

2FHR (4 70m) 1闇  (3 05m)

主 軸 N―も/ ―w

歓
鰤

番 号 1

上面径 (cm) 53× 48 b4X4υ 53X34 49× 36

底径歴標 (m)

柱間距離 (m)
2-3
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第14表 建物14計測表
規模

雰聖4 き 桁行き
3FHR (7 02m) 1間  (4 41m)

■軍由 N-85 6° ―E

献
くｃｍ，

番 号 1 4 7

上 面 径 (cm) 67× 43 77X54 74X58 64X45 109× 75 48X4b 66X4U 66 X b6

底径歴標 (m)

柱問距離 (m)
2-4 6-8

4 41

柱穴

(cm)

番 号

上面径 (cm) ′4X/0 6Z× 66 /O X 44

底径座標 (m)

柱間距離 (m)
8-9

第15表 建物15計測表
規模

梁 き 桁行き
2FHR (5 22m) 2FHR (5 56m)

ヨE軍出 N-1

傲
くｃｍ，

番 号 1 3

上面径 (cm) 73× 60 64X43 60× 43 64X39 55X44 b4Xb〔〕 フB× ZU
底径歴標 (m)

柱間距離 (m)
1-3 5-7

第16表 建物16計測表
規模

梁 行 桁行 き

3間 ( 4m) 1間  (3 99m)

主軸 N― /υ  υ
‐ ―W

檄
帥

番 号 2 3 4 7 8

上面径 (cm) 13U× /Z 34～ X34～ 139X67～ 96× 64 10× 66 82X66 71× 58 104× 40

底径座標 (m) 137 74 137 48 137 84 137 74 137 78 i3/ bb 137 70 138 02

柱問距離 (m)
2-4 4-7

3 VZ Z Zυ

檄
師

番 号 9

上面径 (cm) 86× 46

底径歴標 (m) 137 90

柱間距離 (m)
8-9

第17表 建物17計測表
規模

梁行 き 桁行 き

2間 (5 96m) 1間  (2 48m)

主 軸

檄
くｃｍ，

番 号 1 2

上面径 (cm) 6Z× 66 102X73 63X55 61× 51 60× 54 97× 64

底径座標 (m) 138 38 137 99 138 08 137 75 137 88 137 83

柱間距離 (m)
1-2 2-3 1-4 5-6

第18表 建物18計測表
規模

梁行 き 桁 行

ZFHl (b 13m, 2間 (387m)
主 軸 N-76 ―W

柱穴

(Cm)

番 号 6

上面径 (cm) 40X3/ 6U× 43 64X4Z 60× 33 48X4Z も6× bU

廃径座 138 40 138 06 138 08 138 86 138 85 138 12

柱間距離 (m)
2-3 4-6

第19表 柱列01計測表
主 軸 N-39 9° ―VV

檄
帥

番 号 1

上面径 (Cm) 96X84 /5× 64 82× 70

底径座標 (m)

柱聞距離 (m)
1-2

2 22
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第20表 柱列02計測表
ヨ
=軍

由 N-71 9マ ーW

献
師

番 号 2

上面径 (cm) bZ X 4Ь bU X 46 86X80
底径歴標 (m) 134 41 134 56 134 53

柱間距離 (m)

第21表 性格不明遺構計測表
報告番号 平面形

上 面 由 (cm) 短 軸 (cm)
深 さ (cm) 主軸 出土遺物

底 面 長軸 (cm) 賀豆軍由 (Cm)

不整円形
Z3U υU～ 165 00

28 00 N-89 0°   W 弥生土器104 00- 61 00

不整形
298 00 200 00～

71 80 N-76 8°  ―W 陶器
♀30 UU もυU UU

隅丸五角形
440 00

24 00 N-22 3°  ―W
420 00

第22表 土坑計測表
報告番号 平面形 輌一繭

長軸 (cm) 匁三軍白 (Cm)
深さ (cm) 主軸 出土遺物

偏邑車由 (cm) 費豆軍由 (cm)

長方形
146 00 87 00～

59 00 N-1 0°  ―W 土師器郵118 00 32 00

長方形
110 00 71 00

16 00 N-32 2°  一E
85 00 48 00

長方形
116 00 64 00

15 00 N-87 7°  ―W
95 00 3tj Uυ

倒卵形
196 00 140 00

55 00～ N-88 0°  ―E
154 00 95 00

不整楕円形
530 00 Z44 υU

60 00 N-31 4°  ―W
140 00 56 00

円形
128 00 112 00

54 00 N-69 0°  ―W

第23表 溝計測表
報告番号 平面形

   解
韻邑軍出 (Cm) 匁豆軍由 (cm)

深さ (cm) 主軸 出土遺物
ξ己車由 (cm) 匁豆車由 (cm)

南に下る直線形
185 00 40 00

N-21 2°  ―E

等高線に沿う直線系
1.285 00 370 00

N-29 4°  ―W

等高線に沿う浅いL字形
i30 3U 50 00

N-38 2°  ―W

等高線に沿う直線形
267 50～ 85 00

N-32 1°  一E

等高線に沿う直線系
250 00 22 00

N-84 6°  ―E

等高線に沿う直線系
ZtjO υU 50 00

10 00 N-89 0°  一W
260 00 35 00

等高線に沿う直線系
374 00 70 00

N-89 6°  ―E
316 00 4U Uυ

等高線に沿う浅いL字形
118 00 98 00

20 00 N-76 1°  ―W 陶器114 00 60 00

等高線に沿う直線系
1,090 00 6U υυ

20 00 N-86 4°  一W
1.080 00 30 00

等高線に沿う直線系
1 854 00

70 00 N-82 0°  ―E
1,320 00

等高線に沿う直線系
540 00 80 00

10 00 N-31 3°  ―E
510 00 52 00

遺構計測表第24～第30表は79ページに掲載
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第31表  カミヤ遺跡出土遺物分類表
時代 時期 種別

I区
I区集計

Ⅱ 区
Ⅱ区集計不明集計 総計

B C 不 明 D F G 不 明

縄文
石 器 8

縄文土器 1 1 1

生 弥生土器 5 5

生後期 弥生土器 1 1 1 1

古墳
土師器 2 2

後 期 須恵器 1 1 4

FT箔～半輩 土師器 1 1 1

百 造 格 HH～ 半 詈 須恵器 2 3 3

奈 良 須恵器

奈良～平安
土師器 1 182 1 488

須恵器 9 4 6 1,072 1,502

平 安
上師器 2 | 1

須 恵 17 3 2

平安～中世
土 師 3 1 2

須恵器 1 | 2 』

平安末～中世 土師器 2

中世

土 器 1 1 1

土師器

8 3

磁 器 5 2

陶 器 5 7 7

型絆遺物 1
』

古銭 1 1 1

金属製品 1 1

中世前期 磁 器 1 1

印 恒 ～ 石製 品 1 1 1 1

中世～近世

土師器 1 1

陶 器 1118 5 ,bυ Z

瓦 器 6 I 8 7 4 1

近世

土 器 1 1 1

土師器 11 1 1

土製品 1 | 1

瓦 器 1 1 1 2

磁器 1.303

陶 器 4 2

古 銭 2 1 1

金属製品 1 1 1 2 1 6

不 明 1 1 1

近世～現代 磁 器 1 3

不 明

石 器 6 1 1 1 3

土 器 1 1

土師器 1 3 4 4

粘土塊 5 9 1

須恵器 1 I 1

瓦器 1 1 1

盲 銭 1 1 1

金属製品 1

自然物 1 1 I

総 計 2.100 2.206 4.530 1,852 1,100 I,U36 4,138 8 727
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I D E F G
区
不
明

グラフ1 調査区別遺物集計グラフ

区
不
明

Ⅱ
区
不
明

1000/0

900/0

800/0

70%

600/0

500/O

400/0

300/0

200/0

10%

0%

グラフ2 調査区別遺物構成比 (百分率)

B   C
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第32表 各時代における器種一覧表
時   代 構    男Ⅱ 碁   種 合 計

縄 文

サヌカイ ト

石 刃 天 製 品

石 縮

石 縮 乗 製 品

打 型 石 奪 1

座 型 希 書 1

偏 半 踏 製 伯 斧

乗 製 品

安 山 岩 系 謄 石

凝灰岩系

暦 石

石 繰 1

ヰT梨石持 1

歴 梨 石 得 1

黒曜石

示 締 1

石 刃 禾 製 品

右 脈 禾 製 品

台 形 石 器

核

乗 製 品

不 明

石
=

石 縮 夫 製 品

鷺 絹 岩 系 布 早し 1

不 明
チ ヨツ′ヽ 一

石 錘

不 明

紹 文 土 器 不 明

歌 牛 上 器 不 明

古墳後期 須恵器
警

黒 合 猪 I´ (I丈警

古墳後期～平安 須恵器
奎
一器 台若 しくは警

奈良 須恵器

I14ヽ

輪 状 つ て み 付 春 1

つ 女 み 付 琴

罫 舞 I´ (I丈蕃

甕

不 明

奈良～平安

土師器

14N

言 台 付 ITh

言 添 8

梨 編 土 器

警

吾 斉 I´ (I丈審 6

カマド看しく|ま羽日
翫

」L霊章
瑞 土 報

不 明

郵

焼成不良須恵器
不 BR

須恵器

14ヽ

蓋

言 台 付 皿

尋 (言 台 付 ) 1

奉

吾 斉 1

碁 斉 I´ (lti ク

瓶 Z

不 IIB

平安
土日市器 奪

多自頁 器 aTN

平安～中世

土 師 器 郵 6

須恵器

添 1

憲 1

ク

中 世

主 蕎 小 明

上 帥 器

須恵器
百 死子し くは 準

橋 ft系梱 歓

白磁

皿 1

師 1

合 子 1

Яく日日 1

青磁
れ死

不 明

天 日系 不 明

陶 器 〓Ｗ

多自顧 器 摺 慾 1

備前焼
糟 慾 4

不 閉

時   代 希   種

中世

製鉄遺物 肉淫

炉構造材
羽 口

1

百 銭 i申
1

不 明
一司 5

中世～近世

土師器

瓦質土器 不 財

天 系 不 Bl

陶器

1

1

0

3

4

ク

3

4
ロ 9

近世

土 器

1

1

Z

瓦質土器

3

1

1

磁 器 Z

染付

b2b

陶器 十

唐津焼
糟 令

不 明

人 形 長 決 人 形

石見焼 Z

百 e 冒 永 ね 軍

銅製品
キセル 6

綱 梨 続 1

不 団

蒸 遺 具 不 明

近世以降 陶器

i

タ

石 好

不 明

チャー ト系
祇 石 I

不 凰

:勇食 砥 石

岩 系

上器

言 郵

不 明

土師器

審 1

欲 覇 1

1

魂 悔毛肖 土 塊

等

土 器

鉄製品

ん な

工

明 1ク

明

総 計
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第
33表
 
遺
物
観
察
表

載〔

掲

ｗ
地
区

遺
構

土
色

種
別

器
種

寸
法
(cm)

ヨ
司至き

特
徴

胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径
器
高
最
大
径
底
径

1次
2次

3次
内
面
タト五

断
面

1
I区
A

淡
灰
色
粘
質
土
層

縄
文
土
器
不
明

21～
ナ
デ

施
紋

3条
の
沈
線
を

施
す

淡
茶
色
暗
茶
色
淡
茶
色

粗
、
lmm程
の
自
色
砂

粒
目
立
つ
。
黒
曜
石

の
石
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
縄
文

需
曜
石
の
石
器
製
作
場
と
同

じ
所
で
土
器
製
作
を
行
つ
て

い
た
可
能
性
お
り
.

2
Ⅱ
区
D

茶
色
粘
質
土
層

土
師
器
甕

35～
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
端
部
に
面

を
持
つ

淡
橙
色
明
橙
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

艮
好
古
墳
中
期

3
I区
B

暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

弥
生
土
器
不
明

28～
暗
橙
色
暗
橙
色
暗
橙
色
や
や
粗
、
2mm程
の
砂

粒
を
多
く
含
む
^

や
や
不
良
弥
生
後
期
円
盤
型
土
製
品
の
可

能
性
あ
り
。

4
I区
B

土
器

不
明

37～
肥
大
し
た
器
壁
黒
色

黒
色

黒
色

粗
、
lmm程
の
砂
粒
を

含
む
。

や
や
不
良
不
明

5
I区
B

暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

土
器

不
明

37～
肥
大
し
た
器
壁
黒
色

黒
色

黒
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
多
く
含
む
。

や
や
不
良
不
明

6
工
区
D

晴
茶
黒
色
粘
質
土
層
土
師
器

不
415～

ナ
デ

黄
茶
色
暗
茶
色
黄
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
好

奈
良
～

平
安
外
面
に
ス
ス
付
着
。

7
Ⅱ
区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
弥
生
土
器
甕

21～
風
化
に
よ
り

不
明

淡
貢
茶
色
淡
黄
茶
色
淡
黄
茶
色
杷
、
∠
mm任
の
υ
種
を

多
く
含
む
。

良
弥
生
後
期

3
工
区
D

晴
茶
黒
色
粘
質
土
層
土
師
器
甕

50～
ヨ
コ
ナ
デ

淡
灰
茶
色
暗
茶
色
淡
灰
茶
色
粗
、
4mm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

や
や
不
良

々
民安
余平

9
Ⅱ
区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
土
師
器
斐

215～
指
オ
サ
エ
ヨ
コ
ナ
デ

暗
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
多
く
含
む
。
艮

奈
良
～

平
安

内
面
に
ス
ス
付
着
。

Ⅱ
区
D

暗
黒
色
粘
質
土
層

土
師
器
甕

44～
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
茶
白
色
淡
茶
色
淡
茶
白
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好
奈
良
～

平
安

11
I区
A

暗
灰
色
・
青
灰
色
砂

レ
キ
層

土
師
器
甕

30～
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

茶
色

明
橙
色
茶
色

や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
好

奈
艮
～

平
安

I区
F

暗
灰
色
粘
質
土
層

土
師
器
甕

21～
ヨ
コ
ナ
デ

明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
好

奈
艮
～

平
安

13
■
区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
土
師
器

委
34～

不
明

ヨ
コ
ナ
デ

端
部
に
面
を
持
淡
橙
色
淡
茶
色
明
橙
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好

奈
良
～

平
安

I区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
土
師
器
奏

86～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヨ
コ
ナ
デ
ヨ
コ
ハ
ケ
メ
口
縁
端
部
外
面

に
面
を
持
つ
淡
茶
白
色
淡
茶
色
晴
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

秒
対
井
合
お
_

良
奈
良
～

平
安

I区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
土
師
器
奏

38～
不
明

ヨ
コ
ナ
デ

責
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
や
や
粗
、
2mm程
の
砂

粒
を
含
む
。

良
余
艮
～

平
安

Ⅱ
区
D

晴
茶
黒
色
粘
質
土
層
土
師
器
甕

375～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヨ
コ
ナ
デ

淡
茶
色
暗
桃
色
暗
桃
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

艮
好

奈
良
～

平
安

17
Ⅱ
区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
土
師
器

奏
23 2
34～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

口
縁
端
部
肥
厚

し
、
内
湾
す
る
淡
黄
色
淡
責
色
淡
黄
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
^

や
や
不
良
奈
良
～

平
安

Ⅱ
区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
土
師
器
甕

275～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヨ
コ
ナ
デ

黄
茶
色
暗
茶
色
貢
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
好

平
安

外
面
被
熱
。

工
区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
須
恵
器
輪
状
つ
ま
み

20～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り
後
ナ
デ

つ
ま
み
付
後

ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

良
好
奈
良
。

久
本
臭
Ⅵ
期
。

I区
B
P275

淡
灰
茶
色
粘
質
土
層
須
恵
器
輪
状
つ
ま
み
76
15～

回
転
ナ
デ
切
離
し
後

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
回
転
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
奈
良
。

久
本
臭
Ⅵ
期
。

江
区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
須
恵
器
蓋

20～
回
転
ナ
デ

灰
色

灰
色

淡
灰
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
好

奈
良
ゆ
が
み
有
り

Ⅱ
区
D

須
恵
器
芸エ

22～
回
転
ナ
デ

口
縁
端
部
や
や

内
傾
す
る

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
橙
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
奈
良

I区
A

暗
灰
色
砂
質
土
層

(お
も
か
す
層
含
む
)

須
恵
器
芸エ

21～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り
後
ナ
デ

つ
ま
み
無
し
若

し
く
は
ボ
タ
ン

状
つ
ま
み

灰
色

灰
色

灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

良
好

奈
良

I区
B

暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

須
恵
器
雲エ

22～
回
転
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

秒
対
歩
合
よ
、
_

や
や
不
良
奈
良
重
ね
焼
痕
有
り
。

I区
A

須
恵
器

蓋
76
14～

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

つ
ま
み
無
し
若

し
く
は
ボ
タ
ン

状
つ
求
み

灰
色

灰
色

灰
色

密
、
黒
色
粒
を
多
く
含
む
。
良
好

奈
良
ロ
ク
ロ
R。

さ″☆醐事

―ピー



||

地
区

遺
構

土
色

種
別

器
種

寸
法

調
整

特
徴

色
日
謝

胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径
器
高
最
大
径
底
径

I次
2次

3次
内
面

外
面

断
面

I区
B
建
物
04P
晴
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
蓋

20～
回
転
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
紫
灰
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

や
や
不
良
奈
良

I区
A

暗
灰
色
・
青
灰
色
砂

レ
キ
層

須
恵
器
輪
状
つ
ま
み

蓋
15～

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り
つ
ま
み
付
後

ナ
デ

灰
色

灰
色

灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

や
や
不
良

奈
良
～
平

安
。
久
本

奥
Ⅵ
期
。

ロ
ク
ロ
L。

Ⅱ
区
D

暗
黒
色
粘
質
土
層

須
恵
器

番
18～

回
転
ナ
デ

灰
色

灰
色

灰
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂

粒
を
含
ま
な
い
。

艮
好

奈
良
重
ね
焼
痕
有
り
。

I区
B

暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

須
恵
器
蓋

18～
回
転
ナ
デ

暗
青
灰
色
暗
青
灰
色
暗
青
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
多
く
含
む
。
良
好

奈
良
ゆ
が
み
有
り
。

I区
A

青
灰
色
土
層

須
恵
器
輪
状
つ
ま
み

基
72

i37
回
転
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

後
ナ
デ

口
縁
端
部
ま
き

こ
む

灰
色

灰
色

灰
色

密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
^

良
好

奈
良
重
ね
焼
痕
有
り
。

ロ
ク
ロ
R^

Ⅱ
区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
須
患
器
番

回
転
ナ
デ

つ
ま
み
付
後

ナ
デ

口
稼
屈
曲
せ
す

開
く

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色

省
、
の
よ
り
υ
4t■
を

含
ま
な
い
。

良
好

一
長安

（示平

I区
D

暗
茶
灰
色
粘
質
土
層
須
恵
器
輪
状
つ
ま
み

回
転
ナ
デ

つ
ま
み
付
後

ナ
デ

青
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
多
く
含
む
。

良
奈
良
。

久
本
臭
Ⅵ
期
。

重
ね
焼
痕
有
。
調
整
が

細
こ
な
つ
て
い
る
。

I区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
須
恵
器
輪
状
つ
ま
み

265～
回
転
ナ
デ
つ
ま
み
付
後

ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

弁
若
千
含
む
.

良
好

奈
艮
。

久
六
奥
Ⅵ
期
.

I区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
須
恵
器
輪
状
つ
ま
み

回
転
ナ
デ

後
離デ

切ナ

つ
ま
み
付
後

ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色

省
、
め
よ
ツ
リ
租
を

含
ま
な
い
。

や
や
不
良
奈
良

I区
A

淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
輪
状
つ
ま
み

回
転
ナ
デ
つ
ま
み
付
後

丁
寧
な
ナ
デ

灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
若
千
含
む
。

や
や
不
良
奈
良

I区
B

淡
橙
色
粘
質
土
層

須
恵
器
芸ユ

18～
回
転
ナ
デ

端
部
の
反
り
が

弱
い

淡
責
灰
色
淡
黄
灰
色
淡
黄
灰
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

不
良

奈
良

I区
A

暗
灰
色
・
言
灰
色
砂

レ
キ
層

須
恵
器
輪
状
つ
ま
み

芸
回
転
ナ
デ
つ
ま
み
付
後

ナ
デ

端
部
折
り
返
さ

れ
る

灰
色

灰
色

灰
色

密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

良
平
安

Ⅱ
区
D
集
石
01

須
恵
器
高
合
付
皿

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り
高
台
付
後

ナ
デ

高
台
端
部
に
面

を
持
つ

青
灰
色
青
灰
色
青
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
好
奈
良
～

平
安

ロ
ク
ロ
L。

工
区
D

淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
高
台
付
郭

52～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

高
台
付
後

ナ
デ

高
台
底
強
い
ナ

デ
に
よ
り
く
ば

む

暗
灰
色
暗
灰
色
淡
灰
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

奈
良

57
I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
高
台
付
イ

140
回
転
ナ
デ
高
台
付
後

ナ
デ

高
台
タ
タ
ミ
付

く
ぼ
む

洪
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
2mm以
下
の
砂
粒

券
合
よ
、
_

や
や
不
良
奈
良

底
部
外
面
に
自
然
釉
。

I区
A

須
恵
器
高
台
付
邦

59～
142
113
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

高
台
付
後

ナ
デ

口
縁
端
部
つ
ま
み

出
す
。
高
台
タ
タ

ミ
付
く
ば
む
。

淡
自
色
淡
灰
色
淡
白
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
若
千
含
む
。
や
や
不
良
奈
良

工
区
D

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
須
恵
器
高
台
付
杯

77
143

73
回
転
ナ
デ
高
台
付
後

ナ
デ

高
合
外
側
に
付
き
、

端
部
折
返
す

淡
灰
色
灰
色

淡
灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

良
好

奈
良

I区
B

排
土

須
恵
器
高
台
付
不

136
回
転
ナ
デ
高
台
付
後

ナ
デ

日
縁
先
細
り
外
反
淡
灰
色
暗
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好

奈
良

61
I区
D

暗
茶
灰
色
粘
質
土
層
須
恵
器
高
台
付
イ

32～
76
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

高
台
付
後

ナ
デ

高
台
タ
タ
ミ
付

に
段
を
持
つ
淡
灰
色

灰
色

淡
灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

艮
好

奈
良

Ⅱ
区
D

排
土

須
恵
器
高
台
付
lTN

22～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り
後
ナ
デ

灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の

砂
粒
を
多
く
含
む
。
や
や
不
良
奈
良

I区
A

淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
高
台
付
杯

110
78
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

伽
しよ

高
台
付
後

ナ
デ

高
台
外
狽
Jに
付
く
淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
lmm程
の
砂
粒
を

合
よ
、
_

良
好

奈
良

伏
せ
て
焼
い
て
い
る
。

I区
A

晴
灰
色
砂
買
土
層

(お
も
か
す
層
含
む
)

須
恵
器
高
台
付
イ

118
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
し
,

局
百
何
僚

ナ
デ

乳
白
色
淡
灰
白
色
乳
白
色
密
、
2mm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

や
や
不
良
奈
良

ロ
ク
ロ
L。

I区
B

濃
茶
橙
色
粘
質
土
層
須
恵
器
高
台
付
杯

38～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

高
台
タ
タ
ミ
付

く
ば
む

淡
青
灰
色
淡
青
灰
色
淡
青
灰
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の

砂
粒
を
多
く
含
む
。
良
好

奈
良
～

平
安

[区
A

淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
高
台
付
lTN

11 05
回
転
ナ
デ
高
台
付
後

ナ
デ

淡
灰
色
暗
灰
色
淡
灰
色
密
、
lmm以
下
の
白
色

Tjl】
対
歩
小
暑
合
お

良
好

奈
良

内
面
に
ス
ス
付
着
。

ゝ″★耐堺
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掲Ｎ
地
区
遺
構

土
色

種
別

器
種

寸
法
(cm)

特
徴

色
調

胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径
器
高
最
大
径
底
径

1必
(

2必
々

3必
k

内
面

外
面

断
面

[区
A

排
土

須
恵
器
高
台
付
ITN
118

52
回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ

切
り
後
ヘ
ラ
お
こ
し

高
台
付
後

ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

や
や
不
良
奈
良

工
区
D

暗
黒
色
粘
質
土
層

須
恵
器
高
台
付
rTN

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り
高
台
付
後

ナ
デ

局
台
断
面
一
部
逆

三
角
形
に
な
る
淡
青
灰
色
淡
青
灰
色
淡
青
灰
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好

奈
良
ロ
ク
ロ
R

I区
A

暗
灰
色
砂
質
土
層

(お
も
か
す
層
含
む
)

須
恵
器
高
台
付
杯
115

回
転
ナ
デ

灰
色

暗
灰
色
灰
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

奈
良

I区
B

暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む

:

須
恵
器
高
台
付
杯

57
127

灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
密
、
あ
ま
り
砂
枚
を

含
ま
な
い
。

不
良

奏
良

風
化
の
為
調
整
不
明
。

I区
A

淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
不

31～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

高
台
付
後

ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

黒
色
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
奈
良

壽
「
x」
。
ロ
ク
ロ
R

I区
A

暗
灰
色
砂
質
土
層

須
恵
器
高
台
付
邪

53
124

回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り
後
ナ
デ

高
合
が
外
側
に

付
く

淡
灰
白
色
淡
灰
白
色
淡
灰
白
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
奈
艮

I区
A

暗
灰
色
・

青
灰
色
砂
レ
キ
層

須
恵
器
高
台
付
杯

回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

高
台
付
後

ナ
デ

灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
密
、
lmm以
下
の
自
色

秘
対
歩
合
お
_

良
好

奈
良

ロ
ク
ロ
L。

I区
A

暗
灰
色
・

青
灰
色
砂
レ
キ
層

須
恵
器
高
台
付
郭

67
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

高
台
付
後

ナ
デ

口
縁
端
部
つ
ま
み

出
し
面
を
持
つ
。

高
台
退
化
す
る
。

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
イmm以
下
の
黒
色

粒
を
含
む
。

良
好
奈
良
～

平
安

回
ク
ロ
L

I区
B

暗
茶
色
粘
質
土
層

須
恵
器

邦
回
転
ナ
デ

灰
色

灰
色

灰
色

密
、
lmm以
下
の
白
色

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
奈
良
～

平
安
重
ね
焼
痕
有
り
。

I区
A

暗
灰
色
砂
質
土
層

須
恵
器
杯

回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

乳
白
色
乳
白
色
乳
白
色
密
、
2mm以
下
の
砂
粒

歩
合
よ
、
_

不
良

余
長

平
安

底
部
付
近
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
ロ
ク
ロ
ヒ

I区
D

暗
黒
色
粘
質
土
層

須
恵
器
イ

体
部
内
湾

乳
白
色
乳
白
色
乳
白
色
密
、
lmm程
の
砂
粒
を

含
む
。

不
良

余
長
～

平
孝

風
化
の
為
調
整
不
明
。

Ⅱ
区
D

淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器

杯
122

口
縁
肥
厚
し
て

い
る

乳
白
色
乳
白
色
乳
白
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

不
艮
奈
良
～

平
安

風
化
の
為
調
整
不
明
。

I区
D

晴
黒
色
粘
質
土
層

須
恵
器

郷
116

74
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ
切
り
後

調
整
不
明

乳
白
色
乳
白
色
乳
白
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
.

不
良

奈
良
～

平
安

重
ね
焼
痕
有
り
。

I区
A

淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器

J・TN
12 7

回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

灰
色

灰
色

灰
色

密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

奈
良
～

軍
孝

[区
A

暗
灰
色
・

青
灰
色
砂
レ
キ
層

須
恵
器

ITN
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

口
縁
や
や
肥
厚
茶
灰
色
茶
灰
色
茶
灰
色
密
、
2mm程
の
砂
粒
を

含
む
。

良
余
長
～

平
安

口
縁
端
部
黒
色
。

I区
A

暗
灰
色
砂
質
土
層

(お
も
か
す
層
含
む
)

須
恵
器

イ
112

回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

淡
青
灰
色
淡
灰
色
淡
青
灰
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の

長
石
を
多
く
含
む
。
や
や
不
良
奈
良
～

平
安

I区
B

晴
余
色
柄
質
主
盾

(包
含
層
、
炭
含
む
)

須
恵
器
杯

112
78
回
転
ナ
デ

底
部
ナ
デ

灰
色

灰
色

灰
色

や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
多
く
含
む
。

良
好

奈
良
～

V与
重
ね
焼
痕
有
り
。

I区
A

暗
灰
色
砂
貨
土
層

(お
も
か
す
層
含
む
)

須
恵
器

ITh
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
余
艮
～

平
安

重
ね
焼
痕
有
り
。

I区
A

暗
灰
色
砂
質
土
層

須
恵
器

琳
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
奈
良
～

平
安

重
ね
焼
痕
有
り
。

Ⅱ
区
D

暗
黒
色
粘
質
土
層

須
恵
器

不
132

3 75
回
転
ナ
デ
回
砿
ヘ
ラ

切
り
後
ナ
デ

灰
自
色
灰
白
色
灰
白
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

多
含
む
^

不
良

奈
良
～

平
安

重
ね
焼
痕
有
り
。

I区
A

淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
不

122
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

乳
白
色
乳
自
色
乳
白
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

不
良

奈
艮
～

平
安

I区
暗
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
杯

20～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

灰
自
色
ス
ス
に
よ

り
黒
色
灰
白
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂

粒
を
含
ま
な
い
。

不
良

余
民
～

平
安

内
外
共
に
ス
ス
付
着
。

ロ
ク
ロ
L。

I区
暗
灰
色
砂
質
土
層

(お
も
か
す
層
含
む
)

須
恵
器
獅

26～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

乳
白
色
乳
白
色
乳
白
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

不
良

奈
良
～

平
安

ロ
ク
ロ
L。

I区
D

暗
茶
灰
色
粘
質
土
層
須
恵
器
不

14～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

れ
対
歩
合
お
_

良
好

奈
良
～

平
安

I区
須
恵
器
杯

27～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

切
り

淡
灰
白
色
淡
灰
白
色
淡
灰
白
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

不
良

奈
艮
～

平
安
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叡α

陶Ｎ
地
区

遺
構

土
色

奉重
男
1

器
種

寸
法
(cm)

調
整

特
徴

色
調

胎
土

焼
成

時
代

備
考

日
径
器
高
最
大
径
底
径

1次
2次

3次
内
面

外
面

断
面

I区
B

青
灰
色
砂
レ
キ
層

須
恵
器
不

25～
乳
白
色
乳
白
色
乳
白
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

不
良

奈
良
～

平
安

I区
暗
茶
色
粘
質
土
層

須
恵
器

イ
16～

回
転
ナ
デ

淡
灰
白
色
淡
灰
白
色
淡
灰
白
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
奈
艮
～

軍
~t

I区
暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

須
恵
器

lTh
15～

回
転
ナ
デ

乳
白
色
写
L白
色
乳
白
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

れ
対
井
合
お
_

不
良

中
艮安

衆平

I区
暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

須
恵
器
不

425～
回
転
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
艮
奈
良
～

平
安
重
ね
焼
痕
有
り
。

I区
暗
灰
色
砂
質
土
層

須
恵
器
不

35～
117

回
転
ナ
デ

乳
白
色
乳
自
色
乳
自
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

不
良

”
長安

奈平

I区
晴
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器

郵
42～

回
転
ナ
デ

暗
紫
色
暗
灰
色
暗
灰
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

余
長
～

平
安

I区
物Ｐ２

建０２
淡
灰
茶
色
粘
質
土
層
須
恵
器
イ

122
30～

回
転
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
奈
良
～

平
安

重
ね
焼
痕
有
り
。

I区
暗
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
不

37～
122

回
転
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

や
や
不
良

々
長安

奈平

100
I区

暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

須
恵
器
杯

17 5
415～

回
転
ナ
デ

日
縁
端
部
つ
ま
み

出
し
外
反
す
る
青
灰
色
黒
灰
色
青
灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

良
好

奈
良
～

平
安

I区
暗
茶
灰
色
粘
質
土
層
須
恵
器
イ
者
し
く
は

66～
回
転
ナ
デ

灰
色

灰
色

灰
色

密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
若
千
含
む
。

良
奈
良
～

平
安

外
面
に
自
然
釉
。

I区
暗
灰
色
砂
質
土
層

(お
も
か
す
層
含
む
)

須
恵
器
郭

115
回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

灰
色

灰
色

灰
色
密
、
lmm以
下
の
黒
色

粒
を
含
む
。

良
好

奈
良
～

平
安

ロ
ク
ロ
R。

I区
淡
灰
茶
色
土
層

須
恵
器

坪
55
回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

回
縁
外
反
す
る
淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
良
好
、
2mm程
の
白
色

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
平
安

ロ
ク
ロ
R。

Ⅱ
区

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
須
恵
器

イ
26～

67
回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

暗
灰
色
暗
灰
色
暗
紫
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

歩
ィ箋
よ
、
_

良
平
安

ロ
ク
ロ
R。

Ⅱ
区

淡
茶
色
粘
質
土
層

須
恵
器
イ

16～
53
回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

暗
灰
色
暗
灰
色
暗
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
若
千
含
む
。
良
好

平
安

ロ
ク
ロ
R。

I区
淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器

雰
17～

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
社
多
く
含
む
。

や
や
不
良
平
安

ロ
ク
ロ
R。

I区
晴
灰
色
砂
質
土
層

須
恵
器

杯
26～

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
夕
含
む
^

不
良

奈
艮
～

平
安

ロ
ク
ロ
R。

I区
暗
灰
色
・

青
灰
色
砂
レ
キ
層

須
恵
器
杯

20～
回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り
後

ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm程
の
自

色
砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
奈
良
～

平
安

ロ
ク
ロ
R。

Ⅱ
区

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
須
恵
器
一璽

132
25～

回
転
ナ
デ

端
部
つ
ま
み
出
す
灰
色

暗
灰
色

灰
色

や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
多
く
含
む
。

良
好

奈
良
～

平
安

工
区

ワＰ２

蛭‐６
暗
茶
色
粘
質
土
層

須
恵
器

43～
回
転
ナ
デ

青
灰
色
青
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
好

奈
艮
～

平
安

I区
暗
灰
色
・

青
灰
色
砂
レ
キ
層

須
恵
器

士望
14 1～

回
転
ナ
デ
頸
部
付
け
後

ナ
デ

淡
青
灰
色
淡
青
灰
色
淡
青
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

白
色
砂
粒
を
含
む
。
良
好

奈
良
～

平
安

I区
A

淡
茶
色
土
層

須
恵
器

42～
回
転
ナ
デ

肩
鋭
角
に
張
る
淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
奈
良

E区
D

晴
茶
灰
色
粘
質
土
層
須
恵
器

(高
台
付
)

30～
回
転
ナ
デ

高
合
付
後

ナ
デ

灰
色

灰
色

淡
灰
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

奈
良
～

平
安

外
面
に
自
然
釉
。

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
一更

44～
回
転
ナ
デ

晴
灰
色
暗
灰
色
淡
灰
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

歩
合
よ
、
_

良
好

余
艮
～

平
守

I区
A

淡
灰
茶
色
土
層

須
恵
器

一更
355～

回
転
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂

粒
を
含
ま
な
い
。
や
や
不
良
奈
良
～

平
安

I区
A

暗
灰
色
砂
貿
土
層

(お
も
か
す
層
含
む
)

須
恵
器
壷
看
し
く
は

補
緬

50～
回
転
ナ
デ

淡
灰
色
淡
青
灰
色
淡
灰
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

艮
好

奈
良
～

平
安

肩
部
に
自
然
釉
。

ゝ力★肺堺
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拘
覗

地
区

違
構

土
色

種
別

器
種

寸
法
(cm)

調
整

特
徴

色
調

胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径

最
大
径
底
径

1次
2次

3次
内
面

外
面

断
面

117
I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
甕

61～
回
転
ナ
デ

回
縁
端
部
平
坦
灰
色

灰
色

淡
灰
色
や
や
粗
、
黒
色
粒
を

含
む
。

良
好

奈
良

Ⅱ
区

淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
壺
若
し
く
は

奏
67～

内
同
心

円
タ
タ
キ
回
転
ナ
デ

底
部
周
辺
に

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
暗
紫
色
青
灰
色
暗
紫
色
粗
、
lmm程
の
砂
粒
を

多
く
含
む
。

良
好

平
安
～

中
世

外
面
は
荒
れ
て
い
る
。

Ⅱ
区

晴
黒
色
粘
質
土
層

須
恵
器
壷
若
し
く
は

奪
57～

122
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

淡
灰
色
暗
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好

半
安
～

中
世

I区
暗
茶
色
粘
質
土
層

須
恵
器
甕

61～
タ
タ
キ
後

ナ
デ

沈
線
が
入
る
晴
灰
色
暗
灰
色
暗
紫
色
密
、
lmm程
の
砂
粒
を

含
む
。

堅
致

百
墳
後
期

～
全
F3

I区
暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

須
恵
需

語
81～

タ
タ
キ
後

ナ
デ

淡
青
灰
色
淡
灰
色
淡
青
灰
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
古
墳
後
期

～
平
安

I区
暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
須
恵
器
器
台

若
し
く
は
警

130～
回
転
ナ
デ
波
状
文

口
縁
内
傾
し
、

面
を
持
つ

灰
色

灰
色

淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

私
対
券
合
よ
、
_

良
好

古
境
後
期

～
平
安

Ⅱ
区

暗
茶
黒
色
粘
質
土
層
須
憲
器
器
台

若
し
く
は
甕

94～
回
転
ナ
デ
波
状
文

端
部
内
傾
し
、

面
を
持
つ

灰
色

灰
色

灰
色
密
、
lrm以
下
の
砂
粒
を

含
む
。
黒
色
粒
を
含
む
。
良
好

古
墳
後
期

～
平
安

外
面
に
自
然
釉
。
日
縁

を
下
向
き
に
焼
成
。

I区
暗
灰
色
・

青
灰
色
砂
レ
キ
層
土
師
器
高
台
付
lTh

20～
ナ
デ

局
百
何
僚

ナ
デ

桃
白
色
桃
白
色
桃
白
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
好

平
安

植
物
痕
跡
有
り
。

Ⅱ
区
D

土
師
器

IITh
回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

淡
茶
白
色
淡
茶
白
色
淡
茶
白
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂

粒
井
含
ま
な
い
^

良
平
安
～

中
世

ロ
ク
ロ
R。

I区
靱Ｐ６

遅‐６
暗
灰
色
粘
質
土
層

土
師
器
イ

18～
回
転
ナ
デ

明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

中
世

I区
A

排
土

土
師
器
不

145～
回
転
ナ
デ

淡
責
茶
色
淡
責
茶
色
淡
責
茶
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

艮
近
世

内
面
に
赤
彩
。

Ⅱ
区
F

暗
青
灰
色
粘
質
土
層
土
師
器

イ
19～

37
回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

暗
橙
色
暗
橙
色
暗
橙
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
好

中
世

ロ
ク
ロ
R。

I区
A

淡
灰
茶
色
粘
質
土
層
上
師
器
不

18～
回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

決
橙
色
淡
茶
白
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
平
安
末
～

中
世

ロ
ク
ロ
R

I区
A

淡
灰
色
粘
質
土
層

土
師
器
野

16～
回
転
ナ
デ

淡
茶
白
色
乳
白
色
淡
桃
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
十
女
木
～

中
世

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

土
師
器

獅
15～

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

艮
好

中
世

ロ
ク
ロ
R

I区
A

青
灰
色
土
層

土
師
需

ITN
18～

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

責
自
色
黄
白
色
責
白
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
ぅ

や
や
不
良
平
安
～

中
世

ロ
ク
ロ
R。

I区
C

淡
茶
色
粘
質
土
層

須
恵
器
輩

40～
タ
タ
キ

暗
茶
色
暗
灰
色
暗
灰
色
や
や
粗
、
2mm程
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良

”
安世

平中

I区
A

表
採

土
師
器
製
塩
土
器

285～
外
:ナ
デ
内
:布
目

淡
桃
色
淡
橙
色
淡
責
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
若
干
含
む
。

良
好

不
明

I区
A

淡
茶
色
土
層

陶
器

一璽
2285～

回
転
ナ
デ
不
足
方
向

ナ
デ

肩
部
に
波
状
文
暗
茶
色
淡
灰
色
淡
灰
色
～

膳
儀
梅

密
、
lmm程
の
小
礫
を

含
む
ぅ

堅
致

中
世
備
前
V期
と
思
わ
れ

る
。

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
備
前
系

矯
鉢

78～
回
転
ナ
デ
ケヽ
メ

暗
灰
色
暗
灰
色
暗
紫
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

中
世

使
用
に
よ
リ
ハ
ケ
メ

磨
減
。
137と
同
一

個
体
の
可
能
性
有

り
。

こ
区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
備
前
系

悟
鉢

415～
回
転
ナ
デ
ハ
ケ
メ

暗
灰
色
暗
灰
色
暗
紫
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

中
世

使
用
に
よ
リ
ハ
ケ
メ

磨
減
。
136と
同
一

個
体
の
可
能
性
有

り
。

Ⅱ
区
D

暗
黒
色
粘
質
土
層

白
磁

碗
48～

玉
縁
日
縁

白
色

白
色

灰
色

召
召
。

良
好

中
世
前
期
自
磁
Ⅳ
類
。

■
区
D

淡
茶
色
土
層

青
磁

碗
16～

高
合
ケ
ズ
リ

出
し

ス
タ
ン
プ

灰
色

青
緑
色
灰
色

堅
致
。

良
好

中
世

産
地
不
明
。

I区
F

暗
灰
茶
色
粘
質
土
層
青
磁

碗
30～

暗
緑
色
暗
緑
色
灰
白
色
密
。

良
好

中
世

龍
泉
窯
系
。

I区
A

淡
灰
色
粘
質
土
層

不
明
土
器
不
明

21～
124
ヨ
ヨ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

後
ミ
ガ
キ
の

よ
う
な
調
整

黒
色

淡
橙
色
黒
色

や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
不
明
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載命

掲Ｎ
地
区

遺
構

土
色

種
別

器
種

寸
法
(cm)

調
整

特
徴

色
調

胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径

最
大
径

1】
k

2必
k

3次
内
面

外
面

断
面

Ⅱ
区
D
SK23
晴
灰
茶
色
粘
質
土
層
磁
器

碗
67

回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

見
込
み
に
3ヶ

所
の
砂
土
目
。

タ
タ
ミ
付
釉
か
き

取
り
痕
。

青
乳
白
色
青
乳
白
色
灰
色

密
、
砂
粒
を
含
ま
な
い
。
良
好

近
世

2次
的
に
被
熱

I区
A

瓦
質
土
器
鉢
類

28～
回
転
ナ
デ
ス
タ
ン
プ
文

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
若
千
含
む
。

良
好

近
世

[区
B

瓦
質
土
器
不
明

17～
回
転
ナ
デ
ス
タ
ン
プ
文

暗
灰
色
暗
灰
色
淡
灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
.

良
好

近
世

I区
A

明
茶
色
土
層

上
師
器
鉢
類

31～
回
転
ナ
デ

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

良
不
明

淡
橙
色
の
化
粧
土
を

施
し
施
釉
し
て
い

る
。
緑
色
釉
薬
が
か

Ⅱ
区
F

瓦
質
土
器
鉢

30～
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ
内
:ヨ
コ
ハ
ケ
メ
口
縁
面
を
持
ち
、

瑞
剤
つ
士
み
出
甘
黄
白
色
暗
灰
色
黄
白
色
粗
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
ぅ

良
好

不
明

I区
暗
灰
色
粘
質
土
層

(砂
レ
キ
含
む
)

近
世
土
器
五
徳

505～
ナ
デ

淡
黄
茶
色
淡
黄
茶
色
淡
黄
茶
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂

粒
を
含
ま
な
い
。

良
好

近
世

148
I区
B

黒
灰
色
粘
質
土
層

土
器

五
徳

79～
回
転
ナ
デ
突
起
貼
付
け

後
ナ
デ

暗
茶
色
暗
茶
色
暗
茶
色
粗
、
lmm程
の
砂
粒
を

含
む
。

良
好

近
世

ス
ス
付
着
。

I区
暗
灰
色
粘
賃
上
層

(砂
レ
キ
含
む
)

瓦
質
土
器
鉢

495～
回
転
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
端
部
に
面

を
持
つ

黒
色

黒
色

淡
灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

艮
好

近
世
ス
ス
付
着
。

I区
B

黒
灰
色
粘
質
土
層
土
師
器
鉢
類

40～
回
転
ナ
デ

口
縁
内
側
へ
肥

大
し
、
面
を
持
つ
淡
黄
茶
色
淡
責
茶
色
淡
黄
茶
色
や
や
粗
、
2mm程
の
砂

対
歩
合
お

良
舛

近
世

Ⅱ
区
E

暗
茶
灰
色
粘
質
土
層
瓦
質
土
器
鉢
類

56～
回
転
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

2条
の
沈
線
。

頸
立
ち
上
が
り

S字
の
施
文
。

暗
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
近
世

I区
A

明
茶
色
土
層

土
師
器
ほ
う
ろ
く

60～
回
転
ナ
デ
内
:ハ
ケ
メ

明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂

粒
を
含
む
。

艮
好

近
世

Ⅱ
区
E

暗
灰
茶
色
粘
質
土
層
瓦
質
土
器
鉢
類

44～
手
捏
ね

ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
黒
色

や
や
粗
、
lmm程
の
砂

対
歩
合
よ
、
_

や
や
不
良
中
世
～

第
34表
 
土
錘
観
察
表

掲
載
No
地
区

土
色

種
別

器
種

寸
法
(Cm)

形
成
方
法

特
徴

色
調

胎
土

焼
成

時
代

備
考

長
さ

幅
厚
さ

孔
径
重
さ
(g)

内
面

外
面

断
面

I区
B
暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

土
師
器

土
鍾

18
手
捏
ね

明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま
な
い

や
や
不
良
奈
良
～

平
安

4割
欠
損

Ⅱ
区
D
晴
茶
黒
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

19
12
手
捏
ね

¥胎
土
中
に

植
物
を
含
む
橙
白
色
橙
自
色
橙
白
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

良
余
長
～

平
安

21
Ⅱ
区
E
暗
黒
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

3 75
2
15～

13
手
捏
ね

淡
橙
茶
色
淡
橙
茶
色

や
や
粗
、
2mm程
の
砂
粒
を
若
千
含
む
。

艮
好

奈
良
～

平
安

Ⅱ
区
F
暗
灰
茶
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

2 05
2 25

12
手
捏
ね

淡
黄
色
淡
責
色
淡
責
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の
砂
粒
を
多
く
含
む
。
良

弥
生
～

平
安
?

Ⅱ
区
D
赤
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

17
9
手
捏
ね

胎
土
中
に
4EL

物
を
含
む
淡
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好

奈
艮
～

平
孝

I区
B
暗
茶
色
粘
質
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

土
師
器

土
錘

155～
7
手
捏
ね

淡
茶
橙
色
淡
茶
橙
色
淡
茶
橙
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま
な
い
。

や
や
不
良

や
艮安

宗平
5割
欠
損

I区
B
暗
茶
色
粘
買
土
層

(包
含
層
、
炭
含
む
)

土
師
器

土
錘

手
捏
ね

淡
橙
色
淡
橙
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
奈
良
～

平
安

当″弐醐堺



第
34表
 
土
錘
観
察
表

掲
載
Nα
地
区

土
色

種
別

器
種

寸
法
(Cm)

形
成
方
法

特
徴

色
調

胎
土

焼
成

時
代

備
考

長
さ

幅
厚
さ

孔
径
重
さ
(g)

内
面

外
面

断
面

Ⅱ
区

暗
黒
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

0 85
手
捏
ね

淡
橙
色
淡
橙
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好

奈
良
～

平
安

I区
暗
茶
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

40～
27
24～

07
手
握
ね

橙
灰
色
橙
灰
色
橙
灰
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
余
長
～

平
安

2割
欠
損

I区
E
暗
灰
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

08～10
手
捏
ね

灰
白
色
～

暗
灰
色

灰
白
色
～

暗
灰
色

灰
白
色
～

暗
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好

余
艮
～

平
安

I区
淡
灰
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

07
手
捏
ね

淡
灰
茶
色
淡
灰
茶
色
淡
灰
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の
砂
粒
を
少
量
含
む
。
や
や
不
良
奈
良
～

平
安

Ⅱ
区
D
暗
黒
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

37～
2 55

や耳
手
捏
ね
脂
工
甲
に
胆
777

を
多
く
含
む
淡
灰
白
色
淡
灰
白
色
淡
灰
白
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好

奈
良
～

平
安

Ⅱ
区
D
暗
茶
黒
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

5 55
07～09

手
捏
ね
胎
土
中
に
植

物
を
含
む
灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好

奈
艮
～

軍
孝

Ⅱ
区
D
暗
茶
黒
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

手
捏
わ

胎
土
中
に
植

物
を
含
む
白
色

白
色

白
色

や
や
粗
、
2mm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好

一
貝安

示平

I区
F
暗
青
灰
色
砂
レ
キ
層

土
師
器

土
錘

手
捏
ね

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の
砂
粒
を
少
量
含
む
。
良
好

¨
艮安

奈平

Ⅱ
区
D
暗
黒
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

075～09
手
握
ね
胎
土
中
に
穀
物

殻
を
多
く
含
む
淡
茶
橙
色
淡
茶
橙
色
淡
茶
橙
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

良
奈
艮
～

平
安

E区
D
暗
茶
黒
色
粘
質
土
層

土
師
器

土
錘

41～
ゃ　９５

手
捏
わ

胎
土
中
に
穀
物

搬
夕
多
く
合
お
淡
茶
橙
色
淡
茶
橙
色
淡
茶
橙
色
や
や
粗
、
2～
3mm程
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好

¨
長安

全不平

当”★肺ヨ

||

第
35表
 
輔
羽
口
観
察
表

掲
載
No
地
区

土
色

種
別

器
種

寸
法
(cm)

形
成
方
法

色
ヨ
司

月台
土

焼
成

時
代

長
さ
厚
さ
口
径
直
径

内
面

外
面

断
面

Ⅱ
区
D
暗
茶
灰
色
粘
質
土
層

土
製
品

輔
羽
口

47
手
捏
ね

暗
灰
色
淡
灰
色
黄
白
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の
砂
粒
を
少
量
含
む
。

良
好

中
世

Ⅱ
区
D
晴
茶
黒
色
粘
質
土
層

土
製
品

鯨
羽
口

27
手
捏
ね

灰
白
色
淡
灰
色
橙
茶
色
や
や
粗
、
2mm程
の
砂
粒
を
含
む
。

民
好

中
世

Ⅱ
区
D
暗
茶
黒
色
粘
質
土
層

土
製
品

輔
羽
ロ

32
手
捏
ね

淡
橙
色
淡
灰
色
灰
白
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま
な
い
。

良
好

中
世

I区
D
暗
茶
黒
色
粘
質
土
層

土
製
品

輪
羽
ロ

手
捏
ね

明
橙
色
淡
灰
色
明
橙
色
や
や
粗
、
2mm程
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好

中
世

I区
D
暗
茶
黒
色
粘
質
土
層

土
製
品

輸
羽
口

手
捏
ね

明
橙
色
淡
灰
色
明
橙
色
や
や
粗
、
2m以
下
の
砂
粒
を
若
干
含
む
。

良
好

中
世

I区
D
暗
茶
黒
色
粘
質
土
層

土
製
品

輛
羽
回

47
手
捏
ね

淡
橙
色
灰
色

明
橙
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま
な
い
。

艮
好

中
世

Ⅱ
区
D
暗
茶
黒
色
粘
質
土
層

土
製
品

輔
羽
日

手
橿
ね

淡
茶
色
淡
灰
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま
な
し

良
好

中
世

I区
D
暗
茶
灰
色
粘
質
土
層

土
製
品

輔
羽
ロ

手
捏
わ

黄
橙
色
灰
色
赤
橙
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の
砂
粒
を
若
千
含
む
。

良
好

中
世



カミヤ遺跡

第36表 炉構造材・鉄滓観察表
掲載血 地 区 土色 種別 器種 重さ (g) 備考

I区 A
暗灰色・

青灰色砂レキ層
炉構造材 炉壁 2,000 00

通風孔の傾斜が10度。

設置角が5度。

炉構造材 炉壁 102 00

I区 A 排土 炉構造材 炉壁 225 00

I区 A 炉構造材 炉壁 1,000 00

I区 A 暗灰色粘質土層 炉構造材 炉壁 1,200 00

I区 A
暗灰色・

青灰色粘質土層
炉構造材 炉壁 1,800 00

I区 A 暗灰色粘質土層 炉構造材 炉壁 315 00

I区 A 青灰色砂レキ層 炉構造材 炉壁 3,000 00
通風子しの傾斜が5度。

設置角が30度。

鉄滓 炉底滓 7,000 00
炉床が溶着している。

流出孔付近と思われる。

鉄滓 炉底滓 4,000 00 中央部窪む。

I区 淡灰色粘質土層 鉄滓 流出滓 481 00 再編合。

I区 A 暗灰色粘質土層 鉄滓 流出滓 337 00

鉄滓 炉内滓 600 00

I区 A 暗灰色粘質土層 鉄滓 炉内滓 800 00

I区 A 暗灰色粘質土層 鉄滓 炉内滓 1,200 00 炉床上を含む。

鉄滓 流動滓 212 34

I区 A 暗灰色粘質土層 鉄滓 流動滓 292 91 上下2層に分離している。

I区 A 淡灰色粘質土層 鉄津 流動滓 167 82

I区 A 暗灰色粘質土層 鉄滓 流動滓 235 71 工具跡残る。

I区
暗灰色・

青灰色粘質土層
鉄滓 炉内滓 294 24 炭化物多く含む。炉壁付着。

I区 暗灰色粘質土層 鉄,宰 流出孔滓 358 78

I区 暗茶色粘質土層 鉄津 単位流動滓 98 17

I区 鉄滓 流動滓 60 43

I区 A 鉄滓 流動滓 84 71

I区 A 鉄滓 流動滓 25 12

I区 A 排 土 鉄 滓 流動滓 67 16

I区 排土 鉄滓 流動滓 53 02

鉄滓 流動滓 159 88

鉄滓 流動滓 82 81

第37表 石器観察表
掲載No 地 区 土 色 器 種 石材

寸法 (cm)
備考

長 さ 幅 厚 さ 重さ(g)

I区 A 淡灰色粘質土層 石鏃 サヌカイ ト 凹基型。

I区 A 淡灰色粘買土層 石鏃 サヌカイ ト 凹基型。

I区 A 淡灰茶色上層 石鏃未製品 サヌカイ ト 26～ 21～

I区 A 淡灰色粘質土層 石鏃 サヌカイ ト 19～ 17～ 凹基型。

I区 A 暗灰色粘質土層 石鏃未製品 サヌカイ ト 21～ 155～ 凹基型。

Ⅱ区 E 暗茶色粘質土層 石鏃未製品 石英

I区 A
暗灰色砂質土層

的 慟
石鏃未製品 黒曜石 凹基型。

I区 B 淡茶色土層 石錐 黒曜石 0 55

I区 B 淡茶色上層 未製品 黒曜石 11 石錐の未製品の可能性有り。

I区 A 青灰色土層 未製品 黒曜石

I区 A 排土 未製品 サヌカイト 0 55

S12 I区 A 未製品 サヌカイ ト

I区 A
暗灰色・

青灰色粘質上層
未製品 黒曜石

I区 A 淡灰茶色土層 未製品 サヌカイト

I区 A 淡灰色粘質土層 台形石器 黒曜石
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カミヤ遺跡

第37表 石器観察表
掲載No 地 区 土色 器種 石 材

寸法 (cm)
備考

長 さ 幅 厚 さ 重さ(g)

I区 A 排 土 石刃未製品 サヌカイト

[区 淡灰茶色土層 石刃未製品 サヌカイ ト 1118

I区 核 黒曜石 2 55

I区 茶灰色粘質土層 未製品 黒曜石

I区 淡灰茶色土層 未製品 黒曜石 21

I区 A 排土 未製品 サヌカイ ト

I区 A 淡茶色土層 石刃未製品 黒曜石 15 03

S23 I区 B 淡灰色粘質土層 石匙 粘板岩系

I区 淡茶色土層 チョッパー 104 70

I区 B 石錘 凝灰岩系 92 40

S26 E区 D 暗茶色粘資土層 磨 石 563 00 P289

I区 A 淡灰茶色粘質土層 暦 石 安山岩系 17 69 41

S28 Ⅱ区 D 淡灰色粘質土層 磨石 凝灰岩系 498 00

I区 A 排土 打製石斧 凝灰岩系 77 89 風化による磨滅が激しい。

I区 茶灰色粘質上層 打製石斧 サヌカイ ト 26 67 風化による磨減が激しし

I区 A 排 上 磨製石斧 凝灰岩系 62～ 47～ 179 38

I区 8 偏平磨製石斧 サヌカイ ト 215 83

[区 A 排土 磨製石斧 サヌカイ ト 39～ 29～ 06～

I区 G 淡灰茶色粘質土層 砥 石 砂岩系 52 17 80 27

I区 B 淡茶色上層 砥 石 チヤー ト系 8 05 29 73 棒状の物を研 ぐ砥石。

S36 I区 B 砥 石 粘板岩系 36～ 36～ 10 27

I区 A 砥 石 粘板岩系 35～ 48～
S38 I区 A 砥 石 凝灰岩系 38～ 30～ 11 1513

Ⅱ区 不 明 チャー ト系 56～ 28～ 16 03 本の葉形石製品。

I区 B 要 石 500000 全面砥石として使っている。

I区 B 淡茶色粘質土層 砥 石 粘板岩系 33 43

I区 B 碁石状石製品 安 山岩 系 21 碁石の可能性有り。

第38表  骨製品観察表

掲載Nα 地 区 上色 種 別 器種
寸法 (cm)

備考
長さ 幅 厚 さ 重さ(g)

I区 I A 淡灰茶色粘質土層 骨製品 棒状骨製品 棒状に面取りを施し端部とがらせる

第39表 鉄器観察表

掲載Nc 地 区 土色 種 別 器種
寸法 (cm)

備考
全長 鏃身幅 頸部長 重さ(g)

Fl I区 I A 茶灰色粘質土層下層 鉄器 鉄鏃 28 42 二又鏃。櫛被付し。
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木
製
品
観
察
表

掲
載
Nc
地
区

遺
構

土
色

大
分
類

中
分
類

小
分
類

特
徴

長
さ

(cm)

幅ｃｍ

厚
さ

(cm)
備
考

柱
根
形
式
樹
皮
の

有
無

I区
B
性
格
不
明
遺
構
01

容
器

挽
物

漆
器
碗

腰
が
深
い

器
高

42～

底
径

78

I区
A

暗
青
灰
色
土
層

容
器

挽
物

漆
器
碗

厚
底

器
高

31～

底
径

66

I区
A

容
器

挽
物

漆
器
碗

日
径

148
器
高

40～

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

容
器

挽
物

漆
器
碗

厚
底

器
高

20～

底
径

78

I区
A

容
器

挽
物

漆
器
碗

腰
が
深
い

器
高

62～

底
径

78

I区
A

暗
灰
色
砂
レ
キ
層

容
器

挽
物

漆
器
皿

器
高

165～

底
径

48

I区
B
P340

容
器

挽
物

漆
器
碗

口
径

138
器
高

6 35

底
径

71

I区
A

容
器

挽
物

漆
器
碗

腰
が
深
い

口
径

168
器
高

6 05

底
径

87

I区
A

茶
灰
色
粘
質
上
層

容
器

挽
物

漆
器
碗

口
径

16 4

器
高

49～

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

容
器

挽
物

漆
器
碗

口
径

190
器
高

575～

I区
容
器

挽
物

漆
器
碗

器
高

195～

底
径

92

I区
B
性
格
不
明
遺
構
01

容
器

挽
物

漆
器
碗

厚
底

器
高

34～

底
径

54

I区
容
器

挽
物

漆
器
碗

口
径

188
器
高

40～

I区
容
器

挽
物

漆
器
碗

口
径

183

器
高

47～

I区
容
器

挽
物

漆
器
碗

腰
が
浅
し

器
高

23～

底
径

78

I区
暗
灰
色
粘
質
土
層

容
器

挽
物

漆
器
碗

厚
底

器
高

22～

底
径

59

I区
容
器

挽
物

漆
器
皿

器
高

15～

底
径

64

I区
黒
灰
色
粘
質
土
層

(や
や
砂
つ
ば
い
)

容
器

挽
物

漆
器
Dt

高
台
付
く

器
高

26～

底
径

64

1区
暗
灰
色
粘
質
土
層

容
器

挽
物

漆
器
碗

器
高

23～

底
径

83

W20
1区

容
器

挽
物

漆
器
碗

器
高

15～

底
径

8 75

|
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掲
載
No

地
区

遺
構

土
色

大
分
類

中
分
類

小
分
類

特
徴

長
さ

(cm)

幅(cm)

厚
さ

(cm)
備
考

柱
根
形
式
樹
皮
の

有
無

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

容
器

挽
物

漆
器
碗

器
高

14～

底
径78

I区
B
性
格
不
明
遺
構
01

容
器

挽
物

漆
器
碗

器
高

155～

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

容
器

挽
物

漆
器
碗

器
高

345～

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

(お
も
か
す
挟
む
)

食
事
呉

杓
子
状
木
製
品

そ
の
他

07

区
A

食
事
呉

杓
子
状
木
製
品

そ
の
他

77

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

食
事
呉

杓
子
状
木
製
品

そ
の
他

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

食
事
具

杓
子
状
木
製
品

そ
の
他

110～
42～

区
A

食
事
具

杓
子
状
木
製
品

そ
の
他

34

区
A

食
事
呉

杓
子
状
木
製
品

そ
の
他

一
部
炭
化

0 75

区
A

不
明
品

匙
状
木
製
品

そ
の
他

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

有
孔
板

木
栓
止
め
2ヶ
所

170～
73

容
器
の
底
の
可
能
性
。

区
A

不
明
品

板
状
具

有
子
し板

1箇
所
の
穿
孔

218～
115

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

有
孔
板

73

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

容
器

台
1物

長
方
形
盤

1795～
22～

07

I区
A

容
器

曲
物

底
板

298～
09～

容
器
の
底
、
若
し
く
は

蓋
の
可
能
性
。

区
A

晴
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

円
盤
状
木
製
品

1305～
36～

区
A

不
明
品

板
状
具

円
盤
型

曲
物
底
部
?

88～
17～

07

区
A

灰
色
粘
質
土
層

容
器

曲
物

底
板

94～
73

区
A

容
器

曲
物

曲
物
身

一
部
炭
化

233～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

容
器

曲
物

曲
物
身

63～

区
A

容
器

曲
物

曲
物
身

ケ
ビ
キ
跡

195～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

容
器

曲
物

曲
物
身

475～
02

区
A

容
器

曲
物

曲
物
身

85～

W44
I区
A

暗
灰
色
粘
資
土
層

(砂
レ
キ
を
含
む
)

容
器

曲
物

曲
物
身

樹
皮
結
束

725～
30～

W45
I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

(や
や
砂
つ
ぱ
い
)

容
器

曲
物

曲
物
身

144～

W46
I区
A

灰
色
粘
質
土
層

容
器

曲
物

曲
物
身

ケ
ビ
キ
跡

995～
03

I区
A

不
明
品

板
状
具

先
尖
板

2箇
所
穿
孔

18
10
木
製
の
針
、
木
針
?

W48
I区
A

不
明
品

棒
状
具

箸
状
細
棒

123～

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層
下
層

不
明
品

棒
状
具

箸
状
細
棒

端
部
や
や
炭
化

98～

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

(砂
レ
キ
を
含
む
)

不
明
品

榛
状
具

審
状
細
棒

1005～

区
A

工
具

棒
状
具

先
尖
棒

1方
向
切
り
落
と
し

51

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

棒
状
具

そ
の
他

46～

区
A

不
明
品

棒
状
具

箸
状
細
棒

635～
07

区
A

晴
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

棒
状
具

先
尖
棒

一
部
炭
化

176
16

07



十億１

掲
載
Nc
地
区

遺
構

土
色

大
分
類

中
分
類

小
分
類

特
徴

長
さ

(cm)

幅(Cm)

厚
さ

(cm)
備
考

柱
根
形
式
樹
皮
の

有
無

区
A

青
灰
色
土
層

不
明
品

棒
状
具

そ
の
他

端
部
ヘ
ラ
状
に
反
る

端
部
炭
化
。

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

棒
状
具

そ
の
他

1535～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層
上
層

不
明
品

棒
状
具

箸
状
細
棒

10

区
A

青
灰
色
砂
レ
キ
層

不
明
品

棒
状
呉

先
尖
棒

63～
1

区
A

灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

棒
状
具

そ
の
他

1415～
2
07

区
A

青
灰
色
砂
レ
キ
層

不
明
品

棒
状
具

先
尖
棒

119～
0

区
A

青
灰
色
土
層

不
明
品

角
材

そ
の
他

端
部
切
り
落
と
し

162～

区
A

青
灰
色
土
層

不
明
品

棒
状
具

そ
の
他

区
A

不
明
品

角
材

そ
の
他

両
端
部
切
り
落
と
し

区
A

不
明
品

板
状
具

ホ
ゾ
付
き
角
材

199～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

角
材

ホ
ゾ
穴

狭
り
入
り

195～
17

I区
A

青
灰
色
砂
レ
キ
層
上
層

不
明
品

角
材

ホ
ゾ
付
き
角
材

204～
42

15

I区
A

践
合
補
助
材

挿
入
型
の
上
め
具
か
把
手
そ
の
他

ンヽ
ド
ル
状

19

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

そ
の
他

有
孔
板

中
央
に
芽
孔
、
周
囲
5方
に

軸
棒
が
通
る

70～
は
づ
み
車
の
可
能
性
。

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

有
孔
板

端
部
切
り
落
と
し

I区
A

不
明
品

板
状
具

有
孔
板

42

I区
A

灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

有
孔
板

軸
棒
残
る

I区
A

青
灰
色
砂
レ
キ
層
上
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

2方
向
切
り
落
と
し

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

区
A

地
山
上
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

両
端
部
切
り
落
と
し

1635～
13

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

I方
向
切
り
落
と
し

1425～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

ケ
ビ
キ
跡

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
切
り
落
と
し

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

両
端
部
丸
く
仕
上
げ
る

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
切
り
落
と
し

69～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

棒
状
具

先
尖
棒

端
部
炭
化

104～

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

ケ
ビ
キ
跡

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
切
り
落
と
し

130～
31

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

107～

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

11

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
切
り
落
と
し

715～

区
A

不
明
品

板
状
具

快
入
板

円
形
挟
り

168～
665～

区
A

暗
灰
色
砂
レ
キ
層

不
明
品

棒
状
具

有
孔
椿

136～
11～

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

両
端
部
切
り
落
と
し

木
釘
が
残
る
。

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

短
材

両
端
部
切
り
落
と
し

77

W92
区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

有
孔
板

有
乳

ゝ”★肺堺
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掲
載
No
地
区

違
構

土
色

大
分
類

中
分
類

小
分
類

特
徴

長
さ

(cm)

幅(cm)

厚
さ

(cm)
備
考

柱
根
形
式
樹
皮
の

有
無

W93
区
A

不
明
品

棒
状
具

そ
の
他

261～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

両
端
部
切
り
落
と
し

W95
区
A

晴
青
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

割
り
込
み

区
A

暗
青
灰
色
土
層

接
合
補
助
材

栓
も
し
く
は
楔

そ
の
他

端
部
炭
化

164～

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

64～
30～

容
器
の
底
、
若
し
く
は

蓋
の
可
能
性
。

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層
下
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

一
部
炭
化

375～

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
切
り
落
と
し

285～

I区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

47
12～

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

17

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

接
合
補
助
材

挿
入
型
の
止
め
具
か
把
子
そ
の
他

40～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

角
材

残
材

48～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

角
材

残
材

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

角
材

残
材

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

角
材

短
材

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層
上
層

不
明
品

角
材

そ
の
他

W108
区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

棒
状
具

そ
の
他

奮
Jり
込
み

2545

区
A

淡
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

角
材

短
材

両
端
部
切
り
落
と
し

区
B
建
物
09 Pl

建
築
部
材

柱
材

柱
材

一
部
炭
化

244～
Ⅲ
型

無
し

区
B
性
格
不
明
遺
構
01

不
明
品

そ
の
他

有
孔
板

端
部
切
り
落
と
し

755～
27

区
A

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

周
辺
を
削
り
落
と
す

2405～
94～

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
丸
く
仕
上
げ
る

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

割
り
込
み

0 55

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

円
盤
状
木
製
品

曲
物

100～
345～

07

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

突
起

0 95

区
A

不
明
品

棒
状
具

袂
入
棒

184～
15

区
A
集
石
遺
構
04

晴
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

春
Jり
込
み

27

区
A

不
明
品

棒
状
具

そ
の
他

1方
向
切
り
落
と
し

区
A

不
明
品

そ
の
他

残
材

舌
L雑
に
奮
1り
込
み

I区
A

暗
灰
色
砂
質
土
層

(お
も
か
す
層
含
む
)

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

円
形
奪
1り
込
み

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

挟
入
板

舎
1り
込
み

2255

I区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

137～
4 25

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

有
孔
板

1箇
所
の
穿
孔

[区
A

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

中
央
が
山
形
に
盛
り
上
が
る

区
A

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

一
部
炭
化

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
切
り
落
と
し

855～
2 35

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
丸
く
仕
上
げ
る

区
A

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

07

区
不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

両
端
部
切
り
落
と
し
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掲
載
Nα
地
区

遺
構

土
色

大
分
類

中
分
類

小
分
類

特
徴

長
さ

(Cm)

幅ｃｍ

厚
さ

(cm)
備
考

柱
根
形
式
樹
皮
の

有
無

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

両
端
部
考
1り
込
み

山灰

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

11

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

舎
1り
込
み

W134
区
A

晴
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

136～
105～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

段
有
り

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

段
有
り

1115～

W137
区
A

青
灰
色
砂
レ
キ
層

不
明
品

棒
状
呉

そ
の
他

中
央
窪
む

区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

4方
向
切
り
落
と
し

区
A
集
石
遺
構
04

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

乱
雑
に
切
り
落
と
し

区
A

青
灰
色
土
層

不
明
品

棒
状
具

そ
の
他

端
部
炭
化

2415～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

角
材

短
材

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

両
端
部
切
り
落
と
し

250～

区
A

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

周
辺
を
削
り
落
と
す

I区
A

灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

杓
子
状
木
製
品
の

可
能
性
有
り

121～

区
A

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

一
部
炭
化

76～

区
A

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

端
部
切
り
落
と
し

79～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

72～

区
A
集
石
遺
構
04

暗
灰
色
粘
質
土
屠

不
明
品

そ
の
他

残
材

区
集
石
遺
構
04

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

そ
の
他

残
材

11

区
A

灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

短
材

11

区
A

不
明
品

板
状
具

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

中
央
に
稜
線
を
持
つ

50
11

区
A

不
明
品

板
状
具

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

2 25

区
A
集
石
遺
構
04

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

そ
の
他

残
材

57

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

有
孔
板

87～
曲
物
の
可
能
性
。

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
丸
く
仕
上
げ
る

685～
曲
物
の
可
能
性
。

W157
区
A

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

14

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

区
A

不
明
品

板
状
具

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

57

区
A

不
明
品

板
状
具

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

11

区
A
集
石
遺
構
04

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

そ
の
他

残
材

端
部
切
り
落
と
し

14

区
A

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
切
り
落
と
し

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

そ
の
他

残
材

断
面
楕
円
形

57

区
A

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

1方
向
切
り
落
と
し

17

区
A

不
明
品

板
状
具

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

21

区
A
集
石
遺
構
04

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

残
材

端
部
切
り
落
と
し

07

区
A

不
明
品

そ
の
他

残
材

70
5

区
A

不
明
品

板
状
具

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

4

区
A

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

両
端
部
切
り
落
と
し

11
785～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

有
孔
板

73

区
A

青
灰
色
上
層

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

ホ
ゾ
穴

3345
33

淋″★帥ヨ
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掲
載
No
lt区

遺
構

土
色

大
分
類

中
分
類

小
分
類

特
徴

さい

長に

幅ｃｍ

さ耐

厚伯
備
考

柱
根
形
式
樹
皮
の

有
無

[区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

I区
暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

I区
晴
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

I区
B

不
明
品

角
材

そ
の
他

I方
向
切
り
落
と
し

3 35

I区
A

不
明
品

板
状
具

ホ
ゾ
付
板
材

割
り
込
み

I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

不
明
品

そ
の
他

そ
の
他

割
り
込
み

Ⅱ
区

不
明
品

角
材

先
尖
棒

115

W180
Ⅱ
区
F

不
明
品

角
材

先
尖
棒

202～
10

Ⅱ
区
F

不
明
品

角
材

そ
の
他

挟
り
有
り

Ⅱ
区
F

不
明
品

角
材

そ
の
他

換
り
有
り

2375～

Ⅱ
区
F

不
明
品

角
材

そ
の
他

快
り
有
り

Ⅱ
区
F

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

2方
向
切
り
落
と
し

2045～

Ⅱ
区
F

不
明
品

板
状
具

短
材

端
部
切
り
落
と
し

+215～
97

2 45

I区
D

不
明
品

角
材

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

Ⅱ
区
F
土
坑
20

不
明
品

板
状
具

残
材

端
部
切
り
落
と
し

Ⅱ
区
F
土
坑
20

不
明
品

板
状
具

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

11

I区
F

不
明
品

そ
の
他

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

Ⅱ
区
E

不
明
品

角
材

短
材

端
部
切
り
落
と
し

47
37

2 35

Ⅱ
区
F
土
坑
20

不
明
品

板
状
具

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

Ⅱ
区
E

不
明
品

板
状
具

残
材

端
部
切
り
落
と
し

48～
27

0 65

Ⅱ
区
F
土
坑
20

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

端
部
切
り
落
と
し

321～
11

■
区
F
土
坑
20

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

2方
向
切
り
落
と
し

11

Ⅱ
区
F

不
明
品

板
状
具

有
子
L板

灰̈
379～

71

工
区
F

不
明
品

角
材

そ
の
他

242～

Ⅱ
区
F

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

書
Jり
込
み

97

Ⅱ
区
D
P293

接
合
補
助
材

lF入
型
の
止
め
具
か
把
手
そ
の
他

Ⅱ
区
F

不
明
品

木
塊

そ
の
他

乱
雑
に
切
り
落
と
し

工
区
F
土
坑
20

不
明
品

木
塊

残
材

両
端
部
切
り
落
と
し

Ⅱ
区
F

不
明
品

そ
の
他

残
材

2方
向
切
り
落
と
し

W202
Ⅱ
区
F

建
築
部
材

柱
材

柱
材

端
部
切
り
落
と
し

一
部
炭
化
。

W203
Ⅱ
区
F
土
坑
20

不
明
品

板
状
具

そ
の
他

両
端
部
切
り
落
と
し

W204
区
A

杭
材

杭
角
杭

3方
向
削
り
込
み

504～

W205
区
A

杭
材

杭
角
杭

4方
向
切
り
落
と
し

265～

W206
区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

杭
材

杭
角
杭

2方
向
削
り
込
み

323～

W207
区
A

杭
材

杭
角
杭

2方
向
切
り
落
と
し

W208
区
A

杭
材

杭
板
杭

2方
向
切
り
込
み

264～
57

端
部
切
り
落
と
し
。

‖
209

区
A

杭
材

杭
板
杭

2方
向
切
り
落
と
し

179～

区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

杭
材

杭
板
杭

2方
向
切
り
落
と
し

19

W211
区
A

杭
材

杭
板
杭

2方
向
切
り
落
と
し

381～
715

区
A

杭
材

杭
板
杭

1方
向
切
り
落
と
し

27
一
部
炭
化
。

W213
区
A

杭
材

杭
板
杭

2方
向
削
り
込
み

216～

区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
落
と
し

575～
67

4分
割
。
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掲
載
No
地
区

遺
構

土
色

大
分
類

中
分
類

小
分
類

特
徴

さい

長俯

幅ｃｍ

さい

厚に
備
考

柱
根
形
式
陣榊

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
込
み

286～
4分
割
。

I区
A

杭
材

杭
丸
本
杭

端
部
切
り
落
と
し

261～
17
3分
割
。

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

4分
割

37
15～

中医

I区
A

杭
材

杭
半
裁
丸
木
杭

3方
向
切
り
落
と
し

102～

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

3方
向
切
り
落
と
し

27
4分
割
。

W220
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

3方
向
切
り
落
と
し

326～
54

半
裁
。

W221
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
込
み

325～
4分
割
。

W222
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

340～
半
裁
。

W223
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
落
と
し

312～
半
裁
。

W224
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

3方
向
切
り
落
と
し

226～
半
裁
。

W225
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

3方
向
切
り
落
と
し

253～
半
裁
。

W226
I区
A

晴
灰
色
粘
質
土
層

杭
材

杭
半
裁
丸
木
杭

6方
向
切
り
落
と
し

205～
54

一
部
炭
化
。

‖
227
I区
A

杭
材

杭
丸
末
杭

3方
向
切
り
落
と
し

327～
先
端
破
損
。

W228
I区
A

杭
材

杭
丸
本
杭

4方
向
切
り
落
と
し

240～
54

半
裁
。

W229
I区
A

暗
言
灰
色
土
層

杭
材

杭
半
裁
丸
木
杭

3方
向
切
り
落
と
し

2895～
27

一
部
炭
化
。

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

300～

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
落
と
し

425～
半
裁
。

W232
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

3方
向
切
り
落
と
し

端
部
切
り
落
と
し
。

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

3方
向
切
り
落
と
し

4655～

W234
I区

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
込
み

W235
I区
A

暗
灰
色
粘
質
土
層

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
落
と
し

515～
ク
サ
ビ
状
に
加
工
。

W236
こ
区
A

不
明
品

棒
状
具

快
入
棒

舎
Jり
込
み

lY237
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

3735
樹
種
:桜

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

樹
種
:桜

W239
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
落
と
し

473～

W240
I区
A

杭
材

杭
杭

端
部
炭
化

428～

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

3方
向
切
り
落
と
し

417

W242
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

全
方
向
肖
1り
込
む

W243
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
落
と
し

415～

W244
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

W245
I区
A

不
明
品

棒
状
具

先
尖
棒

107

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

4方
向
切
り
落
と
し

2845～
31

W247
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

5方
向
切
り
落
と
し

265～
57

W248
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

4方
向
切
り
落
と
し

290～

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

343～
炭
化
。

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

291～

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

27

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

端
部
炭
化
。

‖
253
I区

杭
材

杭
丸
木
杭

4方
向
切
り
落
と
し

237～

W254
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

187～

‖
255
I区
A

不
明
品

棒
状
具

先
尖
棒

2方
向
切
り
落
と
し

36～

W256
I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

373～

I区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

169～
当″★帥環
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掲
載
血
地
区

遺
構

上
色

大
分
類

中
分
類

小
分
類

特
徴

さい

長徳

幅ｃｍ

さ耐

厚∝
備
考

柱
根
形
式
樹
皮
の

有
無

W258
区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
落
と
し

297～

区
暗
灰
色
粘
質
土
層

杭
材

杭
丸
木
杭

655～

区
杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
落
と
し

601～

V261
区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

6545

‖
262

区
杭
材

杭
丸
木
杭

4方
向
切
り
落
と
し

W263
区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

区
A

不
明
品

棒
状
具

先
尖
棒

端
部
切
り
落
と
し

126～

W265
区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

273～

W266
区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

2方
向
切
り
落
と
し

289～

区
A

灰
色
粘
質
土
層

杭
材

杭
丸
木
杭

3方
向
肖
」
り
込
み

区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

3方
向
切
り
落
と
し

359～
ホ
ゾ
穴
2ヶ
所
。

W269
区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

1方
向
切
り
落
と
し

175～
一
部
炭
化
。

‖
270

区
A

杭
材

杭
丸
木
杭

4方
向
切
り
落
と
し

240～
ク
サ
ビ
状
に
加
工
。

区
A

青
灰
色
土
層

不
明
品

棒
状
具

先
尖
棒

端
部
炭
化

5205～

W272
区
A

不
明
品

棒
状
具

そ
の
他

両
端
部
に
加
工
有
り

439～

W273
区
A

自
然
物

鹿
の
角

そ
の
他

未
加
工

194～
170～

W274
区
B

建
築
部
材

柱
材

柱
材

4545～
I型

無
し

区
B
建
物
09 P2

建
築
部
材

柱
材

柱
材

205～
112

I型
無
し

区
B

建
築
部
材

柱
材

柱
材

ホ
ゾ
穴

4465～
1615

I型
無
し

W277
区
B

建
築
部
材

柱
材

柱
材

306～
Ⅱ
型

無
し

W278
区
8
P194

建
築
部
材

柱
材

柱
材

4775～
123

肛
型

無
し

区
8

建
築
部
材

柱
材

柱
材

372～
111

Ⅲ
型

径小

区
B

建
築
部
材

柱
材

柱
材

223～
Ⅲ
型

無
し

‖
281

区
B
建
物
09 Pl

建
築
部
材

柱
材

柱
材

702～
20 15

Ⅲ
型

無
し

W282
I区
D
P262

建
築
部
材

柱
材

柱
材

上
部
切
り
落
と
し

455～
型

無
し

I区
F
柱
列
02 P3

建
築
部
材

柱
材

柱
材

型
有
り

Ⅱ
区
D

建
築
部
材

柱
材

柱
材

191～
型

無
し

W285
Ⅱ
区
D
建
物
16 P2

建
築
部
材

柱
材

柱
材

3475～
13 05

型
無
し

Ⅱ
区
D

建
築
部
材

柱
材

柱
材

4855～
I型

無
し

工
区
D

建
築
部
材

柱
材

柱
材

451～
Ⅲ
型

無
し

‖
288

Ⅱ
区
E

建
築
部
材

柱
材

柱
材

7805～
Ш
型

有
り

W289
工
区
E
P126

建
築
部
材

桂
材

柱
材

324～
皿
型

無
し



羽代前田遺跡

第1表 谷計測表
報告番号 平面形

上 面 長 由 (om) 匁こ車由 (cm)
深 さ (cm) 主軸 出土遺物

底 面 賀邑軍出 (Cm)

等高線に直交ずる直線系
!.44b U∪

279 00 N-38 5°  ―E
82 00～ 550 00～

第2表 焼土面計測表
報告番号 平面形

上 面 長車由 (cm) 匁こ車由 (cm)
深 さ (cm) 主軸 出土遺物

FE面 嘔盈軍由 (Cm) 賀豆軍由 (Cm)

帯状堆積
Z53 U∪ ψ́ 4/ υυ～

N-20 3°  ―E

第3表 炭化面計測表

第5表 溝計測表

第6表  ピット計測表

報告番号 平面形
上 面 長 軸 (cm) 策豆車由 (cm)

深さ (cm) 主軸 出土遺物
底 面 振邑軍出 (Cm) 死三軍白 (Cm)

不整形
112 50～

N-20 3°  ―E

第4表 土器溜計測表
報告番号 平面形

上 面 嘔己車由 (cm) 匁こ車由 (cm)
深さ (cm) 主軸 出土遺物

原 面 √ミ軍由 (Cm) 匁三剛由 (Cm)

不整形
33b UU 210 00

N-50 6°  ―E 土師器 須恵器

楕円形 N-3 4°  一E 土師器 須恵器 鉄滓

報告番号 平面形
上 面 長 軸 (cm) 豆軍噛 (cm)

深さ (Cm) 主軸 出土遺物
底 面 嘔己車由 (cm) 豆車噛 (cm)

等高線に直交した浅いL字形
40∠ UU

N-60 7°  一E

報告番号 平面形
上 面 長 軸 (cm) 賀ユ軍由 (cm)

深 さ (cm) 主軸 出土遺物
底 面 嘔邑車由 (cm) 匁ユ車由 (cm)

円形 40 00 N-86 7°  ―E
46 UU

楕円形 N-71 6°  ―E

-48-



第
7表
 
遺
物
観
察
表

地
区
遺
構

土
色

種
別

器
種

寸
法

ヨ
司堅

特
徴

色
胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径
器
高
最
大
径
底
径

1次
2次

3次
肉
面

外
断
面

1
ト
レ
ン
チ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
養
164
129～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

暗
茶
色
淡
橙
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lmH以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
良

吉
墳
後
期
則
ヒ
の
為
調
整
不
明
瞭
。

2
ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
口
縁
養
165
795～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

明
橙
色
暗
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂

粒
を
含
ま
な
い
。

良
古
墳
後
期
口
縁
、
胴
部
外
面
ス

ス
付
着
。

3
ト
レ
ツ
チ
6
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
奏
149
49～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

玉
縁
状
日
縁
淡
責
色
淡
責
色
黒
灰
色
密
、
3mm以
下
の
砂
粒

券
合
よ
、
_

や
や
不
良
古
墳
中
期

～
後
期
風
化
の
為
調
整
不
明
瞭
。

4
ト
レ
シ
テ
6
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
甕
166
57～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

暗
橙
茶
色
暗
橙
茶
色
晴
橙
茶
色
や
や
粗
、
llm以
下
の
砂
粒

井
合
よ
、̂
未
任
対
歩
合
よ
、
_
や
や
不
良
古
墳
後
期

5
ト
レ
ン
チ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
輩
152
62～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
llm程
の
砂
粒
を

含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期

6
ト
レ
シ
子
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
甕
162
90～

ヨ
ヨ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
黄
茶
色
淡
橙
色
淡
茶
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
若
千
含
む
。

や
や
不
良
首
墳
後
期

7
ト
レ
ン
チ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
養

58～
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

暗
茶
色
暗
茶
色
晴
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

私
対
歩
合
す
Ⅲ
_

良
好

古
墳
後
期
口
縁
外
面
ス
ス
付
着
。

8
ト
レ
シ
テ
6
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
甕
168
20 5´
▼
236

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

日
縁
ゆ
が
み
有
り
淡
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
や
や
粗
、
lmn以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期
外
面
赤
彩
。
外
面
底

部
付
近
ス
ス
付
着
。

9
ト
レ
ン
テ
16
土

土
師

:
単
IIt口
綴
審
23 0

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

晴
橙
茶
色
暗
橙
茶
色
黒
色

密
、
十1m以
下
の
砂
粒
を
多
く
含
む
。
良
好

古
墳
後
期

ト
レ
ン
テ
lU

土
層

土
師

193
橙
茶
色
橙
茶
色
橙
茶
色
密
、
llm以
下
の
砂
粒
を
き
子
含
む
。
良

古
墳
後
期
調
整
不
明
。

11
ト
レ
ン
テ
16
排
土

土
師
器
単
純
日

i
25 2
49～

ヨ
コ
ナ
デ

暗
茶
色
暗
茶
色
暗
茶
色
召
、
llm以
下
の
秒
紅
を
多
く
含
む
。
良
好

占
墳
後
期

ト
レ
ン
チ
5
橙
色
粘
賢
土
層

土
師
器
単
4t日
縁
甕
126
53～

ヨ
ヨ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

暗
橙
色
暗
橙
色
暗
橙
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂

対
券
合
士
な
い
_

良
古
墳
後
期
口
縁
、
胴
部
外
面
ス

ス
付
着
ハ

ト
レ
ン
テ
9

灰
色
粘
土
・
砂
レ
キ
の
混

合
層
(下
層
に
な
る
に
つ

れ
レ
=勒
浜
き
く
な
る
)

土
師
器
小
型
壷

63～
指
お
さ
え
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
茶
色
暗
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
古
墳
後
期
外
面
赤
彩
、
ス
ス
付
着
。

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
資
土
暦

土
師
器

19 4
56～

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

淡
責
橙
色
淡
責
橙
色
淡
黄
橙
色
や
や
糧
、
lm程
の
砂
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
養
176
75～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色

や
や
秘
、
IIm以
卜
の
砂
4」

歩
会
よ
、_未
れ
埒
歩
合
よ
、
や
や
不
良
古
墳
後
期
風
化
の
為
調
整
不
明
瞭
。

ト
レ
シ
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
萎

166～
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

暗
黄
茶
色
暗
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂
粒
を

斜
ェ
群
野
猪
澁

良
古
墳
後
期
口
縁
、
胴
部
外
面
ス

ス
付
着
。

ト
レ
シ
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
妻

7 4～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

茶
色

茶
色

茶
色

や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
古
墳
後
期
口
縁
内
面
、
胴
部
内

外
面
ス
ス
付
着
。

ト
レ
ン
チ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
霊

65～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

暗
橙
色
暗
橙
色
暗
橙
色
や
や
粗
、
lnn以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期

ト
レ
ン
チ
6
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
妻

29 8
29 0

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

玉
縁
状
口
縁
決
黄
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
(男
駄
肺
耀
=9'り
種
を

針
ェ
簿
鴫
ぢ

“

箋
よ
ェ
や
や
不
良
古
墳
後
期
口
縁
、
胴
外
面
、
底

部
内
側
ス
ス
付
着
ハ

ト
レ
ン
テ
6
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
口
縁
露

119～
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
黄
橙
色
淡
黄
橙
色
淡
黄
橙
色
や
や
粗
、
lWn以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
百
墳
後
期

I
ト
レ
ン
チ
6
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
琴

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

暗
茶
色
明
橙
色
淡
茶
色
粗
、
配
の
砂
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
肇
20 6
61～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
黄
茶
色
淡
橙
茶
色
淡
責
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

良
古
墳
後
期

ト
レ
ン
チ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
萎

71～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

明
橙
色
明
橙
色
淡
茶
色

や
や
和
、
Z団
以
卜
の
り
種

歩
合
よ
、_未
わ
対
歩
合
ナ
、
_
や
や
不
良
古
墳
後
期

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
小
型
輩

125
12 55

指
お
さ
え
ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

淡
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
淡
茶
色
密
、
肥
の
砂
粒
を
含

む
。

や
や
不
良
白
環
甲
期

～
後
期
外
面
赤
彩
。

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
小
型
養

75～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

橙
茶
色
明
橙
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lm程
の
砂
粒
を

艶
。
潮
を
釣
。
や
や
不
良
古
墳
中
期

～
後
期
外
面
赤
彩
。

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
口
縁
甕

495～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
橙
茶
色
赤
橙
色
赤
橙
色
密
、
inm以
下
の
砂
粒
を

合
よ
、_未
れ
針
歩
合
お
_

や
や
不
良
古
墳
後
期

ト
レ
ン
チ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
口
縁
甕

35～
淡
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
ゃ
ゃ
祇
Imm以
ド
の
υ
桓
を

会
と
と
身
部
弓
附
拾
す
と
良

古
墳
後
期
風
化
の
為
調
整
不
明
。

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
杯

37～
120

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

暗
橙
色
暗
橙
色
暗
橙
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂

粒
を
含
ま
な
い
。
や
や
不
良
古
墳
後
期

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
小
型
壷

34～
口
縁
が
内
傾
し

て
い
る

明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
密
、
lmm程
の
砂
粒
を

金
よ
、

や
や
不
良
古
墳
中
期

～
絡
卸
調
整
不
明
。

遥弁卦団肺堺

―ドｏｌ
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朝α

陶Ｎ
地
区

遺
構

土
色

種
別

器
種

寸
法
(cm)

調
整

特
徴

色
調

胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径

器
言
最
大
径

1次
2必
々

3必
k

内
面

外
面

断
面

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
垂
看
し
く
は

1035～
144

ナ
デ
若
し
く
は

ミ
ガ
キ

平
底
の
厚
い
底

部
淡
橙
茶
色
淡
橙
色
淡
茶
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含

転
飛
蜘
乱

や
や
不
良
古
墳
後
期

31
ト
レ
ン
テ
lt
明
灰
色
粘
質
土
層

土
師
器
ミ
ニ
チ
ュ
ア

土
器
不

手
捏
ね

淡
責
茶
色
淡
黄
茶
色
淡
黄
茶
色
密
、
lmn以
下
の
砂
粒
を
多

く
てまとェ

や
や
不
良
古
墳
後
期
ゆ
が
み
、
黒
斑
有
り
。

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器

坪
140
66～

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

淡
茶
色
明
橙
色
淡
茶
色
ゃ
凱
IIm以
ド
の
り
狂

ぢ
イ
釘
す
ェ

や
や
不
良
盲
墳
後
期
外
面
赤
彩
。

トレ
ン
テ
26
茶
色
土
層

土
師
器
郷

115～
4

厚
い
底
部

橙
茶
色
橙
茶
色
橙
茶
色
家
lm以
硼
臨

良
好

不
明

ト
レ
ン
チ
6
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
甑

75～
〕早
ご

:

3 95
手
捏
ね
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

明
橙
色
明
橙
色
粗
、
2mm程
の
砂
粒
を
含

転
や
や
不
良
吉
墳
後
期

～
奈
良

ト
レ
ン
テ
7
灰
包
工
膚

(橙
色
粒
含
む
)

土
師
器
甑

45～
厚
さ

:

23
手
握
ね

淡
橙
茶
色
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
や
や
粗
、
lnm以
下
の
砂
粒

鵜
ヽ

不
良

百
墳
後
期

～
春
蔵

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

須
恵
器

霊
43～

回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

間
隔
が
空
く
回

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
灰
色

灰
色

灰
色

紐
lm程
の
砂
粒
を
看
千

仙
良
好

古
墳
後
期

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

須
恵
器
芸エ

150
回
転
ナ
デ
回
転

ケ
ズ
リ

沈
線
が
廻
る
灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
し
、

不
艮

古
墳
後
期

ト
レ
ン
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

須
恵
器

lTN
126
50～
152

回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

淡
灰
色
灰
色

淡
灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
し
、
需
饗
弦
野
鍛
帆
良
好

古
墳
後
期

ト レ
ン
テ
'8

作
土

須
恵
器
昂
者
し
く
は
言

26～
110

回
転
ナ
デ

灰
色

灰
色

淡
紫
灰
色

Lゝ
好

ト
レ
ン
テ
7
明
茶
色
土
層

須
恵
器
つ
ま
み
付
蓋

15～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

ボ
タ
ン
状
つ
ま
み
淡
灰
色
黒
灰
色

天
色
縦
あ
ま
り砂
粒
を
含
ま
な
しヽ

好
棗
艮

トレ
ン
チ
23

明
茶
色
・
明
灰
色
粘

質
土
層

須
恵
器
高
台
付
杯

145～
回
転
ナ
デ

高
合
内
側
に
面

を
持
つ

灰
色

灰
色

暗
灰
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
しヽ

良
好

奈
良

伏
せ
焼
き
。

ト
レ
シ
テ
6
茶
色
土
層

須
恵
器

外
18～

回
転
ナ
テ
]転
糸
切
り

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
欲
lm以
下
の
砂
粒
を
き
眺
良
好

平
安

ロ
ク
ロ
R。

ト
レ
ン
テ
G
茶
色
土
層

須
恵
器

IITN
15～

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
や
や
祇
柿
以
下
の
砂
地
を

含
転
黒
色
粒
熱
。
や
や
不
良
平
安

ト
レ
シ
テ
6
茶
色
土
層

須
恵
器
高
台
付
イ

若
し
く
は
皿

11～
全
面
に
施
TFH。

砂
土
目
^

暗
緑
灰
色
暗
緑
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
あ
ま
り
砂
粒
を

合
士
溢
1、

良
好

不
明

ケ
ズ
リ
出
し
高
台
。

ト
レ
シ
テ
5
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器

ITh
2～

回
転
ナ
デ

淡
茶
自
色
淡
茶
自
淡
黍
自
色
紙
lm以
下
の
砂
粒
を
書
帆
や
や
不
良
中
世

厠
ヒ
の
為
調
整
不
明
瞭
。

ト レ
ン
手
21
橙
色
土
層

土
師
器
不

3～
回
転
ナ
テ

淡
赤
色
淡
赤
色
淡
赤
色
窓
lm以
不
の
砂
粒
を
含
携
良

中
世

ト
レ
シ
テ
7
明
茶
色
土
層

土
師
器

ITN
5～

回
転
ナ
テ
]転
糸
切
り

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
欲
lm以
不
の
砂
粒
を
餅
帆
良

中
世

ロ
ク
ロ
R。

ト
レ
シ
テ
9
灰
色
烙
土
層
(炭
含
む
)
土
師
器

rTh
1 lb～

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

暗
茶
色
晴
茶
色
暗
茶
色
私
lm以
不
硼
粒
を
鎌
帆
良

中
世

則
ヒ
の
為
調
整
不
明
瞭
。

ト レ
ン
チ
24
暗
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
ハ
ソ
ウ

195～
回
転
ナ
デ

―
条
の
沈
線
。
ク
シ
状

工
具
に
よ
る
別
突
。
淡
灰
色
青
灰
色
淡
青
灰
色
家
lm以
下
の
砂
粒
を
計
帆
良

古
墳
後
期

ト レ
ン
チ
,4
茶
色
粘
質
土
層

磁
器

碗
225～

銅
運

淡
緑
色
淡
緑
色

白
密
.

艮
好

中
世

泉
窯
。

51
トレ
シ
チ
14
茶
色
粘
質
土
層

磁
器

碗
26～

縞
運

灰
色

私
良
好

中
世

龍
泉
窯
。

ト レ
ン
テ
17
暗
茶
色
土
層

磁
器

碗
32～

灰
色
緑
灰
色
黄
白
色
家
あ
ま
明
嘘
を
Jま
な
しヽ
良
好

中
世

龍
泉
窯
。

ト
レ
ン
テ
8
茶
色
粘
質
土
層

磁
器

碗
26～

緑
灰
色
緑
灰
色
黄
白
色
家
あ
ま
り
砂
粒
を
きま
な
し
、
良
好

中
世

龍
泉
窯
。

トレ
シ
テ
16
明
灰
色
粘
質
上
層

磁
器

碗
明
緑
色
明
緑
色
灰
白
色
な
あ
ま
り
砂
粒
裕
ま
な
しヽ
良
好

中
世

龍
泉
窯
。

トレ
ン
テ
19
灰
色
柄
工
膚

(下
層
に
石
含
む
)

陶
器

碗
24～

明
緑
色
明
緑
色
白
灰
色
亀

良
好

中
世

龍
泉
窯
。

トレ
ン
チ
25
晴
茶
色
土
層

陶
器

不
明

215～
条
痕
が
走
る
濃
緑
灰
色
濃
緑
灰
色
黄
白
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
しヽ

良
好

中
世
～

近
世

石
土
目
痕
。

57
I
A
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
萎

56～
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
や
や
期
、
lwm以
下
の
砂
粒

藝
良

古
墳
中
期

～
後
期
ゆ
が
み
有
り
。

I
A
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
垂
153
87～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

暗
橙
茶
色
淡
灰
茶
色
淡
黄
茶
色
や
靴
¬m以
下
の
砂
粒

純
良

百
墳
中
期

～
後
期

ト
レ
シ
チ
3
明
灰
色
粘
質
土
層

(炭
含
む
)

土
師
器
単
純
日
縁
奎
186
74～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

口
縁
端
部
つ
ま

み
出
廿

淡
橙
色
淡
橙
色
淡
茶
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含

よ
ェ

良
好
古
壌
後
期
胴
部
外
面
赤
彩
。

ト
レ
シ
テ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
甕
20 4
61～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ
ヨ
コ
ナ
デ

明
橙
色
明
橙
色
淡
茶
色
家
刷
下
の
砂
粒
を
含

檻
菱
鋭
獲
遮

良
古
墳
後
期
ハ
ケ
メ
1単
位
16mm。

ト
レ
ン
チ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
甕
188
176～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
茶
橙
色
淡
茶
橙
色
淡
茶
色
欲
飾
以
下
の
砂
粒
を
含

転
飛
労
捧
遮

良
古
墳
後
期
外
面
に
ス
ス
付
着
。

ト
レ
ン
テ
3

明
灰
色
粘
質
土
層

(炭
含
む
)

土
師
器
単
純
日
縁
養
16 6
57～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
淡
橙
色
密
、
lmn以
下
の
砂
粒
を
含

tェ
や
や
不
良
苗
墳
中
期

～
修
III

ト
レ
ン
チ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
甕
180
58～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

淡
灰
色
淡
橙
色
淡
灰
橙
色
糧
�
以
下
の
砂
粒
を
含

すゝ
菰
守
■
対
狩
ゝ

や
や
不
良
白
項
甲
翔

～
後
期

胴
外
側
風
1ヒ
の
為
調

整
不
明
。

超弁卦田肺ョ
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殉Ｎ
地
区

遺
構

土
色

種
別

器
種

寸
法
(Cm)

司
針
笙雪

特
徴

色
調

胎
土

焼
成

時
代

備
考

日
径
器
高
最
大
径
底
径

1次
2次

3次
内
面

外
面

断
面

ト
レ
シ
,3
明
灰
色
粘
質
土
層
(炭
含
0
土
師
器
単
純
日
縁
養
159
77～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

茶
色

淡
茶
色
淡
茶
色
a揃
以
下
の
砂
粒
を
訴
眺
良
好

盲
墳
後
期

I
ト
レ
ン
テ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
奏
138
76～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

上
縁み

日ば

部
に
く
明
橙
色
淡
橙
灰
色
淡
茶
橙
色
や
や
粗
、
2m以
下
の
砂
粒
を

含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
百
墳
中
期

～
後
期

E
ト
レ
ン
テ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
賽
213
9 35-

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
指
お
さ
え
ハ
ケ
メ

暗
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
中
期

～
後
期

I
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
贅
176
79～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

暗
茶
色
暗
橙
茶
色
暗
茶
色
や
や
粗
、
配
の
砂
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期
口
縁
外
面
ス
ス
付
着
。

I
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
奏
189
40～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
橙
茶
色
暗
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
古
墳
後
期
日
縁
外
面
薄
く
剥
離
。

I
土
器
溜
01
灰
色
粘
質
土
層

(炭
化
物
多
く
含
む
)

土
師
器
単
純
日
縁
養
157
60～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
灰
茶
色
淡
灰
茶
色
淡
灰
色
粗
、
lmm以
下
の
砂
粒

歩
合
よ
、
_

不
良

古
墳
後
期

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
口
縁
菱
152
455～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
橙
色
淡
橙
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
者
干
含
む
。
不
良

百
頃
中
期

～
後
期

Ⅱ
ト
レ
ン
テ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
甕
198
184～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
橙
責
色
淡
橙
黄
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
輸
以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期
胴
内
側
中
位
に
帯
状

の
ス
ス
付
着
。

I
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
警
188
65～

ヨ
コ
ナ
デ

橙
茶
色
橙
茶
色
灰
茶
色

や
や
不
農
古
塔
後
期
日
縁
外
面
ス
ス
付
着
^

I

Ｃ西
灰
茶
色
砂
質
層

土
師
器
単
純
日
縁
費
176
43～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
茶
色
淡
灰
橙
色
淡
茶
色
や
や
租
、
Zl m以
卜
の
υ

粒
を
含
む
。

不
良

古
墳
後
期

I
ト
レ
ン
テ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
警

43～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヨ
コ
ナ
デ
ハ
ケ
メ

淡
灰
色
淡
橙
色
淡
橙
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の
砂
粒

を
合
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期
風
化
の
為
調
整
不
明
。

Ⅱ
ト
レ
シ
チ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
警
170
39～

淡
橙
色
淡
橙
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
飾
鰐
呈
の
砂
粒
を

含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
境
後
期

I
土
器
沼
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
妻

35～
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
黄
橙
色
淡
橙
色
淡
黄
橙
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
若
干
含
む
。
良

古
墳
後
期

I
土
器
沼
02
砂
レ
キ
層

土
師
需
単
純
日
縁
番
180
69～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
種
茶
色
暗
種
茶
色
淡
橙
茶
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
活
干
含
む
。
艮
好

百
境
後
期

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
養
170
835～

ヨ
ヨ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

黄
茶
色
責
茶
色
貢
茶
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂

粒
を
騨

。
や
や
不
良
古
墳
後
期

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
養
192
54～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

橙
茶
色
晴
橙
茶
色
淡
黄
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
若
干
含
む
。
良

首
境
後
期

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
霊
180
56～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砧
鮒
券
小
暑
合
よ
、
_

や
や
不
良
古
墳
後
期

土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
妻
210
455～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

贈
橙
色

階
橙
色

,■
粗
、
あ
ま
り
VJI_を
含
ま
な
しヽ
展

百
墳
後
期

土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
番
170
6 85´
ヤ

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

淡
灰
黍
色
暗
灰
橙
色
淡
貢
黍
色
密
、
飾
以
下
の
砂
地
を
少
量
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
菱
20 1
63～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
諭
以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好

古
墳
後
期

I
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
奎
173
47～

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
責
色
淡
責
色
淡
黄
色
や
や
粗
、
lmH以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
良

古
墳
後
期

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
奏
155
455～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

暗
橙
色
暗
橙
色
淡
黄
茶
色
や
や
粗
、
3mm以
下
の

砂
粒
を
着
千
含
む
。
良

古
墳
後
期

I
A

砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
甕
168
44～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

橙
色

橙
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
2m以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期

■
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日

i
186
40～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
橙
色
淡
橙
色
淡
橙
色
粗
、
飾
以
下
の
砂
粒
を
剖
冶
む
。
不
良

古
墳
後
期

砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
巽
160
41～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

晴
茶
色
暗
茶
色
茶
色

密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。
良
好

百
墳
後
期

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
小
型
壷
100
140
142

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
指
お
さ
え
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

淡
茶
橙
色
明
橙
色
淡
茶
色
密
、
3mm以
下
の
砂
粒

非
小
暑
合
お
_

良
百
墳
中
期

～
絡
HR
外
側
亦
彩
有
り
。

日
縁
部
ゆ
が
み
有
り
。

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
霊
128
56～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
茶
色
淡
橙
茶
色
淡
黄
茶
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粗

を
含
む
。

良
白
頃
IP期

～
後
期

Ⅱ
ト
レ
ン
テ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
小
型
甕

7 25
39～

ナ
デ

明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

砂
粒
を
含
む
。

や
や
不
良
古
墳
中
期

～
後
期
風
化
の
為
調
整
不
明
。

I
ト
レ
ン
チ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
4Jt口
縁
奏
125
635々

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
茶
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。
良

百
墳
後
期

Ⅱ
ト
レ
ン
チ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
養
130
36～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
茶
橙
色
淡
黄
橙
色
淡
茶
色
密
、
lnm以
下
の
砂
粒
を

合
お
_未
梅
対
歩
合
お
_
や
や
不
良
古
墳
後
期

エ
ト
レ
ン
チ
橙
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
口
縁
奏
167
34～

暗
灰
色
明
橙
色
灰
色

密
、
飾
以
下
の
砂
粒
を

含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
不
良

白
頂
甲
期

～
後
期
風
化
の
為
調
整
不
明
。

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
奎

41～
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
橙
茶
色
暗
橙
茶
色
淡
黄
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の

秒
対
券
芳
千
合
お
^

良
古
墳
中
期

～
を
Ha
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地
区

遺
構

土
色

種
別

器
種

寸
法
(Cm)

ヨ
司隻彗

特
徴

色
調

胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径
器
高
最
大
径
底
径

1次
2次

3次
内
面

外
面

断
面

I
C

淡
灰
色
粘
質
土
層

(小
レ
キ
含
む
)

土
師
器
単
純
日
縁
奏

56～
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
茶
色
明
橙
色
淡
茶
色
密
、
lmH以
下
の
砂
粒
を

含
む
。

や
や
不
良
古
墳
後
期

～
奈
良

I
明
茶
色
粘
質
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
奏
195
45～

ヨ
コ
ナ
デ

淡
茶
橙
色
淡
茶
橙
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lmn以
下
の
砂

粒
を
含
む
^

良
首
墳
後
期

～
奈
良

ト
レ
シ
チ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
警
24 0
42～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
茶
橙
色
暗
構
色
淡
茶
橙
色
や
や
粗
、
lmm程
の
砂
粒
を

合
よ
、̂
赤
Ⅲ
冊
歩
合
よ
、̂
良

盲
墳
後
期

～
套
向
外
側
に
ス
ス
付
着
。

I
A

砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
警

50～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
橙
色
淡
黄
茶
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
諭
以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
古
墳
後
期

～
奈
良

100
I

灰
茶
色
砂
質
層

土
師
器
単
純
日
縁
奏
186
80～

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
指
お
さ
え

淡
黄
橙
色
淡
黄
橙
色
明
橙
色
や
や
粗
、
lFm程
の
砂
粒
を
含

む
。
赤
色
粒
を
多
く
含
む
。
良

古
墳
後
期

～
奈
良

1
ト
レ
ン
チ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
単
純
日
縁
馨

50～
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

明
橙
色
階
橋
茶
色
淡
灰
色
密
、
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま
な
い
。
良
好

苗
墳
後
期
ハ
ケ
メ
1単
位
1節
、
1際
。

I
排
土

土
師
器
単
純
日
縁
垂
143
32～

晴
橙
色
晴
橙
色
淡
橙
色
や
や
和
、
Im以
卜
の
υ
種

を
含
�
赤
色
粒
を
含
む
。
不
良

古
墳

I
A

砂
レ
キ
層

土
師
器
単
純
日
縁
甕

435～
暗
橙
茶
色
暗
橙
茶
色
暗
茶
色
密
、
1血
以
下
の
砂
粒
を
多
く
蕊
ミ
や
や
不
良
古
墳
後
期
風
化
の
為
調
整
不
明
。

I
A
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
鉢

134
8 65

内
i指
お
さ
え

後
T寧
な
ナ
デ

外
ヨ
コ
′ヽ
ケ
メ
、

指
押
さ
え
後
粗
い
ナ
テ

内
部
は
丁
軍
に

ナ
デ
る

黒
色

淡
責
茶
色
淡
責
茶
色
や
や
粗
、
lHm以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
古
墳
後
期
底
部
に
「
X」
記
号
か
?

[

暗
灰
色
・

橙
茶
色
粘
質
土
混
合
土
層
土
師
器
杯

153
24～

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

淡
責
茶
色
淡
責
茶
色
淡
黄
茶
色
や
や
粗
、
納
以
下
の
砂

対
歩
銘
、

や
や
不
良
古
墳
後
期

I
上
器
�
2
砂
レ
キ
層

土
師
器
不
類

1-
ヨ
コ
ナ
テ
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
ヘ
ラ
ミ
カ
キ

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
制
限
飾
以
下
の
秒
粒
裕
む
。
良

百
婚
中
期
～
後
期

I
A

砂
レ
キ
層

土
師
器
不
類

5
40～

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
劇
阻
im以
下
の
砂
粒
を
含
む
。
や
や
不
良

風
化
の
為
調
整
不
明
。

ト
レ
ン
テ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
杯
類

425～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

暗
橙
色
暗
橙
色
淡
茶
橙
色
密
、
飾
以
下
の
砂
社
を

含
む
。

や
や
不
良
古
墳
後
期
外
側
ケ
ズ
リ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
と

思
わ
れ
る
力Ⅵ
卸
明
。

I
A

砂
レ
キ
層

土
師
器
杯
類

63～
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

淡
橙
色
淡
橙
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
lm程
の
砂
粒
を

含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期
則
め
爛
樫
利
魂

I
土
器
溜
01
灰
色
粘
質
土
層

(炭
化
物
多
く
含
む
)

土
師
器
イ
類

37～
淡
橙
色
淡
橙
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
納
以
下
の
砂

対
井
合
お
_

良
古
墳
後
期
風
化
の
為
調
整
不
明
。

111
I

砂
レ
キ
層

土
師
器
不
類

28～
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

赤
橙
色
淡
橙
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好

古
墳
後
期
内
側
赤
彩
。

I
砂
レ
キ
層

土
宿市
器

IITh類
19 0
61～

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

暗
橙
色
明
橙
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含
転
や
や
不
良
古
墳
後
期

I
土
器
溜
01
灰
色
粘
質
土
層

(炭
化
物
多
く
含
む
)

土
師
器
高
杯

186
36～

回
転
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

淡
茶
色
明
橙
色
淡
茶
灰
色
や
や
粗
、
諭
以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

良
古
墳
後
期

I
土
器
溜
01
灰
色
粘
質
土
層

(炭
化
物
多
く
含
む
)

土
師
器
イ
類

179
42～

ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

後
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

淡
黄
茶
色
暗
橙
色
淡
黄
茶
色
や
や
粗
、
lHm以
下
の
砂

対
券
合
お
_

良
古
墳
後
期
外
面
に
赤
彩
。

I
砂
レ
キ
層

土
師
器
高
lTh

53～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
不
明
ヨ
コ
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

暗
橙
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lm程
の
砂
粒
を
含
�
や
や
不
良
古
墳
後
期

I
土
器
沼
02
砂
レ
キ
層

土
師
器

高
坪

108～
122
回
転
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

後
指
お
さ
え
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

淡
灰
茶
色
明
橙
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lmn以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

良
古
墳
中
期

～
後
期

117
I

砂
レ
キ
層

土
師
器
高
杯

355～
淡
灰
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
密
、
lwn以
下
の
砂
粒
を

含
む
。

良
吉
墳
中
期

～
後
期
風
化
の
為
調
整
不
明
。

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
高
杯

1005～
回
転
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

明
橙
色
明
橙
色
淡
茶
色
や
や
租
、
um以
卜
の
υ

粒
を
含
む
。

良
百
墳
中
期

～
絡
4H

I
砂
レ
キ
層

土
師
器
高
不

68～
淡
責
白
色
淡
責
白
色
淡
責
白
色
密
、
lrm以
下
の
砂
粒
を

含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
不
艮

古
墳
中
期

～
後
期
風
化
の
為
調
整
不
明
瞭
。

I
砂
レ
キ
層

土
師
器
高
杯

795～
回
転
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

後
指
お
さ
え
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
不
良

古
墳
中
期

～
後
期

I
灰
茶
色
砂
質
層

土
師
器
土
製
支
脚
長
ご

:

107～
手
捏
ね

赤
橙
色
赤
橙
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂

対
歩
合
お
_辞
歩
銘
、
_
や
や
不
良
百
墳
後
期

～
套
直

I
C

灰
茶
色
砂
質
層

土
師
器
土
製
支
脚

¨

さ５
５

長

１
２

幅
97～
厚
さ
81

手
捏
ね

背
後
の
雰
孔
は
中

心
か
ら
ず
れ
る

淡
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
や
や
米k2m程

の
砂
粒
を

含
む
。
潮
を
舗
。
良
好

百
墳
後
期

～
奈
良

I
り 「
土

土
師
器
土
製
支
脚

78～
125

暗
茶
色
暗
茶
色
密
、
�
以
下
の
砂
粒
を

含
む
。

良
好
古
墳
後
期

～
奈
良

ト
レ
ン
テ
3
明
灰
色
粘
質
土
層

(炭
含
む
)

土
師
器

甑
107～

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
′ヽ
ケ
メ

円
管
状
の
把
手
明
橙
色
淡
橙
色
黒
色

や
や
粗
、
lm以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

良
古
境
後
期

～
奈
良

上
下
―
対
の
把
手
。
若

し
く
は
環
状
の
把
手
。

Ⅱ
ト
レ
シ
チ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
甑

1035～
27 0

26 7
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の
砂

対
券
合
お
、

や
や
不
良
百
墳
後
期

～
奈
良

I
土
器
沼
92
砂
レ
キ
層

土
師
器
甑

255
935～

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

淡
茶
色
暗
橙
茶
色
淡
茶
色
●
●
ll、
飾
以
下
の
砂
粒
熱
。
良
好

古
墳
～
奈
良

超弁卦田肺ヨ
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||

地
区

遺
構

土
色

種
別

器
種

寸
法
(cm)

調
整

特
徴

僅
胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径
器
高
最
大
径
FH径

1次
2次

3必
k

内
面

断
面

I
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
甑

24 5
78～

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

明
橙
色
明
橙
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
lm程
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

古
墳
後
期

～
奈
良

I
A
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

土
師
器
甑

101～
手
捏
ね
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
橙
色
淡
橙
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂
粒

を
合
む
。
赤
色
粒
を
含
転
や
や
不
良
古
墳
後
期

～
奈
良

I
明
灰
色
粘
質
土
層

土
師
器

甑
755～
厚
さ
:&8

手
捏
ね

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
や
や
粗
、
2m以
下
の
砂
粒

歩
鈴
Ⅲ…
締
陸
お
_

不
良

百
墳
後
期

～
套
由

I
C

灰
茶
色
砂
質
層

土
師
器
甑

24～
手
捏
ね

暗
橙
色
淡
黄
橙
色
や
や
和
、
lm曜
の
り
種
を

合
お
_未
魯
対
弁
合
お
^

や
や
不
良
白
頂
僚
期

～
奈
良

I
B

橙
茶
色
粘
質
土
層

止
師
器
甑

635～
厚
さ
:41

手
捏
ね

淡
橙
色
淡
茶
橙
色
や
や
粗
、
2m鰐
量
の
砂
粒

を
含
む
。

や
や
不
良
古
墳
後
期

～
奈
良

ト
レ
シ
,3
販
銚
目
Ш
目
的

土
師
器
甑

47～
厚
さ
&8～

手
捏
ね

晴
橋
茶
色
暗
橙
茶
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含
転
や
や
不
良
古
墳
後
期
～
奈
良

I
灰
茶
色
砂
質
層

土
師
器
甑

42～
厚
さ
!&5

手
捏
ね

明
橙
茶
色
淡
橙
茶
色
や
や
粗
、
配
の
砂
粒
を

合
お
_赤
れ
対
歩
合
お
_

良
好

吉
墳
後
期

～
杢
息

ト
レ
ン
テ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
移
動
式
カ
マ
ド

2525～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

暗
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
密
、
3剛
以
下
の
砂
粒
を

含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
良

古
墳
後
期

～
奈
良
粘
土
紐
積
上
げ
。

I
B

橙
茶
色
粘
質
土
層

土
師
器
甑

39～
手
捏
ね

灰
茶
色
明
橙
色
や
や
粗
、
飾
以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
古
墳
後
期

～
奈
良

ト
レ
シ
手
3
明
灰
色
粘
質
土
層

(炭
含
む
)

土
師
器
甑

455～
厚
さ
:44

手
捏
ね

暗
赤
茶
色
暗
赤
茶
色
暗
赤
茶
色
密
、
lHm以
下
の
砂
粒
を

多
く
含
む
。

良
好

吉
墳
後
期

～
奈
良

ト
レ
ン
テ
3
明
灰
色
粘
質
土
層

(炭
含
む
)

土
師
器
移
動
式
カ
マ
ド
22 2

28 0
39 7

39 5
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

責
白
色
淡
黄
茶
色
淡
黄
茶
色
や
や
粗
、
lWn以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

や
や
不
良
百
墳
後
期

～
李
F3
内
側
未
調
整
。

ト
レ
ン
テ
5
橙
灰
色
粘
土
層

土
師
器
移
動
式
カ
マ
ド

138～
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

晴
茶
色
明
橙
色
淡
黄
茶
色
や
や
粗
lm程
の
砂
粒

含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期

～
奈
良
粘
土
紐
積
上
I売

ト
レ
ン
テ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
移
動
式
カ
マ
ド

80～
淡
橙
色
淡
橙
色
淡
橙
色
や
や
粗
、
配
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

古
墳
後
期

～
奈
良

ト
レ
ン
テ
灰
色
粘
土
層

土
師
器
移
動
式
カ
マ
ド

57～
24 8

24 6
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

明
橙
色
淡
茶
色
淡
黄
色
や
や
粗
、
分
前
呈
の
砂
也
を

合
お
_未
Fh対
歩
合
お
_

や
や
不
良
百
墳
後
期

～
杢
蔵

I
A

砂
レ
キ
層

土
師
器
移
動
式
方
▼
ド

445～
232

23 0
指
お
さ
え

淡
茶
橙
色
淡
橙
色
決
茶
橙
色
や
や
粗
、
lm程
の
砂
粒

夕
合
す
、̂

や
や
不
良
古
墳
後
期

～
奈
良
粘
上
紐
儀
上
t売

I
C

淡
灰
色
粘
質
土
層

(小
レ
キ
含
む
)

土
師
器
土
錘

長
さ
&9
幅
i375
厚
さ
355
重
さ
(D62
手
捏
ね

球
形

淡
黄
色
淡
黄
色
淡
黄
色
や
や
粗
、
lmn以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

晨
不
明

外
面
ス
ス
付
着
。

1
A

砂
レ
キ
層

須
恵
器
蓋

44～
124
122
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

日
縁
内
側
に
沈
線
灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
や
常
低
焔
以
下
の
砂
地
を
含
む
。
や
や
不
良
古
墳
後
期
ロ
ク
ロ
L。

A
砂
レ
キ
層

須
恵
器
芸エ

81
149

回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
Ⅷ
飾
以
下
の
砂
粒
を
合
む
。
不
艮

百
墳
後
期
ロ
ク
ロ
Rハ

I
A
土
器
沼
01
灰
色
粘
質
土
層

(炭
化
物
多
く
含
む
)

須
恵
器
芸エ

116
115
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

淡
紫
灰
色
淡
紫
灰
色
淡
紫
灰
色
や
や
粗
、
lWn以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好

古
墳
後
期
ゆ
が
み
石
り
。

ロ
ク
ロ
L

I
明
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
不
明

135～
指
お
さ
え
つ
ま
み
付
け
後

ナ
デ

ボ
タ
ン
状

つ
ま
み

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を

含
む
。

良
吉
墳
後
期

～
奈
良

I
明
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器

蓋
20～

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

輪
状
つ
ま
み
淡
青
灰
色
淡
青
灰
色
灰
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂
粒

を
含
転
黒
色
粒
を
含
む
。
良
好

奈
良

ト
レ
ン
テ
3
明
灰
色
粘
質
土
層
(炭
含
0
須
恵
器
イ

2
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
1lm以
下
の
砂
泣
含́
む
ム

好
古
塔

ロ
ク
ロ
監

ト
レ
ン
テ

須
恵
器

111
325～

回
転
ナ
デ

紫
灰
色

箕
灰
色
召
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含
む
`

セ年
:

I
A

砂
レ
キ
層

須
恵
器
イ

36～
ニナ
デ

階
灰
色

階
灰

暗
灰
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。
良
好

古
墳
後
期
底
部
外
面
に
ヘ
ラ
記
号
「
XJ

ト
レ
シ
チ
灰
色
粘
土
層

須
恵
器

不
13 1
43～

ナ
テ

淡
紫
灰
色
淡
紫
灰
色
灰
紫
色
密
、
飾
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。
良
好

首
墳
後
期
重
ね
焼
き
痕
有
り
。
ロ
ク
ロ
R。

I
A
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

須
恵
器
必

150
15 3

回
転
ナ
デ

灰
白
色
灰
白
色
灰
白
色
や
や
粗
、
1lm罹
の
砂
粒

を
含
む
。

不
良

奈
良
～

平
安

風
化
の
為
調
整
不
明
。

I
A
土
器
沼
01
灰
色
粘
貨
土
層

(炭
化
物
多
く
含
む
)

須
恵
器
高
台
付
イ
若

し
く
は
1苑

155～
回
転
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ
切
り
高
台
付
後

ナ
デ

低
い
高
台
が
外

へ
開
く

淡
青
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
llm以
下
の
砂
粒
を
若

干
含
む
。
黒
色
粒
を
含
む
。
良
好

奈
良
底
部
に
ヘ
ラ
記
号

「
―
1ロ
ク
ロ
R。

土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

須
恵
器
有
蓋
高
郷
117

81
142
100
回
転
ナ
デ

言
灰
色

青
灰

青
灰
色
や
や
粗
飾
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。
好

ゆ
力
賄
り
。

A
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

須
恵
器
有
≡
高
郷

365～
回
転
ナ
デ
カ
キ
メ

暗
青
灰
色

階
紫
色
密
、
lm以
下
の
砂
地
を
含
む
`

と女子
百

I
A
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

須
恵
器
不
若
し
く

は
高
IITh

145
38～
146

回
転
ナ
デ

暗
灰
色
暗
灰
色
暗
灰
色
密
、
lrm以
下
の
白
色
砂

粒
を
含
む
。

良
好
古
墳
後
期

～
末
期

I
C

明
茶
色
粘
質
土
層

須
恵
器
高
郭

122
27～

回
転
ナ
デ

淡
灰
色
黒
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
llm以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好

古
境
後
期

～
末
期

I
A

砂
レ
キ
層

須
恵
器

高
イ

58～
103
回
転
ナ
デ

緑
灰
色
緑
灰
色
緑
灰
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂

粒
を
多
く
含
む
。

良
百
墳
後
期

～
末
期
ゆ
力
瀦
り
。
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掲
載
Nα

地
区

遺
構

土
色

種
別

器
種

寸
法
(cm)

調
整

特
徴

色
訓

胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径

器
宮
最
大
径
底
径

1次
2次

3蓼
て

内
面

外
面

断
面

I
土
器
溜
01
灰
色
粘
質
土
層

(炭
化
物
多
く
含
む
)

須
恵
器
高
杯

655～
回
転
ナ
デ
カ
キ
メ

脚
部
に
沈
線
廻
る
乳
白
色
乳
白
色
乳
白
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒
を
含

す
、
_

不
良

古
墳
後
期

～
■
4H

I
淡
灰
色
粘
質
土
層

(小
レ
キ
合
お
】

須
恵
器
高
杯

53～
回
転
ナ
デ
不
と
脚
接
合

後
ナ
デ

淡
紫
灰
色
暗
灰
色
暗
紫
灰
色
密
、
lHm以
下
の
砂
粒
を
含

儀
良
好

吉
墳
後
期

～
末
期

土
器
摺
02
秒
t/キ
層

循
童
署
高
杯

485～
回
転
ナ
デ

灰
白
れ
灰
白
侮
康
白
魯

不
良

古
墳
後
期
～
末
期

I
砂
レ
キ
層

須
恵
器
高
イ

51～
回
転
ナ
デ

灰
色

灰
色

灰
色

や
や
粗
、
llm以
下
の
砂
粒
を

全
サ
、
AFh網
)オ
全
オ
、

良
好

古
境
後
期

砂
レ
キ
層

須
薫
器

言
芥

455～
灰
色

暗
灰
色

灰
色

森
Im以
下
の
砂
粒
籍
エ
農
好

古
遺
後
矧
～
実
ul

I
i器
溜
01
灰
色
粘
質
土
層

(炭
化
物
多
く
含
む
)

須
恵
器
低
脚
付
ITN

44～
8 55
回
転
ナ
デ
杯
と
脚
接
合

後
ナ
ゴ

貢
灰
色
黄
灰
色
紫
灰
色
欲
焔
以
下
の
砂
壮
を
含

よ
ェ

良
好

吉
墳
後
期

～
末
期
ロ
ク
ロ
L。

I
C

淡
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
高
節

23～
107
回
転
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含

よゝ
良
好

百
墳
後
期

～
末
期
ゆ
が
み
有
り

潜
茶
伍
結
管
上
層

須
童
器
IF

1
回
転
ナ
デ
内
:タ
タ
キ

灰
缶

灰
角

賠
娑
辰
角
宗
ふ
女
り研
夕
合
丈
友
し上
自
好

古
墳
後
期
～
平
安

砂
レ
キ
層

須
東
器

獅
120
53～

同
録
十
ギ

日
縁
端
部
に
面
を
持
t
淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
岬
飾
以
下
の
秘
対
縛
漱
巳
好

古
遺
格
期
～
平
孝

B
橙
茶
色
粘
貰
土
層

須
恵
器

瓶
子

335～
同
転
ナ
ギ
騒
剤
肉

“

1へ
う
ケ
ズ
‖

頸
部
段
を
持
つ
黒
灰
色
淡
灰
色

灰
色
aあ
ま
り
砂
粒
を
含
女
な
しゝ
邑
好

平
幸
～
中
世

I
C

淡
灰
色
粘
質
土
層

(小
レ
キ
含
む
)

須
恵
器
横
瓶
胴
部

粘
土
板

44～
内
:回
転
ナ
デ
外
i指
お
さ
え

胴
部
充
填
部
分
淡
灰
色
淡
灰
色
暗
紫
色
家
lm以
下
の
白
色
砂
粒

を
多
く
含
転

良
吉
墳
後
期

～
末
期

I
A

砂
レ
キ
層

須
恵
器
奏

48～
回
転
ナ
デ
内
:同
心

円
タ
タ
キ

外
:タ
タ
キ

後
ヨ
コ
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
祇
肥
下
の
砂
粒

弁
合
よゝ

や
や
不
良
古
墳
後
期

～
奉
慮

外
画
の
ナ
Fは
細
板
を
使
用

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
.

I
灰
茶
色
砂
質
層

須
恵
器
甕

24～
回
転
ナ
デ
内
:同
心

円
タ
タ
キ

外
:タ
タ
キ

後
ヨ
コ
ナ
デ

暗
青
灰
色
黒
灰
色
黒
灰
色
Ⅷ
鍮
以
下
の
砂
地

歩
笙
挙
汁
、

艮
好

古
墳
後
期

]
ト
レ
ン
チ
灰
色
粘
土
層

須
恵
器
瓶

130～
内
1同
心
円
タ
タ

キ
格
一
部
す
ギ
外
:平
行

灰
色

黒
灰
色
白
灰
色
家
lrm以
下
の
砂
粒
を
少

ξ
主
箋
す
と

良
好
古
墳
後
期

I
A
土
器
沼
02
砂
レ
キ
層

須
恵
器
士璽

1735～
24 8

回
転
ナ
デ

淡
灰
色
暗
灰
色
淡
灰
色
密
、
3nm以
下
の
砂
粒
を
含

す
ェ
里
仁
J命
狩
ェ

良
好

古
墳
後
期

～
軍
ウ
ロ
ク
ロ
R。

A
秒
レ
キ
層

須
恵
器
士璽

97～
回
転
ナ
デ

里
灰
任
黒
灰
色
星
阪
侶
や
や
ほ
Im以
下
の
砂
粒
を
含
儀
良
好

奈
良
～
平
安

I
灰
茶
色
砂
質
層

須
恵
器
士璽

107
42～

回
転
ナ
デ

灰
色

暗
灰
色
暗
紫
灰
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含

す
、

良
好

古
墳
後
期

I
A
と
器
溜
01
灰
色
粘
質
土
層

(炭
化
物
多
く
含
む
)

須
恵
器

士璽
135～

回
転
ナ
デ

日
縁
端
部
外
側

に
面
を
持
つ
青
灰
色
青
灰
色
青
灰
色
釈
10m以
下
の
砂
粒
を
含

」
ェ

良
好

平
安

ト
レ
ン
テ
8
明
灰
色
粘
質
土
層
(炭
含
む
)
須
恵
器

士璽
435～

回
転
ナ
デ
平
行
な
タ
キ

淡
青
灰
色
淡
青
灰
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
逮
、
良
好

古
婚
後
期
～
早
α

I
A

砂
レ
キ
層

須
恵
器
甕

48～
内
:同
心
円
タ

タ
キ
後
ナ
デ

外
:不
明
タ

タ
キ
後
ナ
デ

青
灰
色
青
灰
色
言
灰
色
密
、
lmn以
下
の
砂
粒
を
含

す
ェ

良
好

古
墳
後
期

I
砂
レ
キ
層

須
恵
器
瓶

166
35～

回
転
ナ
デ

日
縁
端
部
内
側
に
折

り
返
し
面
ケ
持
つ
灰
色

灰
色

灰
色

や
や
粗
、
lHm以
下
の
砂
粒

姶
汁
、

良
奈
良
～

I
C

灰
茶
色
砂
管
層

須
東
器

而
162

灰
色

灰
色

淡
灰
色
狼
Im以
下
の
秒
対
籍
泳
自
年
き遺
絡
矧
～
平
守

I
C

淡
灰
色
粘
質
土
層

(小
レ
キ
含
む
)

須
恵
器
甕

255～
180
回
転
ナ
デ

口
縁
端
部
に
面

弁
持
つ

暗
灰
色
青
灰
色
青
灰
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂
粒

始
す
ェ

良
好

古
墳
後
期

I
A

砂
レ
キ
層

須
恵
器

輩
417
585～

回
転
ナ
デ

日
縁
端
部
内
側
に
折

り
退
し
面
夕
祥
つ
淡
灰
色
淡
灰
色
黒
灰
色
粗
、
lnm以
下
の
砂
地
を
含
良
好

平
安

I
A
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

須
薫
祟
IF

17
回
転
ナ
デ

玉
縁
】夫
口
縁

淡
灰
角
湊
灰
角
鴻
灰
fh

息
好

古
措
絡
期

ト
レ
ン
テ
灰
色
粘
土
層

須
恵
器
甕

55～
内
:同
心
外
:平
行
タ
タ
キ

格
m介
的
に
十
ギ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
靴
ann以
下
の
砂
粒

去
ィ
鮮
よ
、

や
や
不
良
古
墳
後
期

I
暗
茶
灰
色
粘
質
土
層
須
恵
器
甕

123～
内
!同
心
円
タ
タ

キ
後
―
部
す
ザ

外
1格
子
タ
タ
キ
後

す
ギ
格
平
Fタ
タ
キ

灰
色

暗
灰
色
淡
灰
色
密
、
ｈ

2mm程
の
砂
粒
を
含
良
好

古
墳
後
期

I
C

灰
茶
色
砂
質
層

須
恵
器
短
頸
憂
128
435～

回
転
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
若
千
砂
粒
を
含
良

奈
良

I
C

淡
灰
色
粘
質
土
層

(小
レ
キ
合
お
)

須
恵
器
一望

365～
回
転
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

底
部
外
周
を

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
期
、
lm以
下
の
砂
粒

歩
ぞ蟹
す
、

艮
奈
艮

I
灰
茶
色
砂
質
層

須
恵
器

不
明

115
39～

回
転
ナ
デ

暗
灰
色
灰
色

灰
色
密
、
lHm以
下
の
砂
粒
を
含

よ
、

良
好

不
明

I
明
茶
色
粘
質
土
層

須
恵
器
甕

20～
回
転
ナ
デ

青
灰
色
青
灰
色
淡
灰
色
や
や
糧
焔
以
下
の
砂
粒

弁
合
よゝ

良
古
墳
後
期
ゆ
が
み
有
り
。

I
A
土
器
溜
02
砂
レ
キ
層

須
恵
器
委

66～
回
転
ナ
デ
内
:同
心
円
タ

タ
キ
後
ナ
デ

外
:タ
タ
キ

後
ヨ
コ
ナ
デ

青
灰
色
青
灰
色
青
灰
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂
粒

奉
斜
、

艮
好

古
墳
後
期

超弁卦田耐堺
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掲
載

No
地
区

違
構

土
色

種
別

器
種

寸
法
(cm)

調
率

特
徴

色
調

胎
土

焼
成

時
代

備
考

口
径

器
言
最
大
径

1ツ
k

2次
3必
k

内
面

外
面

断
面

I
土
器
溜
01
仄
巳
柄
東
工
膚

(炭
化
物
多
く
含
む
)

須
恵
器

嚢
247

52 4
47 6

内
同
心

円
タ
ケ
キ

外
:平
行

タ
タ
キ

口
稼
端
部
に
面

を
持
つ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
密
、
lwm以
下
の
砂
れ
を

合
す
ェ

良
好

古
墳
後
期

I
上
器
溜
02
砂
レ
キ
層

須
恵
器
甕

554～
612

内
:同
心

円
タ
タ
キ

外
:平
行

タ
タ
キ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmn以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
黒
色
粒
を
銚

良
好
古
墳
後
期
ゆ
が
み
、
重
ね
焼
痕

有
り
。

I
橙
茶
色
粘
質
土
層

須
忘
器
蓋

28～
回
転
ナ
デ
施
文

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
lmm以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好

古
墳
後
期

I
明
灰
色
粘
質
土
層

須
恵
器
甕

36～
内
:同
心

円
タ
タ
キ

タ
ト
:十
行
グ

タ
キ
後
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
納
以
下
の
砂

対
券
合
お
_

や
や
不
良
古
墳
後
期

I
砂
レ
キ
層

須
恵
器
瓶

137～
内
:同
心

円
タ
タ
キ

外
:平
行
タ
タ
キ
(格

子
状
)後
一
部
ナ
デ

淡
灰
色
淡
灰
色
淡
灰
色
粗
、
lm以
下
の
砂
粒
を

含
む
。

良
好

古
墳
後
期

I
暗
茶
灰
色
粘
質
土
層
須
恵
器
甕

555～
回
転
ナ
デ
の
ち

波
状
文

沈
線
に
区
画
さ
れ

た
2条
の
波
状
文
灰
色

灰
色

灰
色

や
や
粗
、
納
以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

良
好
古
墳
後
期

I
ト
レ
シ
テ
2
淡
灰
茶
色
粘
質
土
層
須
恵
質
土
器
不
明

21～
回
転
ナ
デ

口
縁
端
部
に
面

を
持
つ

青
灰
色
暗
灰
色
青
灰
色

留
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含

黒
粒
を
多
く
含
む
。

む
。

良
好

不
明

I
灰
茶
色
砂
質
層

須
恵
器

丸
瓦

長
さ

:

1235～

幅
:

94～
厚
さ

:

22
黒
色

黒
色

淡
灰
色

や
f●
租
、
舛
の
り
狂

を
多
く
含
む
。

不
良

甲
口
～

近
世

ア
ヨ
授
合
の
為
荒
ら
し
て
い

る
。
燻
し
瓦

“

涌
い
首
ど
有
り
。

I
C

暗
茶
灰
色
粘
質
土
層
須
恵
器
平
瓦

長
さ

:

775～
幅

f

71～
厚
さ

:

215
平
行
縄
目

タ
タ
キ

内
側
風
イ ヒ
の
為
不
明
。

外
側
縄
ロ
タ
タ
キ
。
明
橙
色
明
橙
色
明
橙
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

不
艮

平
安

200
I

明
茶
色
粘
質
土
層

須
恵
器
丸
瓦

長
さ

:

50～
甲
昌

:

73～
厚
ざ

:

215
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

外
面
に
ヨ
コ
方

向
ケ
ズ
リ
痕
灰
色

灰
色

灰
色
や
や
粗
、
飾
以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

良
平
安
～

中
世

I
JI土

須
恵
器
丸
瓦

長
ご

:

605～
甲
開

:

67～
'早

ご
:

21
ナ
デ

内
面
に
布
目
。
外

面
に
ケ
ズ
リ
。
黒
灰
色
黒
灰
色
灰
色

や
や
粗
、
lmn以
下
の
砂

粒
を
若
干
含
む
。

良
好

平
賓
～

中
世

I
灰
茶
色
砂
質
層

須
恵
器

丸
瓦

長
さ

:

118～
幅

:

96～
厚
さ

:

2 65
内
:布
目
外
:桟
方

向
の
ナ
デ

暗
青
灰
色
暗
言
灰
色
淡
灰
色
や
や
粗
、
配
の
砂
粒

を
多
く
含
む
。

良
好

平
安

中
世

I
土
器
沼
01
灰
色
粘
質
土
層

(炭
化
物
多
く
含
む
)

土
師
器
単
純
日
縁
奏
27 3
49～

ナ
デ

日
縁
端
部
に
面

を
持
つ

淡
茶
色
淡
茶
色
淡
茶
色
密
、
lmm以
下
の
砂
粒
を

含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
艮
好

中
世

I
砂
レ
キ
層

土
師
器
イ

145～
回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

淡
茶
白
色
淡
茶
白
色
淡
茶
白
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を

銘
、_未
魯
対
井
合
お
_

や
や
不
良
中
世

ロ
ク
ロ
不
明
。

205
I

砂
レ
キ
層

土
師
器
不

17 05
17 35

回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

暗
茶
色
暗
茶
色
暗
茶
色
や
や
粗
、
飾
以
下
の
砂

対
券
合
お
_

良
好

平
安

ロ
ク
ロ
R。

I
排
土

土
師
器

rTh
20～

5 95
回
転
ナ
デ
回
転
糸
切
り

暗
茶
色
淡
黄
茶
色
淡
黄
茶
色
や
や
粗
、
lm以
下
の
砂

粒
を
含
む
。

不
良

中
世

ロ
ク
ロ
と
。
内
面
に

ス
ス
か
?

I
灰
茶
色
砂
質
層

土
師
器
郭

185～
暗
橙
茶
色
暗
橙
茶
色
暗
橙
茶
色
や
や
粗
、
2mm以
下
の
砂
粒

を
含
む
。
赤
色
粒
を
含
む
。
良
好

中
世
則
ヒの
脳
嘘

I
灰
茶
色
砂
質
層

土
師
器
杯

145～
乳
白
色
乳
自
色
乳
白
色
密
、
2m以
下
の
砂
粒
を

合
お

不
良

中
世

風
化
の
為
調
整
不
明
。

I
B

排
土

青
磁

甑
24～

見
込
み
中
央
釉

か
き
取
り

明
緑
色
明
緑
色
灰
白
色

密
。

堅
至

中
世

2次
的
に
比
烈
。

I
B

淡
灰
茶
色
粘
質
土
層
青
磁

碗
17～

緑
灰
色
緑
灰
色
淡
灰
色
密
。

堅
至

中
世

I
排
土

青
磁

碗
305～

緑
灰
色
釉

厚
く
か
か
る
緑
灰
色
釉

厚
く
か
か
る
淡
灰
色
密
。

堅
至

中
世
前
期
龍
泉
窯
工
類
。

I
C

明
茶
色
粘
質
土
層

土
師
器
信
鉢

43～
ハ
ケ
メ

御
し
目

淡
茶
色
淡
茶
色
決
茶
色
や
や
粗
、
3m以
下
の
砂
麺

歩
合
お
_宗
伸
対
歩
合
よ
、
_

や
や
不
良
中
世

御
目
5条
で
1単
位
、

脱
ョ
lnmm_

I
B

淡
灰
茶
色
粘
質
土
層
陶
磁
器
備
前
系
養

31～
166
回
転
ナ
デ
粗
い
ナ
デ

黒
灰
色
黒
灰
色
暗
紫
色
密
、
lm以
下
の
砂
粒
を
含
む
。
良
好

中
世
底
部
の
ナ
デ
は
粗
い

第
8表
 
木
製
品
観
察
表

掲
載
No
地
区

上
色

種
別

器
種

特
徴

内
外

備
考

器
冨

底
径

幅
厚
さ

I
B
暗
橙
灰
色
粘
質
上
層
木
製
品

椀
29～

82
黒
漆
、

赤
漆
絵
付
け

黒
漆
低
い
高
台
を
持
つ
。

A
砂
レ
キ
層

不
製
品

編
b 86

08
重
い
活
し,^端

部
tJl断

^

I
C
淡
快
巴
柄
夏
工
眉

r′
I、
I′
■
合
か
ヽ

木
製
品
板
状
木
製
品

3 35
07

短
冊
状
に
形
成
。
穿
孔
有
り
。

I
B
悟
茶
角
烙
雪
上
層

木
裂
品

板
状
木
製
品

21 9
6 75

矢
板
状
に
加
工
^

端
部
炭
化
ぃ



羽代前田遺跡

第9表 羽代前田遺跡出土遺物分類表
時代 時期 種別

I区
I区合計 Ⅱ区合計 試堀合計 総計

B D 不 明

縄 文 石 器 も 5 1

弥生後期～古墳後期 土師器 1 1 1

首 墳 土師器 1 1 1

古墳

中 期 土師器

後期
土師器 1 9

須恵器

古墳後期～奈良
土師器 1,594 Z.∠υ ∠,も Uザ

須恵器

奈 艮 須悪器

奈 良～平安 須恵器 1

古墳～平安 土師器 1

平安

土師器 1

須恵器 7 1

瓦 1 I 1

平安～中世

須恵器 1 1

陶 器 1 I 1

瓦 1 1 1

中世

土 器 1 1 1

土師器 3

須恵器 4 2

磁 器 6 1 3 1

中世～近世

磁 器 1 1

瓦 器 2 I

瓦 1 1 1

不 明 1 1 1

近世

上 器 1

陶 器 5 11

不 明 5

不 明

石 器 2 1

土 器 1

土師器 1

須煮器

製鉄還 2

自然 4 1 1 1

不 明 2 2

総 計 Z,640 ,087 5 4 379 5114

第10表 製鉄関連遺物観察表

掲載No. 地 区 上色 種別 器種
寸法

備考
長 さ

百
田 厚 さ 重さ(g)

11 I B 橙茶色粘質土層 鉄滓 流動滓 4480 メタル度高い。
I C 灰茶色砂質層 鉄滓 流動洋 67800

I C(西側) 淡灰色粘質土層 鉄滓 流動滓 3464 激しく風イとしている。
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羽代前田遺跡

グラフ1 調査区別遺物集計グラフ
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グラフ2 調査区別遺物構成比 (百分率)
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羽代前田遺跡

第11表 各時代における器種一覧表
時   代 種    別 蕎   種

縄 文

黒 曜 石 核

石器

謄 製 石 器

十師 繋 奉

甲 瓢 土 師器 富 訴

古墳後期

土師器

須恵器

イ

琴

罫 猪 tン (I丈琴

言 郵

奎

しくは奎

古墳後期～奈良

土師器

郵

4j尋

I

歌

上 製 更 閥 l

不 財

示 れ 上 器 郵

須恵器

郵

吾 1

12

弩

Ta

不 明

奈良 須恵器

郵 (言台 付 )

春 4
ボ,シ状つ女み付
輪 状 つ 交 み

衛 電 石 1

奈良～平安 須恵器

14ヽ

蓋

くIよ蓋

種    R‖ 器  種

古墳～平安 土師器
審

不 閉

平安

土師器
郷

不 明

須恵器

ITN

等 3

不 明 Z

『

平 百

平安～中世
瓦

こ

当 百 2

肇 1

不 IIn

白項 僚 期 ～ 甲 T

中世

梱 鉢

土師器
郵

不 BJR 4Z

須恵器

綱 絋 3

悪 斉 1´ (lt奉 2

不 田

日 枢 不

含 子 8

不 明 う

吾 駆 昴 Z

中世～近世

言 磁 添

不 明

平 こ

不 田

不 明 1

近世

4

阿 器 摺 鉢

前

不 明 絋

不 閉

不 明

主

不 田

不 明

土師器
主 饉 1

杷 ■ b

不 明

梨 儀 積 物

骨

不 閉 不 I

51

第12表 石器観察表
掲載No 地 区 上色 種別 器種

寸刃
石材 備考

長 さ 幅 厚 さ 重さ (g)

I B 橙茶色粘質土層 石器 石槍 サヌカイト 風化の為調整不明瞭

I B 橙色粘質土層 (青灰色土含む) 石器 石核 22 黒曜石

第13表 骨製品観察表
掲載Nα 地 区 上色 種別 器種

寸法

長 さ 幅 厚 さ 重さ (g)

IIB 橙茶色粘質土層 自然杉 骨
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カミヤ遺跡

第41表  江津市南部の遺跡一覧表
番号 遺跡名 種類 所在地 時代 概要 備考

1 山根家墓地 古墳 桜江町 市山 吉墳 近世墓地

2 湯浅家墓地 古墳 桜江町 市山 古墳 戦国～江戸期

3 阿刀城跡 城跡 跡市町 跡市 中世
古
子

4 たつ川城跡 城跡 跡市町 小原 中世

5 城山城跡 城跡 桜江町 後山 中世
古
子

6 福田城跡 城跡 有福温泉町 本明 中世
古
子 土塁、堀切

7 草ノ城跡 城跡 金城町 今福 中世 享呂、 1要享隅

屋敷城跡 城跡 桜江町 長谷 中世

9 市山城跡 城跡 桜江町 市山 中世 山城、削平地

江尾城跡 城跡 桜江町 市山 江尾 中世 山城

1 川上氏宅裏経塚 経塚 跡市町 徳田 中世 ―字一石経

2 仏峠遺跡 集石 跡市町 小原 近世

沢津Ⅱ炉跡 製鉄遺跡 金城町 追原 近世

4 沢津 I炉跡 製鉄遺跡 金城町 追原 近世

福原炉跡 製鉄遺跡 金城町 追原 福原 近世

清見山崎炉跡 製鉄遺跡 清見町 近世

7 徳の谷炉跡 製鉄遺跡 清見町 徳の谷 近世

蛭田鉄穴跡 鉄穴跡 桜江町 長谷 蛭田 近世 天堤、溝、切 羽

山中頷跡 製鉄遺跡 桜江町 長谷 山中東 近世 鉄滓

長谷頷跡 製鉄遺跡 桜江町 長谷 南郷谷 近世 鉄滓

田尻鉄穴跡 鉄穴跡 桜江町 長谷 田尻 近世 洗池 大きく破棄

八戸工頷跡 製鉄遺跡 桜江町 八戸 八戸東 近世 鉄津

八戸鍛冶跡 鍛冶跡 桜江町 八戸 八戸東 近世 平坦面2

八戸 I頷跡 製鉄遺跡 桜江町 八戸 八戸東 近世 鉄滓

炉ヶ谷炉跡 製鉄遺跡 桜江町 後山 炉ヶ谷 近世 一部破棄

下笹畑炉跡 製鉄遺跡 桜江町 後山 下笹畑 近世

糸谷Ⅲ頒跡 製鉄遺跡 桜江町 江尾 近世

糸谷鍛冶跡 鍛冶跡 桜江町 江尾 糸谷 近世 金屋子神、鉄滓少々

糸谷Ⅱ頷跡 製鉄遺跡 桜江町 江尾 近世 鉄滓

糸谷 I炉跡 製鉄遺跡 桜江町 江尾 近世 鉄滓

鋳物師跡 生産遺跡 桜江町 市山 近世

後山常光寺跡 寺院跡 桜江町 後山
千手院跡 寺院跡 桜江町 市山
市山常光寺跡 寺院跡 桜江町 市山
護清院跡 寺院跡 桜江町 市山
瀧三寺跡 寺院跡 桜江町 市山 仏像

神宮寺跡 寺院跡 桜江町 市山 仏像

宝珠寺跡 寺院跡 桜江町 市山 小市川 棟札、古文書

江尾常光寺跡 寺院跡 桜江町 江尾
順誓寺跡 寺院跡 桜江町 江尾
観音院跡 寺院跡 桜江町 江尾 観音
香伝庵跡 寺院跡 桜江町 今田 延命地蔵菩薩

浜田三次往還 街道跡 近世 近世街道跡

★ カミヤ遺跡 集落跡 跡市町 舞立 縄文～近世

須恵器、土師器、鉄滓、

炉壁、羽口、木製品、

中世陶磁器、石器

-60-



跡
　
　
／

逹逗ヤ
ヽヽ
ヽ
カ

隠ゞ縁淋
鞘
囲

Ｍ

溝

駕

気↓熙

＼溢

〔　

　

　

鍬

第2図 カミヤ遺跡周辺の状況 S=1/10,000

-61二



カミヤ遺跡
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カミヤ遺跡

網かけは確認調査範囲

y＼  ダ   ダ
第4図 本調査及び確認調査範囲指定図 S=1/600
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カミヤ遺跡

A'一一十~

L=143 0m A

L=140 0m

…

4

明茶色土層
淡茶色上層 (床土)
波灰茶色粘買土層

浚灰茶色土層 (橙色上を含む)
淡茶灰色粘質土層
茶灰色粘覧土層
淡灰茶色土層 (やや粘りがあるが粒子が粗い)(中世以降)
暗泰灰色粘質土層
暗灰色土層 (砂つぱい)
茶灰色・晴灰色粘質土混合層 (中世以降)
小レキ層 (10層をブロックで含む)
晴灰色粘質土層 (場所によつて砂レキ層を含む)
暗灰色・青灰色砂レキ層 (粘質上をプロックで含む)
淡灰色粘質土層 (所々レキ層を含む)
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カミヤ遺跡

第28表 集石遺構計測表

第29表 加工段計測表

第30表  I― C区 ピット計測表

第24表  谷計測表
報告番号 平面形 幅

上
全長 (m) 深さ (m) 主軸 出土遺物

下

I―AEE 等高線に直交する直線系 N-44 2°  一E
土師器 須思器 磁器
陶器製鉄遺物木製品

第25表 段状遺構計測表
報告番号 平面形

上 面 長軸  (cm) 短 由 (cm)
深さ (cm) 主軸 出土遺物

底 面 長 軸 (cm) 短 由 (cm)

I一C区 不整楕円形
130 00

N-0 5°  一E
115 00

第26表 焼上範囲計測表
報告番号 平面形

上 面 由 (cm) 短 由 (cm)
深さ (cm) 主軸 出土遺物

底 面 短 由 (cm)

I―AEI 不整円形
362 00 Z3/ UU

N-66 7°  ―E 磁器 陶器 ガラス
304 UU

第27表 流路跡計測表
報告番号 平面形

上 面 由 (cm) 死己軍由 (cm)
深 さ 主軸 出土遺物

底 面 長 由 (cm) 匁邑車由 (cm)

I―AEE 不整直線形
725 00 210 00

N-17 1°  一E 土師器 青磁
6もU UU 185 00

報告番号 平面形 長 さ 長軸 (cm) 匁豆草由 (cm) 高さ (cm) 主軸 出土遺物

楕円形 226 00 141 00 N-1 5°  ―E 上師器 須恵器 磁器

長円形 143 00 N-78 0°  一W 須恵器 磁器

報告番号 平面形   碍罫課`ミ
早由 (Cm) 匁豆軍由 (Cm)

深さ (cm) 主軸 出土遺物
ξミ軍由 (cm: 匁豆車由 (cm)

等高線に沿う浅いL字形
876 00

32 00 N-23 5°  一E
884 00

等高線に沿う不整形
570 00 Z3b Uυ

22 00 N-86 0°  ―E
535 00 207 00

Pit(cm)
番号 4

」二EΠ℃登 (cm) 134× 232～

底径座標 (m) 137 70

等高線に沿う不整形
660 00 ZUb UU

N-84 0°  ―E
643 UU 140 00

Pit(cm)

番 号 1 3

上面径 (cm) 103X81 105× 81 ЬZ× 64

底径歴標 (m) 137 50 137 48

報告番号 平面形
上 面 嘔邑軍由 (cm) 短軍由 (cm)

深さ (Cm) 主軸 出土遺物
底 面 嘔己車由 (cm) 負豆軍出

円形 N-77 9°  ―W
14 Uυ

円形
34 00

N-80 0°  ―E 土師器

-79-
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